

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　かくして彼等は今に至る






　魔界から一番近いとされる場所にある、その辺境の名前はルデス村。

　その村に住み始めた四歳の少女。慣れない環境に戸惑っているのか、いつも一人。

　自分が何者かも分からない。今まで自分が何をしてきたのかさえ何も。

「………………」

　唯一覚えていたのは自身を表す象徴である名前。少女は頭の中でそれを反はん芻すうしていた。

　村の人達に善意で貰もらった家名もある。昔村で途絶えてしまった家系の名前だそうだ。

　村の皆はどこか変わっているようだったけどいい人なのは分かっている。

　それでも少女は一人でいた。自分が何者かも分からない幼子には酷な環境だった。

「──こんなところにいたのか……。村の人達が凄すごい捜してたぞ」

「!!」

　村にある貯蔵庫のような家屋の奥。誰にも見つからないように沢山の箱のようなものに囲まれて座り込んでいた少女は、不意に聞こえた声にゆっくりと顔を上げる。

　そこにいたのは自分と同じ歳ぐらいの少年。捜し回ったのか所々が煤すすに塗まみれていた。

「……貴方あなた、誰？」

　見覚えのない少年。正確に言えば、自分の記憶の中に存在しない存在だった。

　そう問われた少年は一瞬不可解そうな顔を見せるも、すぐに苦笑した。

「誰って……一回挨あい拶さつしたと思うけどな。村の子供は俺達だけだし」

　覚えられていないことを特に気にも留めてないのか、少年は少女に手を差し伸べる。

　しかし少女はその手を握らずにもう一度顔を俯うつむかせてしまった。

「……ごめん、なさい。何も、分からなくて」

「……まぁ、仕方ないか。周り皆、知らない人ばかりだし」

　少年は呆あきれたような笑みを浮かべると、少女の隣に空いていたスペースに座る。

　つい昨日のこと。周りが大人だらけの中で自分以外の子供が村に居付くことになったのが嬉うれしいのか、少年は俯く少女に対してずっと笑いかけていた。

「俺はセルト。セルト＝ハーレスティアっていうんだ」

　セルトと名乗った少年は昨日と同じ自己紹介をもう一度彼女に投げかけた。

　今度はもう忘れられないように、ゆっくりと、はっきりと。

「せる、と……？」

「そう、セルト。覚えてくれたら嬉しいよ」

　再度顔を上げて自分の名前を口に出してくれた少女の頭を、セルトは優しく撫なでていく。

　撫でられた少女はそれを拒むことも無く、ただされるがままになっていた。

「お前の名前も、もう一回教えてくれないか？」

「わた、しの名前……？」

　それは彼女が唯一持っていたもの。全てを失なくした中で、消え得なかったもの。

　戸惑っている少女をセルトは急せかさない。彼女が口を開くのをゆっくり待っていた。

　そして少女はその小さな口を恐る恐る開いて、自分の名前を告げた。

「……レリア。レリア＝アルハーツ……」

「レリアね。いい名前だと思うよ」

　それが彼女の新しい名前。持っていた名前に、村人があげた家名を付けた彼女だけの。

　うんうんと頷うなずいたセルトは、改めて少女に向き直って真っ直ぐ目を見る。

「どうせだし俺と友達になってくれないか。友達いなくてさ」

「とも、だち……？　よく、分からない……」

「あ、そうか。それじゃあ……」

　友達を知らないというレリアに対して、セルトは一度立ち上がって何かを探し始める。

　何をしているか分からないレリアは、ただただ黙ってセルトの背を追っていた。

「──あったあった。レリア、こっち向いてくれ」

「……？」

　目的の物を見つけたセルトは忙せわしない動きで元の場所に戻り、レリアの動きを待つ。

　躊躇ためらいながらもセルトの方を見たレリアは、不意に頭に何かを載せられたことに気付く。

　すぐにセルトはレリアに小さな鏡を見せる。自分の頭を見て、レリアは目を丸くした。

「これは、リボン……？」

「女の子にはプレゼントをあげると喜ぶって、両親に聞いたからな」

　それは真っ白な布で作られた二又のリボン。拙つたない作りだが、確かにリボンに見える。

　少女の艶つややかな空色の髪によく映える、何よりも可愛さが引き立つ装飾品だった。

「似合ってるよ。それならきっと笑えると思うし、村の人とも仲良くなれる」

　それはセルトなりの気遣い。まずは自分からレリアに歩み寄ることによって、レリアが村で生きやすい環境になるだろうという幼いながらに考え出した答えだった。

　それが伝わったのかそうでないのか、レリアは貰ったリボンを触りながらはにかんだ。

「……うん。とても、嬉しい……」

　失ったものは多く、得た物は少しだけ。それでも彼女の中では大きなもの。

　それが二人の最初の出で逢あいの記憶。二人の人生の始まりとも言える追憶だった。




　　　　＊




　時刻は午前五時過ぎ。起床するには少し早い時間に目が覚めた空色の髪の少女。

　窓から差し込んでくる光はまだ弱々しいものの、暗闇を照らすのには十分過ぎる。

　そしてゆったりと身体を起こして、傍かたわらに置いていた純白のリボンを見つめた。

「……とてもいい夢だった」

　久し振りに見た昔の夢。一番の思い出である、セルトに助けてもらったあの日の記憶の次に大事で大好きな記憶をレリアは眠りの中で回想していたようだった。

　思えばあの頃から既に彼に心を奪われていたのかもしれない、とレリアは微笑む。

　ベッドから降りて、彼から貰ったリボンを慣れた手付きで頭に着けていく。

　そして簡単に荷物を纏まとめて部屋を静かに出る。他の人の迷惑にならないように。

　こんな早朝から向かいたい場所など一つしかない。足取りは軽いものの、まだ頭は覚かく醒せいし切らず。それでも深く考えなくても身体がその場所のことを覚えていた。

「まだ寝てる？　それとも寝始めたばかり？」

　そんなことをはにかみながら小声で言うぐらいにはご機嫌だった。

　鳥の鳴き声と柔らかな朝の日差しに包まれて。向かう先は女子寮の隣にある建物。

　その中の一室。今日もまた不用心にも鍵かぎが掛かっていない扉の前で一つ息を吐いた。

「……全部、セルトのお陰だから」

　トレードマークであるリボンをもっとよく見えるように少しだけ手直しして。

　意気揚々と部屋に入った彼女は、一目散に彼が眠るベッドに潜り込んだのであった。




「──んあ……。いつも通り布団の中に微妙な圧迫感……」

　少し時間は空いて午前八時半。セルトもまたいつもより早い時刻に目を覚ましていた。

　昨日の鍛錬は早めに切り上げたが、それでも寝床に就いたのが午前三時過ぎ。

　明らかに睡眠時間が足りていないのか、セルトは大きく欠伸あくびをして横を見やると。

「……やっぱお前か、レリア。相変わらず不法侵入が得意だな」

「ん……おはようセルト。今日は特別だから」

「特別？　何かあったか、今日」

　特別、と言われて今日は特に何も無いただの一日だと思っていたセルトは首を傾げる。

　それにしてはやけにレリアの機嫌がよく、見て分かるぐらい嬉しそうだった。

「夢を見た。セルトが、私にリボンをくれた日の」

　恍こう惚こつとした表情のままリボンを弄いじり、レリアは今朝見た夢のことをセルトに告げる。

　夢の内容を聞いたセルトは、苦笑いとも呆れともつかない表情を浮かべていた。

「あー、懐かしいな……。そのリボンももう何代目だっけか」

「六代目。劣化する度にセルトが直してくれた」

「あれ大変なんだからな!!　ベースだけは残しておきたいってお前が言うから……」

　流石に今のリボンは当時の物では無いが、リボンの軸だけは残してきたという。

　とりわけ器用でも無かったセルトにとっては苦難の産物だったが、それでも手を抜くことは一度も無かった。それはまさしく二人を繋いだものであったから。

「まぁ、それのお陰でレリアが村の奴等と馴な染じめたのも間違いないか」

「うん。やっぱり私の家族はセルトと村の人達だけ」

「俺は村の奴等が家族なんて御免だけどな。……今頃何してっかなぁ、あいつら」

　口ではこう言っているものの、セルトは別に村の人間が嫌いだったわけではなく、あくまで魔族の襲撃が日常茶飯事であった環境が嫌だっただけでそれなりに愛着はある。

　とはいえ帰る気など毛頭なく、思い出の中に仕舞っておくことは確定済みだった。

「んじゃ、どうせ今日も学園行かないしもう少し寝る──」

　セルトがいつも通り無駄に惰眠を貪むさぼろうとしたその時。突如、部屋の呼び鈴が鳴る。

　そして反応を待たずに扉が開く音。相変わらず鍵かぎは掛かっていなかったようだった。

　二人で顔を見合わせる。この部屋を訪ねてくる人物など、後はもう一人しかいない。

「……来やがったな。口うるさいお嬢さんが」

「来た。彼女も懲りない」

「朝から散々な言われようね!?　って、そんなのいいから早く学園に行くわよ二人共!!」

　当然来訪者はフューラ。今日は何やらいつも以上にそわそわしているように見える。

　それはまるで、今まで我慢してきたものがようやく与えられたかのような。

「別に今日はクエストも何も無いだろうが。何なら特別な日でもあるまいし」

　そのやけに高いテンションを不審に思ったセルトは目に見えて難色を示す。

　だが、それを全く意に介さずフューラはそのセルトの反応を掻かき消した。

「今日はお父様が学園に戻って来るのよ!!　学園に行かないなんて有り得ないわ!!」

　フューラは両手を振り上げながら、満面の笑みでその情報を二人に伝えてくる。

「へー、ギャラガさん帰って来るのか。学園が無駄に騒がしくなりそうだな」

「驚き。暫しばらく学園には戻らないと言ってた」

　図らずとも今日はどうやら特別な日であったらしい。奇くしくも特別は重なるもの。

　それはこの三人を引き合わせた存在の帰還。長らく学園を空けていた創始者の凱がい旋せん。

「それなら尚なお更さら登校時間遅らせたくね？　絶対人で溢あふれ返ってるし」

「悠長過ぎるわよ!!　だったら私だけ先に行ってるからね!?」

「いってらっしゃい」

「家族水入らずを邪魔するのもあれだしな、うん。俺達はのんびり行くわ」

「この恩知らず!!　お父様に無視されても知らないから!!」

　フューラは今すぐにでも会いたいのか、セルト達を置いてさっさと出て行ってしまう。

　それでもわざわざ伝えに来てくれたのは、彼女なりの良心だろうか。

　とはいえギャラガの帰還は一応学園に行く理由にはなるのか、フューラを見送った二人は緩慢な動作でベッドから降りて、ようやく着慣れ始めていた制服に身を包んでいく。

「取り敢あえず会ったら絶対文句言ったろ。よくも騙だましたなってな」

「改めてお礼を言わないと。セルトと再会出来たのはあの人のお陰」

　会いたいという気持ちは皆同じだが、相変わらずモチベーションは異なっており。

　学園は思っていたよりも平穏じゃなかったと、セルトは伝える言葉を既に決めていた。








一章　集結した十傑と王宮でもたらされた真実






　王都ミリラクシアにある、世界でも有数の勇者育成機関クレシエンド学園。

　規模もさることながら、今の人間界に平和をもたらした勇者が創設した最高峰の施設。

　しかし当の本人は有望な人材のスカウトに勤いそしんでおり基本的に学園にはいない身。

　それでも先週の魔族襲撃を受けて学園に戻って来たという報しらせが飛び交っていた。

「──遂ついにあの人達も帰ってきたぞー!!　出迎えだ、出迎え!!」

　ギャラガの凱旋は早朝に終わっていたが、その後にも遜そん色しよく無いイベントが待っていた。

　学園の正門の前には三つの影。学園に通っている者達の憧あこがれの象徴が並んでいる。

　一人は燃えるような濃い赤の髪をツンツンヘアにした、覇気のある顔をした男性。

　彼に並ぶようにして濃い紫の髪を長く伸ばした、鋭い目をした冷たそうな男性。

　そしてその後ろから緑の髪を長く伸ばしてカチューシャを着けた、日傘を差した美女。

「──はははっ!!　既に懐かしいこの温かさ、変わっていないなこの学園も!!」

「……相変わらず緩い。出迎える暇があったら鍛錬に励んだ方がいい」

「ただいまですわ。ふふっ、皆さん久し振りですね」

　その正体は長らく学園を空けていた十傑の上位三名。文字通り学園最強の三人。

　英雄達の凱旋に学園は大きく沸き立っており、まるで祭りのような雰囲気だった。

　彼等はどのギルドでさえも匙さじを投げた超高難度クエストをクリアしてきたのだという。

「クエストより移動の時間の方が長かったな!!　正直もう腰が限界だ!!」

「軟弱者め。それで俺の上だというのだから呆あきれる」

「でも疲れたのは確かですわ。早いところ会議に向かいましょうか」

　そんなクエストを達成してきたというのに全く苦労を見せないまま、彼等はとある場所へと向かって行く。本日はタイミングよく、月に一度行われている十傑会議の日だった。

　議題は既に聞き及んでいる。午後一時の開始時刻まで残された時間はもう僅わずか。

「よし、走るか!!　皆も待ち詫わびていることだろう!!」

　突如として先頭を切ったのが、ノア＝アークベル。十傑一位の『武神』。

「……ふん。あいつらなど適当に待たせておけばいいものを」

　悪態を吐きながら追随する、ガレイ＝ヴィンセント。十傑二位の『冥めい獄ごく』。

「あぁ!!　ノア君、ガレイ様、置いて行かないでください～!!」

　そして置き去りを嘆いている、フローリア＝パラダイム。十傑三位の『生葬』。

　目的地は本校舎の二十五階。例外を除き十傑しか足を踏み入れない聖域とも言える場所。

　出迎えている生徒達を余よ所そに、彼等は責務を全うせんと本日も忙せわしなく動いていた。




「──あ、やっと来た～。普通に遅いんですケド～？」

　会議開始時刻の三分前、扉が開かれると同時にセレナがケラケラと笑い難癖をつける。

　三人は全く息を切らさずに、暫定でトップだった彼女の発言に苦笑いを浮かべた。

「ははっ、すまない!!　ここからは俺が仕切らせてもらおうか!!」

　意気揚々と自分の席に着くノア。続くようにしてガレイとフローリアも席に着く。

　流石に上位三名の帰還ともなれば、場の雰囲気には少しだけ緊張が走る。

　そもそも三ヵ月程学園を空けていた彼等に初めて会うメンバーもいたりする。

「見ない顔もあるが。新しいメンバーか？」

　すぐにガレイが十傑の中に新顔があることに気付き、そのことに言及する。

　話を振られた褐色の肌の少女は勢いよく立ち上がり、あろうことか円卓に足を置いた。

「あたしは一年のレオナ＝ティレンタだぞ!!　よろしくなー!!」

「ちょ、レオナちゃんダメですよ!?　先輩にはちゃんとした敬語を使わないとですっ!!」

「はしたない行為も止めろ、とちゃんと事前に言った筈はずだよレオナ」

「そうだった……です!!　すみません……です、先輩!!」

　入学直後にあまりの強さに異例の速さで十傑入りした、十位のレオナ＝ティレンタ。

　だが礼儀は知らないのか、学園の上位三人に対してあんまりな態度だったのを慌ててアイとシャランが注意する。ガレイは無礼な態度に少しだけ青筋を浮かべていた。

「ふははははっ!!　うん、元気があっていい!!　よろしくな、レオナ!!」

「お、面白い子が新しく入ってきたのですわね……」

　一方ノアは大爆笑しており、フローリアは口を空けてぽかんとした表情をしていた。

「申し訳ありません、ガレイ様。彼女は少しだけ特殊な環境の生まれでして」

「……まぁいい。会議を乱すのだけは止めさせろ」

　ギールのフォローでなんとか矛を収めたガレイ。怪我の功名なのか、緊張が走っていた場の雰囲気はレオナの粗相によって少しだけ穏やかなものになり始めていた。

　開始までは少しばかりの雑談が。用意されたお茶を飲みながら、主にクエストの話を。

　閑話休題。いよいよ本日の議題に移ろうとノアは両手で円卓を強めに叩たたいた。

「──まず、先日あった魔族襲撃の件。俺達が不在の中よくやってくれた!!　俺はお前達を誇りに思う!!　そして力になれなくて本当にすまなかった!!」

　当然議題はそのことについて。ノアは学園を襲った魔族を撃退した功績を讃たたえる。

　これまでに類を見なかった直接的な襲撃。その場に居合わせなかったことを悔しく思いながらも、残っていた十傑が解決したことに素直に感嘆を表していた。

「実際に対応に当たったのはセレナ、ギール、アイ、シャランだったと聞いたが？」

　残っていた七名の内の四名の功績。それが本当に正しいものかガレイが冷静に問う。

「……まぁ、合ってるっちゃ合ってるかな～」

「そ、そうですね。私達四人がその場にいたので……」

　しかし、その問いに対して微妙で曖あい昧まいな反応を見せたのはセレナとアイ。

　そして男性陣は何故か口を噤つぐんでいる。何か隠し事をしているのは明白だった。

　十傑会議での隠し事はご法度。あったことを正確に伝えるのがこの場でのルール。

「ふむ……。ではアルヴァ、お前は関わっていたのか？」

　そうなれば一つずつ確認。ノアは口元をマフラーで隠した紺色の髪の少年に質問を。

「……ミルとクエストに行っていたので関与していません」

　アルヴァは淡々と事実だけを述べ、ミルと呼ばれた濃いピンク髪のお団子ヘアの少女も必死に頭を縦に何度も振ってその件に関与していないことをアピールする。

　アルヴァが六位、ミルが八位。二人は確かにこの件には全く関わっていなかった。

「レオナちゃんは、どうなのかしら？」

「あたしはー、その日は森に籠こもっていたので分からない……です!!」

　そしてレオナも嘘を吐いているようには見えず、嘘を吐けるほど器用でも無さそうだった。

　となれば残りの四人だけが関与していたのは確定。その事実は絶対に覆らない。

「……誰か十傑以外の協力者がいた。そう考えるのが妥当か？」

「流石ガレイ様!!　思考が速過ぎて感服ですわ!!」

　得られた情報と彼等の反応を整理し、ガレイがすぐにその結論に至っていた。

「ほう、素晴らしい事じゃないか!!　誰なんだ、その協力者とやらは!?」

　ノアは既にその仮定を信じており、セレナ達に無意識で強い圧力をかけていく。

　アイは一気におたおたし始め、シャランはそれを見て大きく大きく溜ため息いきを吐いている。

　そしてその圧力を軽く受け流すかのようにセレナは、ギールに目配せした。

「……本人から内緒にしてくれと固く言われております」

「何故だ？　貴様らにそれを聞き入れる義理も道理もないだろう？　言え」

　ガレイは少しだけイラつきながら、高圧的な口調で四人を問い詰める。

　態度は悪いが、この場で本当に正しいのはどちらなのか。それは誰もが分かっている。

　暫しばしの無言の時間。十傑会議史上、最も重苦しい雰囲気が醸し出されていたが。

「……つい最近入ってきた編入生ですよ。彼の助けなしでは解決には至らなかった」

　堰せきを切ったのはシャラン。これがこの場での最善手だと判断しての秘め事の開示だった。

「あーあ、言っちゃったし～。知らないぞ～？」

「僕が主犯と言えば主犯ですから。責任は負いますよ」

　彼に恨み言を言われるのは自分だけでいい、とシャランは苦笑いを浮かべる。

　そしてシャランは上位の三人に、事の顛てん末まつを順を追って話していく。

　一応の義理として彼の名前だけは出さないように。それ以外の全てを伝えていた。

「──はっ。十傑ともあろう者達がただの一般生徒に助力を乞こわなければならないザマとは情けない。俺がその場にいれば決してそんな事態は起こさせなかった」

　事情を聞いたガレイは、当事者達を嘲あざけるようにしてその情けなさを指摘する。

　それはある意味で期待していた裏返しだったのか、多少落胆しているようにも見えた。

「うるせ～。お前がいても無理だったっての～後出しとか超ダサいんですケド～」

「……魔女が。貴様らが無能であることを今ここで証明してやろうか？」

　セレナの煽あおりに対してガレイは腰に携えていた剣に手をそっと添える。それを見たセレナも面倒そうな表情を浮かべながら、全属性魔術の起動の準備をし始めていた。

「ガレイ様を馬鹿にするなんて、流石に許しませんことよ!?」

「ガレイ先輩であってもその発言は見過ごせません。撤回してください」

「あわわわわ……。取り敢えず私は、ごめんなさいしておきます!!」

　結局周りを巻き込んでの一触即発の状況に。十傑と言えど当然一枚岩ではない。

　そもそもが普通じゃない人間の集まり。こうなることも道理ではある。

「──よしましょう、無益な争いは。学園を壊す気ですか？」

　ここで争えばただでは済まないと、ギールが仲裁に入ることで一いつ旦たん場を落ち着かせる。

　毎回毎回こんな役回りなのか、ギールは周りを見回すと短く息を吐く。

「ノア様はこの件についてどう思われますか？」

　そしてそんな状況でも黙り込んでいたノアに、この件についての意見を求める。

　ノアは何やら考えるような素振りを見せていたが、すぐに両手をパンッと叩いた。

「是非とも会ってみたいな、その編入生に!!　ここに連れてこられないのか!?」

　ノアはガレイとは全く逆の反応。その協力者とやらに強い強い興味を抱いていた。

　あろうことか目をキラキラさせながら今すぐにでも会いたいと宣のたまっている。

　相変わらず興味のあるものには真っ直ぐなノアを、ほぼ全員が呆れたような目で見る。

「ノア……貴様、十傑一位がそんなことでいいと思っているのか!?」

　そんな中、唯一納得のいっていないガレイだけがノアに噛かみついていた。

「何を言う、ガレイ!!　未来の十傑候補に近い逸材、そして我等十傑は彼に何より礼をしなければならん!!　その場に居なかった俺達が責めていい話ではないだろう!!」

「それが甘いと言っている!!　仮にも俺の上に立つ者なら──」

　そこでもうひと悶もん着ちやくが起きそうなところで、閉ざされていた扉が勢いよく開かれた。

　全員が一斉に扉の方を見やる。十傑以外でこの部屋に入ってこられる人物といえば。

「──おーおー、随分と騒がしいな。仲良くしないと俺は悲しいぜ？」

『!!』

　そこに立っていたのは、誰もが知っているこの学園の創始者であり伝説の勇者。

　ギャラガ＝カルベリア、その人。そして何故かその腕には一人の少年が抱えられていて。

「勘弁してくださいよ、本当に……」

　無理矢理連れてこられたことに文句を言っていたのは、丁度話題になっていた人物。

　勇者学園に突如現れた勇者を目指さない異物、セルト＝ハーレスティアだった。
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「久しいな、学園が誇る怪物共。息災なようで何よりだ!!」

　ギャラガが彼等にそんな一言をかけると、全員が立ち上がり深く深く礼を捧ささげる。

　レオナだけ少し遅れていたが、それでも最初の無礼さとはうって変わった態度だった。

「ギャラガ様に於おかれては、ご壮健のようで何よりでございます」

「馬鹿野郎、硬いっての。楽にしていい、学園での主役はお前らだからな」

　十名の中でガレイが先んじてギャラガに返答。他の面々もそれに続いていく。

　誰一人として例外なくギャラガに対して尊敬の眼まな差ざしを向けているのが印象的だった。

　そこまで畏かしこまることも無い、とギャラガは軽く笑いながら抱えていたセルトを下ろす。

　自由になったセルトは扉に向かおうとしたが、すぐに首根っこを掴つかまれてしまった。

「そしてお前は逃げるな。何の為にここに連れてきたと思ってやがる」

「知りませんけど!?　理由も皆目見当がつかないし……」

「ばーか、会っといて損は無い奴等だ。お前の今後の為にも、な」

　相変わらず押しが異常に強いと早々に諦あきらめたセルトは、周りをゆっくりと見回す。

　見知った顔が何人かいる。彼等に関しては多少なりとも友好的な表情だった。

「学園には暫しばらく戻られないと仰おつしやっていましたが、何かあったのですか？」

「なんか学園が魔族に襲撃されたんだろ？　それで上層部に一旦戻ってきて欲しいって言われちまって。まぁ、俺がスカウトした奴等の様子も見たかったし丁度良かったかもな」

　ギャラガがスカウトしてきたのは勿もち論ろんセルトとレリアだけではない。十傑のメンバーの中にも何人か、ギャラガが何処からか拾ってきた人材が交ざっていた。

　そしてギャラガはセルトを十傑によく見えるように自分の前に置いた。

「ギャラガ様!!　その少年は一体誰でしょうか!?」

「ここは十傑とギャラガ様以外は入れない場所の筈。即刻の退去を提言します」

「そ、そうですよ!!　ガレイ様もそう仰ってますし……」

　十傑の中でセルトのことを全く知らない三人は、ある意味で当然の反応をしていた。

　ガレイに関しては完全に拒絶の姿勢を取っており、フローリアも便乗している。

「お前ら知らないのか？　こいつが先の魔族襲撃事件解決の立役者だぞ」

『!?』

「あっさり言った……そういう人だよな……」

　ギャラガはノアの質問にだけ答える。そして三人は驚きよう愕がくの表情を浮かべた。

　呆あつ気けなく隠していた事実を明かされたセルトは、もう全てがどうでもよくなっていた。

「まさか、君のような華きや奢しやな少年が!!　名前は何というんだ!?」

「あー……セルト＝ハーレスティアです。俺は用無いんでもう帰ってもいいですか」

　簡単に自己紹介だけして、セルトは帰宅したいという意を伝えるが意味は無く。

「そうかそうか!!　セルト君、この度は手助けをしてくれて感謝する!!」

「話が通じない……。不本意ながら、結果的に手助けすることになってしまっただけです」

「謙虚だな!!　君の功績は本当に素晴らしいことだ、胸を張って誇っていい!!」

「……誰か会話の相手を替わってくれませんかね？　テンションの差で疲れる……」

　ギャラガと似たような押しの強さを感じ取り、既に幾ばくかの諦めが入っているセルト。

　一応礼は受け取ったが、そのぞんざいな態度が癪しやくに障ったのかガレイがノアの前に出る。

「早く出ていけ。今は大事な会議中だ、凡夫が立ち入っていい場所じゃない」

「いや本当に、つまみ出してくれるなら願ったり叶かなったりというか」

「……おい、貴様らは本当にこいつに助けられたのか？　まるでそうは思えんが」

「ところがどっこい～事実なんだよね～。普通にウケる話なんだケド～」

　セルトのあんまりにもやる気のない態度に、ガレイは思わず毒気を抜かれてしまう。

　実際に目の当たりにしなければ自分も信じはしない、とセレナは笑っていた。

「だが、確かに強いのだろう!?　どんな戦い方をするんだ、セルト君は!!」

「見せてやれよ、セルト～。ってもこの距離だと厳しいか～？」

「このままじゃ埒らちが明かん……。ギャラガさん、早く用件をお願いします!!」

　十傑達の前で見世物になるのは御免だと、セルトはギャラガに向き直り話を急せかす。

　笑いながらその様子を見ていたギャラガだったが、取り敢あえず話を切り替えた。

「あぁ、そうだった。十日後に『勇傑祭』が開催されるって話を通しに来たんだ。今年は規模を一気に拡大するって話になってるから、お前らも楽しみにしておけよ？」

　本来の目的を思い出したギャラガは、先程まで行われていた学園上層部の会議で決まった内容を十傑の面々とセルトに向かって一気に投げかけた。

『勇傑祭』。クレシエンド学園で年に一度行われる一大イベントであり、学園の生徒全員が強制参加で同じ戦場に立たされるという貴重な機会として知られている。

　その主目的は生徒全体のレベルアップと競争意識の活性化、そして新たな才能の発掘の意図が強い。今いる十傑の面々の大半も勇傑祭でその才能を存分に示していた。

「勇傑祭って何だー？　お祭りか!?　……です!!」

「そうか、レオナとセルトは知らないよな。軽く説明してやろうか」

　形式的に祭りと銘打ってはいるものの、和やかな雰囲気などは有り得ない。

　それは全生徒強制参加によるポイント争奪戦。基本的にはチームでの参加が原則となり、相手チームの討伐によってポイントが入るというルールの下行われる。

　日程は二日間に分けて行われ、一日目のポイントは二日目に持ち越し。一日目に討伐されても二日目にはまた参加することとなり、二日目での逆転も可能となる。

　最終的にはポイントを最も稼いだチームが優勝。そしてイベントでのポイントがそのままチームランクや個人順位、学園への貢献度に換算される仕組みとなっている。

「例外として十傑だけは個人参加な。理由は分かるだろ、セルト？」

「まぁ、あの三人が纏まとまってるとか誰も勝てないでしょうし」

　セルトがちらりとその三人に目をやると、三人共にその自信があるのか大きく頷うなずく。

　前衛にアイとギール、中衛にセレナがいるチームには全く隙が見当たらない。

　そんなもの一般生徒が敵かなう訳が無いので、便宜上は数の有利を作り出していた。

　そして十傑討伐にはボーナスが。そうでもしなければ戦いにならないという判断だった。

「……ギャラガ様。何故学園の上層部だけで勝手に勇傑祭開催の決定を？」

「そ、そうですわ!!　本来は十傑もその会議に参加する筈はずです!!」

　ギャラガの説明が終わると同時に、ガレイが十傑に話が通っていないと物申した。

　フローリアの言う通り、本来であれば十傑にもその開催の諾否について決められる。

　だが今回は事後報告。それが不満なのか、少しばかりその場の空気が張り詰める。

「悪いな、今回は少し特別なんだ。他に大きな議題があったから」

「議題？　その議題とは何なのでしょうかギャラガ様!?」

　反対意見がなるべく出ないように、十傑を含めずに上層部のみで決めたかったことがある。

　それが事後報告になった理由であり、決して十傑を軽く見ている訳では無かった。

「あぁ、セルトが勇傑祭で優勝出来なかったら退学って話だ」

「はえ？」

　あまりにも唐突に告げられたその勧告にセルトは思わず素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう。

　ギャラガの言い方があまりにも軽かったので聞き間違いかとも思ったが。

「え、退学!?　何で!?」

「いやぁ、上層部が煩うるさくてな。勇者らしくないお前をいい加減学園から追い出せってさ。俺も学園の運営に関しては既に飾りみたいなもんだから断れなかったわ」

　ギャラガは学園の創始者であるが、実質上の運営権は既に学園側に譲渡していた。

　現在ギャラガが自由に出来るのは有望な人材のスカウトのみ。そういう契約。

　それというのも、学園の存続には多くの貴族や王族からの出資に頼っているから。その結果、いくらギャラガといえどもどうにも出来ない部分が出てきてしまう。

　そして、臆おく病びようを体現したかのような長射程魔術が他の生徒に与える悪影響、セルトの立ち振る舞い、それらを総合して勇者の素質との大きな乖かい離りを上層部は問題視していた。

「俺は強ければ全く問題無いと思うんだが、学園の上層部の判断としては的確かもしれないな。あくまでここは『勇者を目指す人間を育成する学園』っていう話だったわ」

「いや、ギャラガさんが勇者目指さなくてもいいって言ったんでしょうが……」

「悪い、俺の見通しが甘かった!!　優勝で回避の条件付けただけでも相当善処したんだよ」

「学園側に嫌われ過ぎてて涙出てきますね、これは」

　あまりに悲しい事実にセルトは項うな垂だれる。もういっそ退学でもいいと思っていた。

　淡々と進められる退学勧告に、流石の十傑の面々も呆ほうけた表情を隠せていない。

　しかしそれも、続けざまに告げられたギャラガの言葉によって変わっていく。

「まぁ、来てよかったろ？　この先も学園にいたいならこいつら全員蹴散らさないとって話だ。こいつらはマジで強いからな、心してかかれよセルト」

　ギャラガはセルトの背中をポンと叩たたくと、勢せい揃ぞろいしている十傑を見回していく。

　それに続くようにセルトも見回せば、明らかに空気が変わったのが見て取れた。

「悪いが優勝を譲るつもりはない!!　俺にとっての目標でもあるからだ!!」

「優勝するのは俺だ。お前など最初から眼中に無い」

「わ、私はガレイ様が一番になればそれで……」

　ギャラガの挑発的な発言に対して全く怯ひるむことも笑い飛ばすということも無く。

　セルトへの同情も一切無く、上位の三名は負けるなど有り得ないと豪語していた。

　他の面々に関してはそれぞれの思惑を醸し出した表情を浮かべている。

　或あるいは憐れん憫びん。或いは心配。或いは無関心。とにかくセルトは追い詰められていた。

「ってことで、邪魔して悪かったな!!　会議続けてくれ!!」

「うわ、ちょっまたですか──」

　目的は果たしたのか、ギャラガはまたセルトを抱えるとすぐに部屋から出ていく。

　そして訪れる暫しばしの静寂。まるで嵐のように去っていった伝説の勇者と結局謎が多い噂の編入生の来訪は、少なくとも十傑全員の記憶に否いや応おう無しに刻まれていた。
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「──という訳で、面倒だしもう退学でもいいかなって思ってるんだが」

「納得がいかないわ」

「意味不明」

　ギャラガから解放され、テラスにいたフューラとレリアの下に戻ってきたセルト。

　拉ら致ちされていた間に起きていた出来事を話すと、二人は明らかに不機嫌になっていた。

「どうあっても、学園側は貴方あなたを追い出したいみたいね……」

　片手で頭を押さえながら、レリアはセルトを嫌っている学園に対して苦言を呈する。

　セルトが勇者らしくない異物であるという点には同意が出来るが、そのヘイトの買い方というのは明らかに異常であり、何かしらの裏の思惑を感じてしまう。

「しかも勇傑祭の優勝が条件ですって……？　不可能に近いわよ、そんなの」

「だよな。だからそろそろ荷物纏めようと思ってる」

　勇傑祭は毎年行われる学園全体のイベントではあるが、その実態は『十傑達の序列争い』の側面が非常に強いことを知っているフューラは厳しい所感を述べた。

　毎年優勝するのは十傑上位の生徒であり、学園史上で例外は一つとしてなかった。

「セルトだけが割を喰くうのが本当に気に喰わない」

　そしてレリアは怒り心頭。何も知らないくせに、という側面が強く表れている。

　誰があの時学園を救ったと思っているのか、と抗議も辞さない姿勢だった。

　とはいえそれを隠しているのもセルトの判断。自業自得と言えばそれまで。

「ってことでお前らには悪いが、アイ先輩がフリーになるまで二人で──」

　そしてセルトには既にやる気が無い。平和な生活は他で見つける気満々であり、チームについては『何でも』という約束をしたアイに任せようと考えていたのだが。

「──あら、貴方は約束を破るような軽薄な男だったのかしら」

「それだけは絶対にないって私は知っている」

　すぐさま二人がそれを遮る。最後まで絶対に言わせないという強い意志を感じる。

　それもただ単に引き止めるのではなく、半分脅しのような形で。

「あん？　お前と約束なんかしてたか」

「よーく思い出しなさい。貴方、私とチームを組む時なんて言った？」

　問われてセルトは彼女とチームを組んだ一ひと月つき半はんほど前のことを思い出す。

　上級生のチームから追い出されたフューラを拾った。そしてその後に言った台詞せりふ。

　すぐに思い当たったのか、セルトはなんとも気まずそうな表情を浮かべた。

「『抜けるのは勝手だが、俺は絶対に切らない』……そう言ったわよね？」

「いや、あれは、その、他を探すのが面倒って話でな……」

　フューラは既にセルトの扱い方を心得ていた。だから彼の発言は逐一覚えている。

　絶対に切らない、と言った以上はその約束を守ってもらわないと困ると。

「大丈夫。セルトは約束を守る人。保証する」

「そうよね!!　なんだかんだで貴方が約束を破ったことなんてないもの」

　そして女性陣で勝手に盛り上がり始める。ここに口を挟める人間など存在しない。

　確かにそう言い切った以上、あれを約束と捉とらえられても仕方なかった。

　頭の中に天てん秤びんを用意するまでもなく。既にどちらに傾いているのかなど明白で。

「……優勝するのは不可能とか言ってたよな。お前」

「不可能だなんて言ってないわ。不可能に近いって言ったの」

「あれ以来本当にたくましくなったなぁお前……厄介だわぁ……」

　自分を見失い葛かつ藤とうに溺おぼれていた数週間前とは本当に大違いだとセルトは苦笑い。

　それを立ち直らせたのも自分。まっこと厄介な女と組んだのだと反省する。

　セルトは今一度考える。ここで何もしないのは楽だが、失うものは確かに大きい。

　先に更に大きな面倒を抱えることになるのなら、今片付けた方が楽ではないか、と。

「……まぁ、やれるだけやった方が効率はいいか」

　ここで諦あきらめたら確かに勿もつ体たい無ない。条件があるのなら達成を目指すべきなのは道理。

　よくよく考えなくてもここを出て向かう先など無い。なら最後まで足あ掻がくのが吉か。

「そもそもセルトがいない学園にいる意味は私も無い」

「優勝出来なかったら気ままな二人旅、ってのも悪くないかもな」

「……ごめん、フューラ。ちょっと揺れてる」

「置いてけぼりにしないでよ!?　そうならないように頑張るんでしょ!?」

　今から無理だった時の事を笑いながら適当に考えているのがまた彼等らしい。

　とはいえそれは本当に最悪の事態。優勝するに越したことが無いのは間違いない。

「勇傑祭については聞いたかしら？　流石に知ってるわよね」

「一応な。半分ぐらい聞いてなかったけど」

「学園全体を使って行われる一大イベントだからね。ちゃんと頭に入れときなさいよ」

　学園は王都の約四分の一程を占めているので、約八百名が戦うとなっても広さ的にはそれでも十分過ぎる。それだけの規模を持っているクレシエンド学園だから出来る芸当。

　フューラの補足を聞いたセルトは、ギャラガが言っていたことを少し思い出す。

「そういや規模拡大するとか言ってた気が。王都全体使うとかなんとか」

「王都全体!?　流石に広過ぎないかしら、それは!?」

　王都全体ともなれば従来の戦場の四倍近い。それだけの広さは本来必要無いのだが。

　元々必要の無い規模の拡大。それを上層部に押し通したのは恐らくギャラガだろう。

「でも、そうね……。確かに今の十傑は黄金世代って呼ばれてるから……」

「つまり、どうせなら派手にやろうって話か。迷惑極まりないな」

「でも広い戦場ならセルトが有利になる」

「まぁ、それはそうなんだが」

　学園内で完結しているよりも、広大な王都を使う方がセルトに確かに有利に働く。

　結果的に優位な状況になっていることは喜ばしいが、恐らくこれは偶然だろう。

「あの人、ご丁寧に十傑に宣戦布告までしやがってさ。文句が尽きない……」

「お父様に期待されてるってことよ。私にはほら、過度な愛情表現が多かったから……」

「愛され方が尋常じゃなかった。それも少し羨うらやましい」

　既にギャラガに再会して言葉を交わしていたフューラ。セルトが来てからの出来事を褒めてもらったが、それ以外は殆ほとんど愛まな娘むすめに対する愛情表現だったのを思い出す。

　愛してもらえていることを再認識できたのは嬉うれしいが、本人的には複雑だったらしい。

「……はぁ。そうと決まればやることは一つか」

　話を纏まとめると、セルトはテラスの席から緩慢な動作でゆったりと立ち上がる。

　非常に。非常に面倒だが、早急に確認しなければならないことがセルトにはあった。

「そうね、貴方達王都に出たことなんて殆ど無いでしょ？」

『無い。そもそも興味が無かった』

　フューラの問いにばっさりと息の合った回答を見せるセルトとレリア。

　基本学園と寮の往復しかしていなかったのだから、この回答も必然と言える。

「案内するわ。生まれ育った街だから何でも聞いて」

　そんな残念な二人に苦笑を浮かべながらも、案内を買って出たフューラ。

　決して二人を怠惰や浅学と馬鹿にもしない。二人には大きな恩が存在するから。

　暫しばらくクエストは休止。来きたる勇傑祭への準備を進めていく方針を三人は固めていた。




　　　　＊




　後日。学園周辺ではなく、王都の中心の方に足を運んでいた三人がいた。

　基本的には煉れん瓦が造りの頑強な建物が立ち並ぶが、中には木造の商店のようなものも。

　丁寧に舗装された石畳の通りの脇には街路樹が植えられており、景観は実によかった。

　今の彼等に必要なのは舞台となる王都の下見。それを知らなければ戦術もクソも無い。

　何処が戦いやすい場所なのか、辺りを見渡せるポイントは何処に点在しているのか。

　セルトを主体としたチームであれば、他のチームとは一線を画した調査が必ひつ須すだった。

「おぉ、フューラ様!!　本日はお友達とお出かけですか？」

「フューラ様!!　是非うちの店に寄って行ってくださいよ!!」

「あー、勇者の娘さまだ!!　握手して、握手ー!!」

　しかし下見の方の進しん捗ちよくは芳しいとは言えなかった。理由はフューラの知名度にある。

　街を歩けばすぐにでも声をかけられる。伝説の勇者の娘ともなれば当然だった。

　そして随分好かれていることも分かる。律儀に一人一人声をかけてきた相手に対して丁寧に対応しているのを見るに、これは彼女の人柄によるものだろう。

「人気者。それにしてもいいご身分」

「フューラ様～、俺も握手してくれよ～」

「うるっさい!!　あまり揶揄からかうと案内してあげないわよ!?」

　こうなるとはある程度予想していたが、それ以上に愛され方というのが凄すさまじい。

　それなのに変に葛藤して腐っていたというのだから、レリアの言い分も尤もつともだった。

「最初来た時も思ったけどさ、街って何でこんなに複雑な作りになってんだ？」

「そう？　街ってこういうものじゃないかしら」

　セルトの疑問は、簡素で狭い村で暮らしてきたからこそ出るものだった。

　このミリラクシアの王都程栄えてはいなくても、大抵の街はこういう作りになっている。

　フューラからすればこれが普通。セルトからすればこっちは明らかに異常であった。

「絶対に迷う。明らかに不便……」

「こら、あまりきょろきょろしないの」

　レリアもまた街の複雑さというものに多少の不快感を示す。周りをきょろきょろと見回しながら、情報量の多さと入り組んだ街並みに頭を混乱させている。

　フューラ程では無いがレリアも人の目を集めている。単純に見目が良いという理由もあるのだろうが、それにしては妙に視線を感じるのが現状だった。

「住んでいる人が多いっていうのが大きな理由かもね。その分家も店も多くなるから」

「俺達の村に人が少ないと言いたいのか!?　うん、確かに五十人ぐらいしかいなかったわ」

「よくそれで村として機能してたわね……想像出来ないわ……」

　環境が違えばもう世界が違う。そのギャップを双方が改めて思い知っていた。

　とはいえこの複雑な地形というのもセルトには有利に働くのは間違いない。

　広大な更地などであれば身を隠すことも出来ず、長射程魔術の強みは一気に減る。

「間違いなくセルトの眼が重要になる。他には無い利点」

「そうね。情報戦では確実に優位に立てそうだわ」

　全生徒が参加してのサバイバルであるのなら状況の把握が何よりも重要になる。

　その点においてもセルトの広い視界というのは、唯一無二にして最高の武器だった。

「つっても射線を通しにくいのは結構面倒だな……」

　しかしここまで複雑に建物が並んでいるとなれば、また別の問題も浮上してくる。

　毎日の鍛錬でレベルアップしているとはいえ、未いまだに透視は長時間使えるものではなく。

　射線が通らない場所への緻ち密みつな魔術の操作に関してもそう簡単なことではない。

　あくまでセルトの魔術の真価は『射程』。それを活いかす方策が必要そうだった。




「──ねぇ、少しだけあの店寄って行かない？」

　そうして下見をしながら戦略を考えていたのだが、フューラがある提案をする。

　偶たま々たま目に付いた店。それに疎いセルト達でも、服が並んでいるので服屋だと分かった。

「下見とは？　注意散漫」

「い、いいじゃない。ちょっとぐらい息抜きしても」

　セルトが多少寝坊して遅刻したので昼前から下見を始め、現在時刻は午後三時過ぎ。

　そして勇傑祭の開幕までにはまだ十日ほど期間があるので時間に余裕はあった。

「貴方あなた達、制服と部屋着ぐらいしか持ってないでしょ？　いい機会じゃない」

「ぶっちゃけ着飾る必要性とか今まで感じなかったしな。制服がありゃそれでいい」

　そもそも閉鎖環境で暮らしてきた影響か、着飾る事の重要性を二人はよく知らない。

　基本的には機能性重視。そう考えると学園の制服は最高の贈り物だったと言える。

「レリアのリボンはオシャレで着けてると思ってたけど。違うの？」

　フューラの素直な質問を聞いて、レリアはよくぞ聞いてくれましたという顔をする。

　珍しく目に見えて嬉しそうな表情。セルト以外にはあまり向けられることの無いもの。

「これはセルトからの贈り物。オシャレ？　はよく分からない」

「へぇ……なかなかセンスあるプレゼントを贈れるのね、セルトも」

「ガキの頃の話だよ。まだ純粋無む垢くだった時のな」

　そんな会話をしながら三人は服屋に足を踏み入れる。店内はそこそこ繁盛していた。

　しかしセルトだけは内装を見た瞬間にげんなりとした顔を即座に見せていた。

「……なぁ、どう見てもここ女性向けの服屋だろ？　俺出ててもいいか？」

「大丈夫よ。流石に男性一人だとあれだけど、私達がいるし」

「嫌だ。何か知らんけど、俺の本能がここは面倒な場所だと言ってる」

　確かにフューラが興味を示したのであれば女性向けだというのも理解が出来るが。

　自分がここに居る必要性を全く感じない。そして確実に浮くのは目に見えている。

「どうせなら貴方に見てもらいたいじゃない。似合うかどうかを、ね」

「それは名案。セルトに可愛いと言われたい」

「そういうセンスを俺に期待するのか……？　正気を疑うわ、つか普通に嫌だって」

　女性が服選びをしている時の男性の役回りなど決まっている。

　つまり似合うかどうかの判定と荷物持ち。そんなの御免だとセルトは拒否したが。

「レリア、これなんか貴方に似合うんじゃないかしら？」

「セルトはこっちの色の方が好きそう。これも」

「人の話聞かない奴多過ぎないか」

　それを完全にスルーして女性陣だけで勝手に盛り上がり始めている。

　フューラは勿もち論ろんのこと、レリアがこうして普通に友達と買い物を楽しんでいる光景を見るのは初めての事であり、フューラの存在が大きかったことが改めて窺うかがい知れる。

（……レリアが村を出たのもある意味正解だった、ってことか？）

　レリアを自分の人生に巻き込んでしまったと、昔から多少なりとも思っていたセルト。

　だからこそ最初は置いて行く決断をしたし、それについての後悔は無かった。

「……セルト。どっちがいいと思う？」

「ん……右の方がお前の髪色に合ってるんじゃね。知らんけど」

　ただ、今こうして共にいると自分を追いかけてきてくれたことは嬉しくもあり。

　レリアの気持ちを一番に考えるのなら、今が一番いいのかもしれないと思いつつ。

（……つってもそれはそれ、これはこれだ!!　この状況マジで面倒過ぎる!!）

　多少の感傷に浸りながらも、今後も色々と意見を乞こわれるのは勘弁願いたいセルト。

　女性陣で服選びに夢中になっている最中、セルトは隙を見て出口へと歩いていった。

「──ねぇ、これなんかどうかしらセルト……って」

　そしてフューラもレリアと同じようにセルトに判断を仰ごうとしたのだが。

「もういないし!?　こういう時だけは素早いわよね、本当に!!」
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「予想は出来てた。仕方ない」

　そこにはもう既にセルトの姿は無く。フューラの嘆きは店内に消えていく。

　嫌なことはしない。嫌なことからは逃げる。それが彼の変わらない生き方であり信条。

『セルト!!　あまり遠くには行き過ぎちゃダメだからね!!』

『はいはい。お前らこそ時間かけ過ぎんなよな』

　すぐにフューラはセルトに魔術による通話を繋つなぎ、迷子にならないように釘くぎを刺しておく。

　その後大きく溜ため息いきを吐いている様子は、まるで手のかかる子供を𠮟る母親のようだった。

「フューラはきっといいお母さんになる」

「ばっ、何言ってるのよ!?　……もしかしたらお母様の影響が強いのかしら」

「いい家族なのがよく分かる」

　レリアはしみじみとフューラがいい家庭環境で育ったのだと痛感する。

　少し羨ましくもあり、自分もまたいい家族に恵まれていたとレリアは思っていた。

「レリアの両親も村を飛び出したともなれば、心配してるんじゃないの？」

　それはフューラの純粋で素直な質問。会話の流れからして当たり前に出てくる疑問。

　しかしレリアの肩は少しだけ跳ねる。すぐに取り繕うようにして微笑を浮かべた。

「両親はいない。私は拾われっ子だから、村の皆とセルトが家族」

　そしてレリアはフューラに対して変に誤魔化すということをしなかった。

　すぐに地雷を踏んだと気付いたフューラは、勢い良く頭を下げた。

「ご、ごめんなさい……軽率だったわ」

「別にいい。気にしてないから」

　言葉数こそ少なく冷たく聞こえるが、レリアは本当に全く気にしていない。

　それを分かっているフューラもほっと胸を撫なで下ろしている。

「私は他の誰よりも幸せな自信がある。セルトに出で逢あえたから」

「……そうね。レリアを見てると常々そう思うわ」

「フューラに出逢えたことも、ほんの少しだけ」

「最初は無意味にいがみ合ってたけどね。色々考えても大体はセルトのお陰ね」

　ちょっと前のことを思い出しフューラは苦笑しながら服選びを再開し始める。

　お互いにとって初めて出来た同性の友達。明らかに仲は良くなっていた。




　　　　＊




「──っと。面倒なことは常に先に終わらせるに限るってな」

　一方、面倒な買い物から脱出したセルトはこの辺りで一番高い時計塔の天てつ辺ぺんにいた。

　馬鹿と煙は何とやら、という訳でもなく勿論のこと目的は周辺の地理の観察。

　まずは一番高い建物から辺りを見渡して、その後にもっと見やすい地点へ移動していく。

　学園でもやっていた、ロケーションハンティングとも言える地道な作業だったが。

「これサボるとどうにもならんのが本当に……何よりも階段が憎い」

　普段から身体全体の強化に魔力を回していないセルトでは、真っ当に登るしかなく。

　ある程度上がった後に、申し訳程度の身体強化で屋根に登る。これが彼のやり方だった。

　それでもこの場所から見る景色はやはり壮観。滅多にお目にかかれるものでもない。

「……これが王都の光景。そういえばちゃんと見たことなかったな」

　見渡す限りに煉れん瓦が造りの建物が並ぶその光景は、村生まれのセルトには確かに圧巻で。

　上からよくよく見てみれば、その街並みが理路整然と区画されているのが分かる。

　そして何よりも。周囲三百六十度を見渡して否いや応おう無しに目に付く場所がある。

「あれが確か王宮……だっけか。どんな頭してたらあそこまでデカく造るんだ」

　この国の王族が住んでいるらしい王宮を目にして、セルトは思わずそんな言葉を零こぼす。

　丁度王都の中心にあるその王宮。学園の本校舎も相応に大きいが、正直その比ではない。

　そしてその王宮を中心として街並みが作られているのが王都。ここでようやく理解した。

「住んでる奴の顔が見てみたいわ。中を移動するだけで疲れるだろ、あんなの」

　まるで権威の象徴を見せつけるかのようなその存在感にセルトは辟へき易えきする。

　セルトの思う平穏な生活とはすぐに寝られるぐらいの狭い部屋。つまり寮の一室だ。

　改めて決意が生まれたセルトは視覚と共に聴力も強化してまた情報を集め始める。

　王都だけあって流石に喧けん騒そうが激しいが、ある程度の聴き分けには自信があった。

　基本は眼で。補足的な情報を耳で聞き漏らさないように、集中力を高めていた。




「──!!　あれは……」

　更に辺りが良く見渡せる、少しだけ大通りから外れた高台へと場所を移したセルト。

　だが、そのすぐ近くの人通りの少ない場所で不審な四人の影を視認した。

　大人の男性が三人。囲まれるようにしてローブのフードを深くかぶった子供らしきもの。

（……どうかな～。一人で解決出来そうなら頑張ってくれよ）

　当然セルトはすぐには手を出さない。そんな真っ当な正義感は持ち合わせていなかった。

　眼に回していた魔力を少し耳に分け与え、彼等がしている会話を無断で拾おうとする。

　視力程では無いが、いずれ必要になると耳も鍛えておいたのが功を奏した形になった。

　まずは彼等の出方を。何よりも、自業自得なら助ける義理も道理も無いからだ。

　そして耳を澄ませて聞こえてきたのは、まずは三人の男性が出していた声だった。

「……大人しくしてれば手荒な真似はしないぞ」

「おい、早いところ済ませないと人が来る」

「面倒だしさっさと攫さらっちまおうぜ」

　セルトは微かすかに聞こえてきたその声を聴いてあからさまに嫌そうな顔をする。

　会話を拾ったことで、明らかに何かしらの悪事を企てていることが分かってしまった。

「……うぅ～……誰か助けてください～……」

　そして決定的。悪漢三人に詰め寄られて、少女の嗚お咽えつと助けを求める声が漏れる。

　推定されるのは理不尽な状況。少なくとも少女が一人で解決出来そうにはなく。

　そうこうしている内に男の一人に少女は軽く抱えられる。敢え無く口も塞ふさがれてしまっているようで、こうなれば誰かに助けを求めるようなことも出来なくなってしまっていた。

「……はぁ。礼の一つでも貰もらわないとやってられんな、これは」

　ここで大きな大きな溜息。これも眼を鍛えた弊害かとセルトは諦あきらめる。

　流石にこんなものを見せられて放っておくほどセルトの心は冷え切っていなかった。

　何より見捨てた後の寝覚めが悪い。何より彼女達に合わす顔も無いだろうと。

「一発ずつな!!　それ以上は勿もつ体たい無ない」

　三つの魔力球を即座に用意し、きっちり男三人に狙いを付けて放出させる。

　流石に殺すのは不味まずいので、いい感じに気絶するぐらいの威力に調整しつつ。

　そして一筋の光を伴って一直線に向かって行く魔力球は見事に彼等の後頭部に直撃。

　人一人を昏こん倒とうさせるには十分だったらしく、彼等は同時にその場に倒れ伏す。

「!!　いたた……。い、一体何が～!?」

　男の一人に抱えられていた少女は、雑に地面に投げ出されてしまっていた。

　その衝撃で少女が被っていたフードが脱げ、その顔が露あらわになる。

　少女は何かが飛んできたであろう方向を、不思議そうな顔をしてゆっくりと見た。

　この距離ならば微かにだが少女にもセルトの姿が見える。勿論セルトにははっきりと。

「……ん？」

　橙だいだい色いろの艶つややかな髪を長めのセミロングにしているのがよく分かる。

　しかしセルトが最も気になったのは少女の顔。可愛らしくもありながら美しい顔立ちをしており、何よりも何処かで見たような顔をしているのを直感的に感じた。

「なんか……うん。なんとなくだけど、レリアに似ているような気が……？」

　日常的に見ている、というよりも生涯で最も馴な染じみのある姿と何故か重なる。

　あからさまにそっくりという訳でも無いが、確かに得られたその既視感。

「あ、貴方あなた様が助けてくださったのですか～!?　ありがとうございます～!!」

　そして少女は精一杯の大声でセルトに向けて間の延びた声でお礼を投げてくる。

　セルトは取り敢あえず片手を軽く上げるが、頭の中の思考は取っ散らかっており。

『──セルト、今どこにいるの？　終わったからそっちに向かうけど』

『可愛い服を沢山買った。セルトにも早く見てほしい』

　丁度そのタイミングで別行動を取っていた二人から通話が飛んでくる。

　そのお陰で一いつ旦たん冷静になれたセルトは一度大きな息を吐いてから思考を纏まとめる。

　どうするべきか、と一瞬迷う。迷ったが、珍しくセルトは好奇心の方を優先した。

　自らの勘が正しければ。全く根拠は無いが、何かしらをもたらしてくれそうな。

『……いや、一番高い時計塔の近くの裏路地で合流しよう。野暮用が出来た』

『野暮用？　一体何が──』

　何故かは分からないがどうしてもあの少女が何者か気になっているセルト。

　そこで通話を一方的に打ち切り、もう一度少女の方をじっくりと見た。

「是非ともお礼をしたいので～!!　降りてきてはもらえませんか～!?」

　既にフードを深く被り直している少女は、セルトに向けて大きく手を振っている。

　フードの所せ為いで表情は分かりづらいがにこやかな笑みが浮かんでいるのが分かった。

「……こっち来てくれ、ってのも無理な話だよな」

　このまま放置すればただの骨折り損になってしまうので、とにかく相対することに決定。

　そして身体強化を適当に施して、尚なおも手を振り続けている少女の下に降りて行った。
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「──本当に本当にありがとうございました～本当に助かりました～」

「いや、もういいって……。もう五回目だぞそれ……」

　実際に謎の少女と対面したセルトは、目に見えて呆あきれを隠せずにいた。

　何者なのかを聞いてもお礼を繰り返すばかり。敢えて隠しているのかそうでもないのかの判別も、少女のマイペースさと間の延びた喋しやべり方で分からなくなっていた。

「つか、あいつら放っておいて良かったのか？」

「はい～あまり騒ぎを大きくしたくはありませんし～。生きていることが全てですから～」

　少女を攫おうとして敢え無く気絶した男性三人は当然あの場に放置していたのだが。

　全く気にするような素振りも見せず、少女は命があれば何でもいいと言葉を零した。

「つか、攫われるような目に遭うってお前は一体何者なんだ？」

「うーん、そうですね～。きっと彼等はお金が欲しかったんだと思いますよ～」

「話が繋つながってるような、そうでもないような……」

　わりと大変な目に遭っていたというのに既に何事も無かったかのようにしている。

　また、やはり表情が豊かでもある。特に常に楽しそうにしているのが印象的だった。

「とにかくセルト様は、素晴らしい心根の持ち主なのがよく分かりました～」

「見捨てときゃ良かったって今はめっちゃ後悔してるけどな」

「またまた～。面白いことを言いますね、セルト様は～」

「面白いのはお前だよ。面倒な面白さだけどな」

　とにかく会話のペースが掴つかめない。上手うまく躱かわされているようにも感じる。

　しかし同時にそこに悪意のようなものも全く感じない。なんとも不思議な感覚。

　そして好奇心が旺おう盛せいでもあるのか、セルトの着ている制服を興味深げに眺め始める。

「それはクレシエンド学園の制服ですよね～？」

「そういうお前は何でローブなんだ？　何か理由が？」

「かっこいい制服ですよね～私も一度は着てみたいと思っています～」

「……もう勝手に喋っててくれ」

　これほど疲れる会話もなかなか無い、とセルトは早めに会話を放棄する。

　そして少女は頑かたくなにフードを脱ごうとしない。顔を隠したい理由があるのは明白。

　噛かみ合っているようで噛み合っていない会話をしながら、二人は目的地まで辿たどり着いた。

「……あ、やっと来たわね。野暮用ってのは一体……!?」

　そこには既に待っていたフューラとレリアがいたが、セルトの方を見て目を剥むく。

　当然一人で来ると思っていた彼の傍かたわらに何故か、明らかに不審な少女がいるからだ。

「お友達ですか～？　どちらもとっても美人さんですね～」

　先手を取ったのは謎の少女。全く邪気の無い誉め言葉で二の句を封殺する。

　そして全くの無警戒で二人に握手を求め、呆あつ気けに取られたまま二人も素直に応じた。

「そうだ皆様～。この後お時間はございますでしょうか～？」

「え、その、王都を回ろうと思って……」

「なるほどです～。つまり時間があるということでよろしいですね～」

「いや、あの、一応予定があるって話なんだけど……？」

「……セルト、この少女は一体何者？」

　そして会話のペースを当たり前に握ってくる。フューラは困惑しながらも質問に答えるが、流石にレリアは流されずに冷静にセルトに説明を求めていた。

「分からん。分からんから俺も困ってる……」

「うふふ～セルト様には危ないところを助けてもらいまして～」

　セルトにはこう答えることしか出来ず、少女が補足するかのように勝手に付け足す。

　その少女の発言を聞いて、フューラはあからさまに怪け訝げんな表情を見せていた。

「セルトが？　何かの間違いじゃないの？」

「俺もそう思うなぁ」

　明らかに焼きが回ったという感じなのを隠さずにフューラに同意するセルト。

　しかしレリアはそれには同意を示さずに、何も分かっていないと訂正する。

「セルトは意外と困ってる人を放ってはおかない。私の時もそうだった」

「そうなんです～。セルト様は本当に素晴らしい方だと思いますよ～」

「!!　貴方は見る目がある。一気に信用出来た」

　すぐに同調を示した少女の頭をレリアは優しく撫なでる。少女はふにゃっと笑った。

　普段からあまり周囲に認められることの無い最愛の人を褒められる。それこそがレリアの最上の喜びであり、レリアを懐柔する最も最適な方法だった。

「セルトは凄すごかったでしょ？」

「はい～。凄い魔術がどこからかこう、びゅーんと飛んできまして～」

「そう、セルトは凄い。貴方はよく分かってる」

　レリアは畳みかけるようにしてセルトの良いところを語り始める。

　そして少女もそれに対してレリアが欲しい返答を確実に持ってきていた。

　確実に狙ってやっている感じではない。これも天然さがもたらした奇跡か。

　置いてけぼりになったフューラは、遠目でそれを眺めながらもセルトに耳打ちを。

「……で、結局何者なのよこの娘は」

「だから知らんて……。でも、気になることが一つあってな」

「気になること？　そういえばずっとフードを深く被ってるわね……」

　やはり気になるのは深くフードを被りっぱなしであるということ。

　そのせいでフューラには顔の全ぜん貌ぼうが分からない。分からないことだらけだった。

「俺は顔を見たんだけど、なんとなくレリアに──」

　とセルトがそこまで言いかけたところで、路地裏に一筋の旋風が巻き上がる。

　細い通りに吹き込んだそれは、少女が隠していたものを一気に露わにさせた。

「──ちょっと、嘘でしょ……？」

　露わになった少女の顔を見たフューラが息を呑のむ。どこかで見たような反応だった。

　そう、あれは確か以前セルトがアイに抱えられて二人の前に現れた時と同じ。

　こんな場所にいる筈はずが無い、いたら大問題だとでもいうような驚きよう愕がくの表情で。

「れ、レイラ＝ミリラクシア様!?　ど、どうしてこんなところに貴方が!?」

「ば、バレてしまいましたか～。その為のフードだったのですが～」

　流石にもう隠し切れないと言わんばかりに、少女は困ったように笑う。

　この国に住まう者ならば誰でも知っている、その少女の名前と顔。

「ミリラクシア？　王都の名前がそんな感じだったような」

「私と名前がちょっと似ている？」

「もう本当いい加減にしてほしいわ!!　これぐらいは流石に知っておきなさいよ!?」

　そしてお決まりのように二人は知らない。知る由も無い事だった。

　とはいえもう予想は付いていた。フューラがここまで畏かしこまるほどの相手であり。

　何よりその家名。王都の名前がそのまま家名として付くような存在など。

「この国の王女様よ!!　貴方、相変わらずとんでもないわね!?」

「あぁ、本当に勘弁してくれって感じだよな……」

　ここで全てが繋がった。あれは王女を攫さらおうとしていた大馬鹿者達だったのだ。

　ちょっとした好奇心。滅多に出すことの無い興味と何となくの勘。

　それを信じた自分の方がよっぽど大馬鹿者だったとセルトは項うな垂だれていた。
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「──着きました～。是非ともお礼をさせてください～」

　夕闇が差し込み始めていた頃。驚愕の事実が発覚してから一時間足らず。

　既にローブを脱いで白いワンピース姿になっているレイラに連れてこられた場所は。

「近くで見ると、やっぱりとんでもないデカさだな……」

「大きい。首が痛くなりそう」

　そこはミリラクシアが誇る王宮。セルトが頭おかしいと揶や揄ゆした最大の建物だった。

　美しくも荘厳な造り。威圧感すらあるその王宮に三人はただただ圧倒されていた。

　そしてセルトは、まじまじとレイラの顔を不ぶ躾しつけながらも見始めた。

「……？　何か私の顔に付いていますか～？」

「いや、意外と早く顔見れたなと思って。ここに住んでる奴の」

　そのまま疑問符を浮かべたままのレイラに、こっちの話だとセルトは会話を打ち切る。

　思った通り変な奴だったと勝手に納得。そんなことは口が裂けても言えないが。

「!!　お帰りなさいませ、レイラ様!!」

『お帰りなさいませ!!』

　そうして無駄に大きな門を潜ると、一斉に衛兵が出迎えてくれた。

　一挙手一投足に一つの乱れも無い。これこそ本物の統率された軍隊だった。

「ただいまですよ～。勝手に王宮を抜け出してごめんなさい～」

「仰おつしやる通りですよ!?　てっきり王宮内にいるものだとばかり……」

「あはは～たまには私だって息抜きしたいものなのですよ～」

　と思いきや王女が王宮を抜け出していたことも知らなかったらしい。

　それでも王女の帰還にすぐさま反応する辺りは間違いなく鍛えられている。

「レイラ様、そちらの方々は……」

「お友達です～。凄く仲良くなったんですよ～えへへ～」

「そうでしたか、素晴らしい!!　フューラ様も含めまして、皆様クレシエンド学園のご生徒のようですのでこちらも安心です!!　どうぞお通りくださいませ!!」

　王宮を抜け出して危ない目に遭ったことは隠して、都合のいい真実だけを伝える。

　臣下に無駄な心配を抱かせない。確かにカリスマを感じる立ち振る舞いだった。

　そして同時に、あっさりと騙だまされるこの衛兵達は大丈夫なのか心配になってしまう。

「友達だったか？　なった覚えないけど」

「馬鹿!!　お願いだから不敬になるような発言だけは控えなさい!!」

　一方フューラは頭痛が絶えない。セルトの世渡り下手は筋金入りだ。

　セルトからすれば『マイペースで変な女』ぐらいの認識なので仕方なくはあるのだが。

「お父様はどうしてますか～？　是非とも彼等を紹介したいのですが～」

「はっ!!　国王様の下には現在、大事なお客様がお見えになっております!!」

　流石に国王は忙しいのか、セルト達が謁見出来るような時間は無さそうだった。

　それを聞いたレイラは、大きく頷うなずくとセルト達の方に向き直って告げる。

「分かりました～。では、はりきってお父様に会いに行きますよ～」

「!?　いや、今無理って話してなかったか」

「大丈夫ですよ～。無理とは一言も言っていませんので～」

　本当に話が噛み合わないとセルトはそろそろこの少女の行く末が気になっていた。

　ここまでマイペースだと周りも大変だろうと、出迎えた兵士達の様子を窺うかがう。

「今後は私共に一声掛けていただきますよう、お願い申し上げますレイラ様!!」

『お願い申し上げます!!』

「善処しますね～止められたら困りますから～」

　あぁ、やっぱり苦労はしているんだなと見事に訓練されている兵士達を見て思う。

　軽くあしらわれているし、きっと今までもこういうことは多々あったのだろう。

　そのまま意気揚々とレイラを先頭にして歩いていたが、フューラが不意に足を止めた。

「あの……本当に大丈夫なんでしょうか？　王宮にまで入れていただいた上にお忙しい国王様に会わせていただくなんて……。あまりにも恐れ多いと思うのですが……」

　実に尤もつともな疑問であり申し出だった。勇者の娘とはいえど、分を弁わきまえた発言をする。

　礼も兼ねて、とのことらしいがそれにしては手厚過ぎやしないかという少しの疑念も。

「問題ありませんよ～。フューラ様もいることなので～せっかくですし～」

　特に答えになっていないそのレイラの回答を聞いて、三人は一様にして首を傾げる。

　答える気が無いのか、ただ単に言葉が足りていないのか。はたまたその両方か。

　問い詰めるのは諦あきらめて三人はレイラに付いていく。もう逃げ場は何処にもなかった。




「──お父様、失礼いたしますよ～」

　中に入ってからは真っ直ぐに国王が鎮座する玉座の間に。その道中にはもう言葉では表現しきれない程の絢けん爛らん豪華な調度品や装飾があって、外とはまるで世界が違い。

　数え切れないほどの執事や侍女もおり、本物の王宮なのだと否いや応おう無しに理解させられた。

　ノックもせずに、中にいる国王の返答も待たずにレイラはどんどん足を踏み入れていく。

「……もう行くしかないだろ。最悪首飛ばされるかもしれんが」

「本当に失礼だけはないようにね……」

「こっちもとんでもない広さ」

　そして三人も少しばかりの躊ちゆう躇ちよを伴って恐る恐るといった足取りで中へ。

　話にあったように国王は客人と話している最中らしく、先に誰かがいるのが分かった。

「……待て。あの後ろ姿って」

　この中で一番眼が良いセルトが真っ先に気付く。その後ろ姿を見たことがあることに。

　見たことがある、どころの話ではない。どうあっても人目を集めるそのオーラ。

「ギャラガさん!?　客ってあの人のことだったのかよ!?」

　もう本当に勘弁してくれと。どこまで偶然が重なれば気が済むのかと。

　驚きのあまりつい大声を出してしまったことで、その件くだんの人物が振り向いた。

「あ？　おー、セルト達じゃねぇか!!　何やってんだ、こんなところで!!」

「こんなところって言い方はどうなんだろうなぁ」

　話の途中だっただろうに、ギャラガはそれを中断してセルト達に手を振った。

　それに国王が怒るような素振りも見せない辺り、ギャラガの凄さが窺える。

「つまりはこういうことです～驚きましたか～ふふふっ」

「いい性格してるなお前……素でやってるなら大したもんだわ」

　辻つじ褄つまが合った。だからフューラがいれば問題無いとレイラは言ったのだった。

　よくよく考えれば何もおかしなことは無い。ギャラガぐらいになれば学園を置かせてもらっている国の王と懇意であるのは容易に想像出来る。

　何よりも今、国王に話を通さなければならないことも当然あることだろう。

「見ろ、グレイ!!　俺の自慢の娘のフューラだ、最高に可愛いだろ!?」

「お、お父様……。は、恥ずかしいですよ……」

　しかしフューラがこの場に現れたことでギャラガが話を完全に忘れている。

　あろうことか国王を呼び捨てにし、敬意の欠片かけらというものを一切感じられない。

　フューラもギャラガに褒められたことで顔を真っ赤にして照れている。唯一ちゃんと振る舞おうとしていたフューラがおかしくなれば、場が壊れてしまうのは明白。

「ギャラガ……話は終わりか？　レイラは少し待っていなさい……」

「まぁ、待てよグレイ。こいつらにも関係ある話なんだ!!」

「は～い。では皆様、あちらで少しお話でもしていましょうか～」

「お父様に褒められた……お父様が私のことをじ、自慢の娘って……!!」

　この場において、相対的に権力のある四人の中でまともなのは国王だけ。

　間違いなく要因はセルト達がこの場に来てから。つまり発端はセルトから。

　目の前で繰り広げられている謎の光景を目にして、セルトの顔は死んでいた。

「なぁ、レリア」

「なに、セルト」

「もう帰らないか？」

「私も同じことを思ってた」

　全ては自分の判断ミス。だが、ここまで混こん沌とんとした空間になるとは露ほどにも思わず。

　現時点で庶民、ひいては田舎者でしかない二人は完全に置いてけぼりだった。
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　あの場ではどうにもならないと判断された結果、場所を移して王宮の大食堂。

　丁度夕食時というのも相まって、夕食が振る舞われる前に話をまとめておこうという流れが出来上がっていた。どうやら全員取り敢あえず落ち着いたらしい。

　セルト達が三人並んで座り、その対面にギャラガと国王とレイラが並んでいる。

「──とにかく何が何なのか説明してくれ……。まずはレイラからだ」

　ミリラクシア王国の国王、グレイ＝ミリラクシア。一国の王にしては見た目が若々しいが風格は十分にあり、恐らくはギャラガとほぼ同い年ぐらいであることが窺える。

　レイラと同じ橙だいだい色いろの髪を短く纏まとめている彼は、これまでの状況説明を二人に求めた。

「はい～。彼等は私の恩人でして～危ないところを助けてもらいました～」

「またか、レイラ!!　また衛兵達の目を盗んで王宮を抜け出したな!?」

「だって～王宮の中だけの生活って本当に退屈なんですもの～」

　レイラはグレイの小言に全く反省の素振りを見せずににこやかに笑う。

　苦労が絶えないのか、グレイは頭を抱えながらもセルト達の方をちらと見やる。

　そして国王であるにも拘かかわらず、セルト達に対して深々と頭を下げた。

「本当にすまない。そしてありがとう、勇気あるクレシエンド学園の生徒達」

「あ、その、実際に助けたのは彼だけです」

「そう。セルトが彼女を助けた」

　二人は自分の功績は無い、とセルトだけがその礼を受け取れると発言。

　グレイは二人が指を差したセルトを見ると、もう一度ゆっくり頭を下げた。

「そうか。改めて礼を、セルト君」

「いえ、本当に大したことしてないですから」

　見捨てようとしてたし、とは流石に口に出さずセルトは素直に礼を受け取った。

　謙けん遜そんでも何でもなく、実際に大して労しておらずぶっちゃけこの状況の方が面倒だった。

「それで、ギャラガ。彼等がお前の言っていた有望な生徒達で合っているか？」

「あぁ!!　俺の娘のフューラ、そして俺がスカウトしてきたセルトとレリアだ!!」

　聞いてくれて本当に喜ばしいと言わんばかりに彼等を紹介するギャラガ。

　どうやら既にグレイに彼等の話を通していたらしい。内容までは分からないが。

「レリア……？　君はレリアというのか？」

「うん、レリア＝アルハーツ」

　唐突に名前を尋ねられたレリアは不思議そうな顔をしながらも本名を伝える。

「……いい名前だ。大事にしなさい」

「？　言われるまでも無い」

　そうしてまじまじとレリアの顔を見た後に、グレイはギャラガに向き直った。

「……話を戻すが。流石に王都全体を使うという話は飛躍し過ぎだろう」

「かてぇこと言うなよ、グレイ!!　俺とお前の仲だろ!?」

　ギャラガはグレイと肩を組むようにして、豪快に笑い始める。

　グレイはそれを拒まないが、その押しの強さには辟へき易えきしているようだった。

「あの……国王様とお父様はどのようなご関係なんですか？」

　まさか二人がここまで仲が良いとは思っていなかったフューラが疑問を零こぼす。

「あぁ、言ってなかったか。昔の仲間だ、グレイは」

「ほんの一時期の話だがな。ギャラガは私の恩人でもある」

　詳しく話を聞けば、かつてはグレイも王宮を勝手に抜け出して旅をしていたらしい。

　王族のしがらみが嫌で堪たまらなかったという。彼もかつては完かん璧ぺきな人間ではなかった。

　その道中でギャラガと出で逢あい、命を救ってもらった。そういう経緯があるという。

「では、私の恩人でもありますねギャラガ様は～」

「つまりそういうことにもなるか。ってことで、王都全体使わせてくれ」

「国民にはどうしてもらうつもりだ……。まさか、巻き込むわけにはいかないだろう」

「そこはお前の魔術でどうにでもなるだろうよ」

　フューラの疑問から話は円滑に進んでいるようにも見える。

　とにかくギャラガは王都全体を使う為に国王に許可を取りに来ていた。既に学園側で決まっていたのは、この場でも押し通す自信があったからなのだろう。

　現にグレイは既に折れかけている。ギャラガには未いまだ返し切れない恩があるらしい。

「とにかく。広大な王都全体を使う必然性を提示しろ、ギャラガ」

　それでも一国の王としておいそれと許可を出す訳にはいかないのかグレイも食い下がる。

　王都全体を使う必然性。というよりも、グレイを納得させる理由付けはあるのか。

「あん？　そんなもん、魔界がクソ広いからに決まってるだろ」

　ギャラガはあっけらかんと、実に合理的で論理的な回答を用意していた。

　勇者を育てるという目的がある以上、それ以上に明確な理由など存在しない。

「……なるほどな。それを想定した、実戦訓練の一環だと」

「あぁ。広い戦場で戦えるぐらいじゃないと、魔界では役に立たないからな」

「それにしても、だ。相変わらず突飛な案を持ってくるな、お前は……」

　呆あきれたようにギャラガをそう評したグレイ。近くで見ていたからこそ知っていること。

　そしてそれが決して曲がることがないこともグレイは知っていた。

「……仕方ない、なんとかしよう。少し時間は貰もらうがな」

「流石グレイ!!　いつもありがとうな!!」

　最終的にグレイは、大きな溜ため息いきを吐いてギャラガの提案を受け入れた。

　恐らく昔から無茶な提案を受け入れてきたことが、グレイの表情から窺える。

（本当に無茶苦茶だなこの人……。無茶苦茶だから勇者なんだろうけど）

　本来なら通る筈はずの無い提案を通すその強引さ。有無を言わさないカリスマ性。

　どうせなら退学の件についても言いくるめてほしかったとは思いつつも。

「さて、難しい話は終わりだ。夕食にしよう、当然君達への礼も兼ねている」

　政務に関わるつまらない話を聞かせて悪かった、と付け足して無事に交渉は終了。

　その後は盛大な晩ばん餐さん会でも開かれてもてなされるという流れになっていった。




　　　　＊




「──失礼いたします、食器をお持ち致しました」

　暫しばらくして侍女の一人が食事に必要な食器類を大きなワゴンに載せて持ってくる。

　それに続くようにして数名の侍女も中に入ってきてそれぞれ食器を運び始めた。

（……なんか一人、あからさまにド緊張してますみたいな人いるけど）

　その中の一人。まだ若そうな侍女の食器を持つ手が見事に震えている。

　国王と王女、そして勇者とその娘が一堂に会している場所なら誰だって緊張もするだろうと、セルトは頬ほお杖づえを突きながらその侍女を見ていたのだが。

「お、お待たせしまし……キャッ!?」

　拙つたない笑顔のままセルトに皿を持っていこうとしていたが、服の裾すそに躓つまずき盛大にこける。

　そして持っていた皿が、あろうことかそのままセルトに向かって飛んできていた。

「え？　ちょ──」

　注意していたにも拘わらずセルトは全く反応出来ず、皿がその眉み間けんに当たる瞬間。

「──どういうつもり？」

『!?』

　常にセルトに対してアンテナを張っているレリアが、防護魔術でセルトの身を守った。

　皿は防護壁に当たり粉々に砕け散る。床に落ちていく破片を一いち瞥べつもせずにレリアはその失態を犯した侍女をこれ以上ないぐらい怒りの籠こもった表情で睨にらんでいた。

　その所せ為いか完全に若い侍女は畏い縮しゆくし切っており、震えながら言葉が出せずにいる。

「もももも申し訳ありません!!　彼女はまだ新人の身でして……!!」

「きつく言い聞かせておきますのでどうかお許しを……!!」

「一歩間違えれば死んでいた。失態で済まされる話じゃない」

　他の侍女たちが代わりに平謝りしているが、レリアの怒りは収まりそうにない。

　失態であろうと何であろうと最愛の人間を危険に晒さらすなら全て敵。そういう思考。

　普段表情が変わらない分、逆に本気で怒っていることがよく分かるレリアの表情。

　それを見た若い侍女は既に震えながら泣いていたが、全く気にもしないまま。

「レリア……わざとやった訳じゃないんだからそれぐらいにしとけ」

「……次は気を付けてほしい。二度としないで」

　そうしてレリアはセルトに宥なだめられようやく矛を収める。セルトは当の侍女にあまり気にしなくていいと適当に声をかけ、レリアの背中を優しくポンと叩たたいた。

「守ってくれてありがとなレリア」

「……私はセルトを守る為にいるから」

　セルトに褒められて嬉うれしいのかレリアの怒気は嘘のように収まっており。

　一いつ旦たん仕切り直しと侍女達はもう一度謝罪をしてから食堂を出て行った。

「そもそも、謝るべきなのは主あるじであるこの人達もだろっていう」

　少しして、セルトは至極まともなことを対面にいる王族達に投げかける。

　何を従者の失態を黙って見ているのか。そちらもきっちり謝罪をするべきだろうと。

「ちょ、被害者とはいえ幾ら何でも言い方ってものが──」

　不敬にも取られかねないその発言をフューラが咎とがめようとするが、それは遮られた。

「──今のは、防護魔術……か？」

　騒動の間もずっと黙っていたグレイが零したのは、レリアが使った魔術について。

　見せられたのは完全無欠な防護魔術。何物も一切通すことはないその特異性。

　信じられないという表情のまま固まっていたのが恐らく黙り込んでいた理由か。

　隣にいるレイラもまた同じように驚いたように口をぽかんと開けていた。

「……おい、ギャラガ!?　この少女はお前がスカウトしてきたと言っていたな!?」

　そしてグレイは突如としてギャラガの胸元を掴つかみながら詰め寄った。

「え、そうだが。お前から見てもやばいだろ、あの防護魔術」

「馬鹿者が、何故気付かない!?　お前には言っていた筈だろう!?」

「……？　あっ」

　言っている意味が分からなかったギャラガだったが、すぐに何かを思い出す。

　かつて、グレイと共に旅をしていた時に彼から告げられた言葉。

　防護魔術は学園の強者であっても使い手が一人としていない、稀き少しような魔術である。

　理由の一つは敵を倒す魔術ではない為に、勇者を目指す者は選び取らないから。

　選び取らない、というのも実は正しくない。正確には選び取れない、が正しい。

「防護魔術はミリラクシア王家のみが使える魔術……だっけか？」

　最大の理由は、その使い手がミリラクシアの血に由来する者に限定されるということ。

　つまりミリラクシア王家の人間のみがその完璧な防護魔術を扱えるのならば。

　逆説的に言えば、完璧な防護魔術を扱える者はミリラクシア王家の人間であるといえる。

「ってことは……」

「まさか……」

　一連の話を聞いたセルトとフューラは恐る恐るといった具合にレリアを見やる。

　当のレリアは、そんなことは有り得る筈が無いという困惑の表情を見せていた。

「レリア＝ミリラクシア……恐らくそれが彼女の本名だ」

　そしてグレイから告げられた言葉。ちょっとした綻ほころびからもたらされた真実。

　様々な数奇な運命から導き出されたそれは、彼等にとって希望か絶望か。




「……じゃあ、貴方あなたが私の本当のお父さん？」

　レリアは戸惑いながらもグレイを指差して、真実を確かめにかかる。

　グレイはゆっくりと頷うなずくが、こちらもまだ信じ切れていないような顔だった。

「レイラは……姉？　それとも──」

「──れ、レリアお姉様……レリアお姉様だったのですね～!?」

　レイラは嬉しさのあまり大きなテーブルを一気に飛び越してレリアに抱き着く。

　感動の再会を前にして、レリアの制服にしがみ付きながら物もの凄すごく泣いていた。

「……ってことは、レイラが妹ってことか」

「冷静過ぎないかしら、貴方!?　私はもう何が何だか……」

「いや、まぁ、俺はレリアが村に来た経緯も全部知ってるし……」

　思えばそうであってもおかしくない予感はあった。だからある程度は冷静だったが。

　とはいえ衝撃が全く無いという訳でもなく、額には冷や汗が浮かんでいた。

「……私はルデス村で拾われる前の記憶が無い。だから、何も分からない」

「なるほど、そういうことか。……少し、昔話をしようか」

　レリアの言葉を聞いて、グレイはぽつぽつと当時の話を振り返り始める。

　それは今から約十二年前のこと。忘れもしない、とグレイは悲痛な顔で語る。

「私達には当時四歳だった双子の娘がいた。名前をレリアとレイラ、妻の空色の髪と私の橙だいだい色いろの髪を双方きっちり受け継いだ、玉のように可愛らしい娘達だった」

　しかし、別れは唐突にやってきた。きっかけはミリラクシア王国に住まう者なら知っている、『王宮襲撃事件』。多数の魔族が徒党を組んで王宮を狙ってきた大事件だった。

　当時のクレシエンド学園の生徒、王宮の兵士達が何とか魔族を追い返したものの。

「全てが終わった時には、レリアが魔族に攫さらわれていなくなっていた。王宮を破壊するという目的を果たせなかった、せめてもの嫌がらせのつもりだったのだろう」

　だが失った代償はあまりに大きく。後にレイラから話を聞けば、レリアがレイラを必死に隠し、自らが犠牲になったということを涙ながらに語ってくれた。

「魔族に攫われてしまえばもう命は……。あれ以来、レリアを忘れたことなんて一度もない。だが……まさか、生きていたとは、欠片かけらも思っていなかった……」

　あの日程絶望した日も、あの日程自分を責めた日も無い。大事な娘の一人を失った父親の心情は、計り知れない程の悲しみと喪失感に彩られていた。

　そこでグレイの話は一旦途切れる。十二年前、魔族にレリアが攫われたという話。

「十二年前……レリアがルデス村に来たタイミングと同じだ。俺も当時はガキだったから話を聞いただけだけど、魔族を撃ち落としたら一緒にレリアが落ちてきたとか……」

「……辻つじ褄つまは合う、ってことね。魔界に近い村なら尚なお更さら……」

　そしてその後の話についても整合性が取れている。否定するような材料は無いに等しい。

　そこで自分の娘だということが遂ついに確信出来たのか、グレイも涙を流し始めていた。

「すまなかった、レリア……。俺達が至らなかったばかりに、苦労を……」

「私が……私が、代わりに犠牲になっていれば、と何度思ったか分かりません……。本当に、本当に生きていて良かったですわ、レリアお姉様～!!」

　グレイとレイラにとっては感涙もの以外の何物でもない。死んだと思っていた筈の家族が生きていただけでなくこうして運命的に再会できたのだから当然のこと。

「……いい話だな、うん。感動だ」

「良かったわね、レリア……」

「間接的に俺のお陰か!!　感謝しろよ、グレイ!!」

　そして他人ひと事ごとである三人もそこそこに感動していた。ギャラガだけ少しずれてはいるが。

　なんとか予感がいい方向に転がって良かったと、セルトも安あん堵どしていた。

「そうだな。再びレリアと引き合わせてくれて感謝する」

「これからはレリアお姉様と一緒に暮らせますのね～!!　嬉しいです──」




「──勝手に盛り上がらないでほしい。私は納得していない」




『!?』

　しかし、一番の当事者であるレリアがその雰囲気をばっさり切り捨てる。

　あろうことか抱き着いていたレイラを振り払うようにして立ち上がった。

「私の家族はセルトとルデス村の人達だけ。それはこれからも変わらない」

「そ、そんな!?　どうしてそんなこと言うんですか～!?」

　レリアは今のグレイの話を聞いても全く絆ほだされてはいなかった。

　記憶が無いのであれば、それは自分にとっては無かった話と同じであると。

「れ、レリア……何もそんな言い方しないでもいいじゃない……」

「黙ってて。誰にも私の気持ちは分からない」

　元々本当の家族がいないという状況を乗り越えてレリアは今まで生きてきた。

　それなのに突然自分達が本当の家族だなんだと言われても、ただただ混乱するだけ。

　だからこの気持ちを消化できるのは自分だけだと、フューラの言葉を聞き入れない。

　後出しで自分の知らない話をされても心は動かない。レリアにとっての救いは、まさしくセルトとの出会いとその後の生活でありそれ以外は意味を成さなかった。

「……まぁ、俺としてもレリアが急に王族って言われてもな」

「セルトとルデス村の人達が私の家族になってくれたから、今の私がある」

　レリアの意志は固く、記憶の上で今日会ったばかりの人間を家族とは呼べない。

　そしてグレイとレイラを見るレリアの目は一切のブレというものが無く。

　一瞬気け圧おされた二人だが、グレイがすぐさま取り繕いゆっくりと口を開いた。

「レリアの言い分は分かった。だが国王として、跡継ぎとなる人間を放っておく訳にはいかない。レリアには王宮で暮らしてもらうつもりで考えている。これがしきたりだ」

「!!　勝手に決めないで!!　私は貴方達なんて知らない!!」

　グレイの意見を聞いてレリアは珍しく大声を上げてそれを否定する。

　レリアの大声が響いた後に、グレイは厳格で真面目な顔を保ちながら続けた。

「ミリラクシア王国の頂点に立つ者は、防護魔術に長たけた者であるのが望ましいとされている。さっき見たレリアの防護魔術はその基準を大幅に超えているのは間違いなかった。だからこそ、是が非でもレリアには王位を継いでもらわなければ困る」
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「で、でも既に跡継ぎにはレイラ様がいらっしゃるじゃないですか!?」

　厳しいその文言を聞いたフューラは、今ある事実を提示してグレイに食い下がる。

　しかし、当のレイラは気まずそうに目を伏せる。グレイも同様に顔を曇らせた。

「……残念ながら私にはお父様のような突出した才能が無かったんです。防護魔術も使えることは使えますが、本当に簡単なものしか扱えなくて……」

「レイラは妻の方の遺伝が濃くてな。恐らくだが、レリアの方に多く防護魔術を扱う才能が行き渡っている可能性が高い。そして王家として、この事実は絶対に見過ごせない」

　こうしてレリアが現れなければ王位の継承はレイラになっていたのは間違いない。

　だが、レリアの方が姉であり魔術の才能もあるというのなら話は違ってきていた。

「……レイラはそれでいいと思ってんのか？」

「私としても……王位の継承にはレリアお姉様の方が相応ふさわしいと思っています」

「ッ……!!　知らない……!!　そんなの私には関係無い!!」

　王族の方で既に決まっているような言い回しにレリアはまた声を荒らげる。

　一気に情報が流れ込んだことで冷静になれていないのは、目に見えて明らかだった。

　グレイがレリアを王宮に迎え入れたいのは王族としてのしきたりは勿もち論ろんあるのだが。

「加えて、勇者を目指すクレシエンド学園の生徒だというのも見過ごせない。勇者を目指すということは、あまりに困難であまりに険しい道だからだ。親としては、なるべくレリアを危険な目に遭わせたく無いと思っていることを理解してほしい」

　そしてこの言葉の持つ意味は重い。グレイがギャラガのかつての仲間だというなら、勇者の過酷さや苦難というものをその目で見てきたという話に他ならなかった。

「……これは親としての私のエゴでもある。だが、ギャラガなら分かるだろう？」

「まぁな。俺でも同じ立場なら同じこと言っただろうよ」

　そんな危険を伴う環境に娘を置きたくない。親としては当然の意見だった。

　最も大きいのは子供には分からない親目線の話。子供は何よりも大切な存在だと。

　かつてフューラの学園入学を反対した身であるギャラガも強くは反論しない。

「ま、待ってください!!　レリアは凄すごく強くて、私は本当に何度も何度も助けられてます!!　レリア自身も嬉うれしそうにしていたのを私はずっと見てきました!!　だから……」

　なんとか反論をといった感じでフューラはレリアを庇かばうような発言をする。

　かつて自分もギャラガをなんとか説得した過去がある。そう考えての援護射撃。

「レリアの意思はどうなるんですか？　それを蔑ないがしろにするのは違うと思いますけど」

　そしてセルトも続くようにしてレリアを庇う。これはセルトの正直な意見。

　セルトとフューラの言葉を受けても尚、グレイの表情は大きくは変わらない。

「ただ言葉を並べただけでは何の説得力も無いだろう。自分達の意見を押し通したいなら、それ相応のものを提示してもらわなければ困る。私は既にそれを提示した」

　引き止めたいなら理由を。理由を提示した上で、それを成せるほどの結果や過程が必要。

　国王として。一人の親としてグレイは十分過ぎる程の言葉をもう投げかけていた。

　セルトは先程までのグレイの言葉を冷静に吟味していた。だからこそ、どの言葉に一番グレイ自身の想いが込められていたのかも、何となくだが分かっていた。

「……勇傑祭での優勝。それを条件にレリアに自分で選択する権利を与えられませんか？」

　過酷な場所で自分の娘を危機に晒さらしたくない。ならば、相応の実力を見せれば。

　グレイの感情の大半はそこにある筈はず。セルトの条件提示はそれを見越してのものだった。

　それを聞いたグレイは、少しだけ何かを考える素振りを見せると口を開いた。

「……なるほど。君は交渉というものの本質をよく分かっているな」

　国王である自分を真っ直ぐ見据えて、一切怯ひるむことなく伝えてきたその条件。

　何よりもそこに強い意志が込められている。そう感じ取ったグレイは二の句を継いだ。

「いいだろう。勇傑祭で優勝出来ればレリアの意思に任せることを約束する」

　ここが双方にとって最大の落としどころだった。なんとか首の皮一枚で繋つないだ。

　グレイの了承を得たセルト達は、顔を見合わせると一斉に立ち上がった。

「王族だろうが何だろうが、約束は必ず守ってもらいますからね」

「……すみません、今日はこれで失礼します」

「優勝しない選択肢なんて元から無い」

　三者三様の言葉を残して、反応を待たないまま彼等は出口へと向かって行く。

　不敬ともとられかねない態度だが、グレイはセルト達に何も言わなかった。

「……もう、私から何も奪わないで」

　そして大食堂から出る直前にレリアが残した言葉。それが室内に最後に響く。

　その場に残ったのは王族と勇者。こちらもまた、三人が全員違う表情をしていた。

「……嫌です～!!　絶対絶対レリアお姉様と一緒に暮らしたい～!!」

「なんというか……思いがけず大変なことになっちまったな」

「あぁ。だが、きっと避けては通れなかった道なのだろう」

　礼をするつもりが仇あだで返してしまったと、少しだけ自己嫌悪に陥るグレイ。

　それでもそう簡単には譲れないものがある。それは当然、彼等も同様であり。

「思い出したよ、お前と旅をしていた時のことを」

「あの時は荒れてたもんな、お前。ガキの頃は我がを通すぐらいが丁度いい!!」

　苦笑いを浮かべながら、ギャラガの言うことに同意を示すグレイ。

　一方レイラは全く納得がいっていないのか、テーブルを強めにバンバン叩たたいていた。

「ずっと夢だったんですから～!!　絶対お姉様と一緒に暮らします～!!」

「……レイラに関しては少し、甘やかし過ぎたかもしれんがな」

「それもまた、親心の妙ってか？」

　かくして彼等の運命を変える勇傑祭までのカウントダウンは始まった。

　どうあっても困難に巻き込まれる。それもまた、彼等の持っている宿命のようなもの。

　目指すは優勝。それ以外に道は無く、後戻りする道筋ももう既に無くなっていた。








二章　勇傑祭への準備と自分達に出来ることは何か






　今年の勇傑祭は一味違う。そんな旨が学園全体に伝えられたことで誰もが慌ただしく。

　本日から開幕までの十日間。生徒達が採れる選択肢は膨大に存在していた。

　普段通りにクエストなどに行って戦術や連係のレベルアップを図る者達。

　今のうちに近いレベルのチームと模擬戦をし、今の自分達のレベルを見直す者達。

　手の内は明かさない、と虎こ視し眈たん々たんと勇傑祭に向けて準備を進める者達。

　そうしたそれぞれの手段は異なるものの、殆ほとんどのチームの目標は似通っている。

「今年は一つでも順位を上げるぞ!!　大きなチャンスだ!!」

「チームランクを上げて更に厳しいクエストに挑戦する為に!!」

「絶対いい経験になる。胸を借りるつもりで戦おう」

　それは自らが所属しているチームと個人順位の躍進の為というささやかなもの。

　間違っても一般生徒は優勝など目指しはしない。越えられない壁を越えようとはしない。

　優勝を目標とするのは個人順位の上位、或あるいはチームランクがＡ以上の生徒。

　誰もが分相応を弁わきまえている。蟻の分際で象に噛かみつこうなどという愚策を弄ろうさない。

「──ふわぁ……流石に朝早いっての……」

　早朝のクレシエンド学園。大きな欠伸あくびをかまして登校してきている少年が。

　昨日も相変わらず夜は遅かったのか、目を擦こすりながら足取りも緩慢で。

　それでも集合場所には珍しく一番乗り。それは決意と自信の表れか、それとも。

「……マジで昨日は色々あり過ぎたな」

　いつものテラスの席にドカッと腰を下ろしセルトはしみじみと呟つぶやく。

　まさに激動、といって差し支つかえない昨日の出来事を思い返して遠い目をしていた。

「レリアが実は王族、ね。それ自体は喜ばしい事なのかもしれないが……」

　大事な幼おさな馴な染じみに血の繋がっている肉親がいた。それ自体は悲しむことでは決してない。

　だが現在の自分達の抱えている状況が悪過ぎる。崖がけ際ぎわ一歩手前まで追い込まれていた。

　自分だけが学園を退学になるというのは、最悪どうにでもなる問題だが。

　加えてレリアが無理矢理に王宮に迎え入れられ満足に身動きが取れなくなる、とくれば。

「──絶対優勝するしかない。そうでしょ？」

「……そうだな。はよーさん」

「おはよう。随分早いわね、気味が悪いぐらいに」

　セルトが到着してからすぐのこと。紅茶を持ってきたフューラがセルトの対面に座る。

　額には少しの汗が。今日も彼女は朝早くからシャランの手ほどきを受けてきたのだろう。

　セルトはいつもの軽口を受け流し、フューラが持ってきた紅茶を一口啜すすった。

「レリアは？　一緒じゃないの？」

「今日は朝起きても布団の中に居なかったからな。昨日の今日じゃ仕方ない」

　そもそもその状況がおかしい、とフューラは既に突っ込まない。

　レリアがセルトの部屋に勝手に入るのは当たり前のこと。そう頭が認識していた。

「もしかしたら今日は来ないかもな。責められねぇよ」

「そうね……。私も引き籠こもった実績があるし……」

　一人で悩み事を消化する時間が必要だということは、フューラには痛い程分かる。

　そして、そういう時は暫しばらく誰にも会いたくないことは言わずもがな。

「まぁ、今日やることはもう決まってるからな。問題は無い」

「この時期の十傑に会いに行くなんて……今から胃が痛いわ……」

　既に方針は決まっているらしく、セルトとフューラには焦りというものが見えない。

　ただ、やらなければならないことが非常に重い内容でフューラは顔を蒼あおくしていた。

　勇傑祭の前ということで十傑も相応に忙しく、ともすればピリピリしている可能性も。

　なので紅茶を消費するスピードも速い。セルトが飲み切るより前に空になってしまった。

「も、もう一杯だけいいかしら……？」

「ビビり過ぎだろ。あの強気だった昨日のお前は何処に行ったんだ」

「緊張しない方がおかしいわよ、こんなの……」

　フューラは短く息を吐いてから、紅茶のおかわりを求めてテラスの近くのカフェに。

　こういった弱々しい感情を表に出すようになっただけでも彼女の成長か。

「……唯一の救いは、十傑全員と面識があるってことぐらいか。つっても、それがあったところでなんだよな。正直知り合いの十傑以外に会うのが嫌な理由は分かる」

　また一人になったセルトの独り言は止まらない。彼もまた、不敵なようでいて常に不安は絶えない。心根は昔から変わっておらず、それを徒いたずらに表に出さなくなっただけ。

　何処までいっても根本は『臆おく病びよう』。だからやれる準備は全てしておくのが彼のスタイル。

　セルトの紅茶も進みが速い。タイミングが悪かったと空になったカップを見て思う。

「──おはよう、セルト」

　手て持もち無ぶ沙さ汰たになったその瞬間に、後ろから肩をポンと優しく叩かれる。

　振り向けば、いつも通りの無表情を携えたレリアがそこに立っていた。

「!!　レリア。来れたのか」

「私の問題。誰かに任せきりは出来ない」

「……お前らしいな」

　レリアはほんのわずかに微笑を浮かべると、セルトの横の席に座った。

（ちょっとだけ隈くまがある。そりゃ満足に寝れねぇか）

　何でもないように取り繕っていたが、セルトにはその小さな変化が分かってしまう。

　明らかにまともに寝られていない。それでも表情にはおくびにも出していなかった。

「あ、レリア!!　良かった、来てくれて……!!」

「フューラ……」

　そこでフューラも戻って来る。思うところがあったのかトレイには三つのカップが。

　それをテーブルに置くと、ほっとしたような溜ため息いきを吐いてレリアを見つめていた。

　レリアはふいと視線を逸そらすと、非常に言いにくそうに口をもごもごさせて言う。

「その、ごめん……。フューラを、私達の問題に巻き込んでしまった形になった」

「そうだな。これは素直に申し訳ない」

　そして二人揃そろって頭を下げる。今回の件に関してはフューラは完全に貰もらい事故。

　しかしフューラは、自分が巻き込まれたなどとは露ほどにも思っていなかった。

「貴方あなた達の問題はチームの問題!!　困難に一緒に立ち向かうのがチームってものよ？」

　そしてフューラも、胸を張りながら力強くそれに応こたえる。

　それが虚勢でも何でも無いことが、彼女の満面の笑みから窺うかがえた。

「そもそも、私はもう貴方達以外と組むつもりなんて無いから」

　今のフューラならきっと引く手数多あまただろうに、それでも尚なお他に選択肢は無いと。

　正しくフューラはこの二人に救われた。ならば恩を返さないで何とするのか。

「……フューラ、生意気」

「そうだな。お高く留まってやがる」

「ちょっと!?　今のそういう流れだったかしら!?」

　下手な照れ隠しを前にフューラが嘆き、二人は思わず苦笑してしまう。

　戦いの前の準備、その更に前のブレイクタイム。堅苦しい雰囲気は似合わない。

　気付けば紅茶の減る速度は緩くなっており、暫く談笑が続いていた。




　　　　＊




「あー、今更になってクソ面倒になってきた……。一いつ旦たん帰るか？」

「貴方が決めた方針でしょ……。しっかりしなさいよ……」

　やってきていたのは本校舎前。セルトは直前になって思わずそんな言葉を零こぼす。

　学園最強の十人。その誰もが一癖も二癖もあるのは既に知っていることであるが。

　勇傑祭に向けて絶対にやっておかなければならないことなのは確かと腹を括くくる。

「というか、十傑の許可が無いと二十五階以上には入れないのは分かってるの？」

　フューラでさえも、手ほどきを受けに行く際にはシャランに下で待ってもらっている。

　つまり十傑がいなければその階層には入れない。ごく当たり前の話だったが。

「分かってるっての。だから大物ゲストを呼んである」

「ゲスト？」

　もうじき来る、とセルトがその方向を指差すと丁度何かが土つち埃ぼこりをあげて走って来る。

　あまりの速さにその姿が視認出来ない。が、それ故に逆に誰なのかが一いち目もく瞭りよう然ぜん。

「──お待たせしました、皆さん!!」

　その方向から超速度で現れたのは、背中に大きな槍やりを背負った小柄な少女。

　十傑七位、アイ＝ミクラス。お呼びとあらば即参上、と言わんばかりの登場だった。

「今日はよろしくお願いします、アイ先輩」

「はいっ!!　セルト君達の為であれば私はいつでも手を貸しますよ!!」

　そしてセルトとがっちり握手を交わす。予想はついていたがその話の早さにフューラは呆あきれを隠せておらず、レリアは相変わらずアイを撫なでまわしていた。

「アイ先輩は本当に頼りになるな。最高の先輩だよ、うん」

「十傑の先輩を顎あごで使うのは貴方ぐらいなものよ……」

「ありがとう、アイ。嬉うれしい」

「流石にお二人の退学なんて見過ごせませんからね!!　私に任せてくださいっ!!」

　昨日の時点でセルトが自分達の事情を話していたらしく、もう協力する気満々なアイ。

　これ以上ない強力な助すけっ人とだが、ようやく恩を返せるとアイはご機嫌だった。

「そうだ、アイ先輩は勇傑祭に関してはどういう心持ちなんですか？」

　これだけは聞いておきたい、とセルトはアイに対してそんな質問を投げかける。

　問われたアイは暫く難しそうな顔をして首を捻ひねると、ようやく答えを絞り出した。

「……私を十傑まで押し上げたきっかけ、ではありましたからね。思い出は深いですよ」

　遠い目をしながらそう答えたアイ。なんとも微妙な心持ちであることが窺えた。

　いい思い出があればこんな風には言わないだろうと、セルトは掘り下げにかかる。

「なんか嫌な思い出とかあったりするんですかね？」

「いえ、決してそんなことは。ただ、それからちょっと面倒な人にライバル視されることになっちゃいまして。私としては正直あんまり戦いたくないのですが──」

「──甘いなー!!　アイは本当に甘いよ!!　砂糖のはちみつ漬けぐらい甘い!!」

　不意に。まさしく唐突にアイの言葉を遮って、口を挟んできた乱入者がいた。

　全員が一斉にその方向を見る。見られた人物は腰に両手を置いてふんぞり返っていた。

「そんな考えじゃ、今回こそはボクに足元掬すくわれることになるかもよ？　なんてったってボクはアイの唯一無二のライバル、アイに黒を付けるのはボクだけの特権だからね!!」

　アイよりも濃いピンク色の髪をお団子ヘアにした少女。厚底の下げ駄たも相まってその身長はセルトよりも頭一つ分程高く、背中には身の丈程の大きな『大おお槌つち』を背負っていた。

　そして何よりもドヤ顔。してやったりという顔が表情に存分に表れていた。

「……それでセルト君、最初に会いたい十傑はどなたですか？」

「え、そうですね……。迷いどころですが……」

「ちょ、ちょ、アイ!?　無視は酷ひどいと思うな、流石にー!!」

　誰にでも優しいアイが完全にスルーし、少女は縋すがるようにアイのパーカーを掴つかむ。

　愛用のパーカーを無造作に掴まれたアイは露骨に嫌そうな顔を見せていた。

「アイ先輩がこういう態度取るって、一体前世に何したんだよこの人」

「気にしなくていいですよ、セルト君。覚えなくても大丈夫な人です」

「しょ、紹介ぐらいしてくれたっていいじゃん……。ボクだって十傑の一人なのに……」

　アイの塩対応に目に見えて落ち込みを見せる少女。自称では十傑の一人だという。

　しかしセルトにも見覚えが。先日の十傑会議でこの少女は確かにその場にいた。

　捨てられた子犬のような目で縋る少女を見て、アイは大きく溜息を吐いた。

「……はぁ。二年生の十傑八位、『撃槌』のミル＝ロットナーちゃんです」

「そう、ボクが十傑八位!!　そしていずれはアイを越えて七位になる女だよ!!」

「いい加減変に張り合うのは止めてほしいのですが……」

　そして紹介されればすぐにでも復活し、またドヤ顔に逆戻りし無駄に煽あおる。

『撃槌』のミル。確かに学園内ではアイのライバルとして見られている実力者だが。

「なんというか、アイ先輩とは色々な意味で真逆だな」

「え、えぇ……そうね。身体は凄すごく大きいけど……」

「……圧倒的に貧乳。決して仲間だとは思われたくない」

「う、うわーん!!　気にしてるのに～!!　普通に涙出てくるんだけどなぁ!?」

　今までの十傑の感じからして、明らかに異質。というよりも威厳が全くない。

　なのでセルト達もほぼ初見にも拘かかわらず、圧倒的に失礼な言葉を投げかけている。

　散々な言われようにめそめそと泣きながら、それでもその場を離れなかった。

「というかアイが無駄に大きいだけだから!!　身体はこーんな小さい癖にさ!!」

「ミルちゃん……？　セルト君達の前で余計なことは言わないでくださいね……？」

「う、うるさいやい!!　ボクにとってアイはコンプレックスの塊なんだよー!!」

　やいのやいのと別に誰も聞いていない話を泣きながら喚わめいているミル。

　これがいつも通りなのか、アイは普段セルト達には見せないような表情をしていた。

「ていうかお前!!　セルト＝ハーレ……。……セルトとかいう奴!!」

「あぁ、大丈夫ですよ。無理に頭使って長い家名を覚えてもらわなくても」

　すぐにミルの扱いを覚えたのか、セルトは早速非常に冷たく接していた。

　そしてこれも必要なこと。無駄に煽っておくことで、彼女の闘争心を上げておく。

「こ、この……!!　お前みたいな生意気な後輩は絶対に退学させてやるから──」

　挑発に乗ったミルは怒りに任せて、セルトを追い込むような発言を口にする。

　それを聞いたアイは、一瞬にして槍を抜き去りミルの喉のど元もとに突き立てた。

「──ミルちゃん、その言葉は本心で言っていますか？」

「怖いよ、アイ!?　ボ、ボクだって一応優勝目指してるんだからいいじゃんかー!!」

　口が滑り、的確にアイを怒らせたミルは怯おびえる。それでも強がる辺りは大物か。

　アイは一いつ旦たん槍を下ろすと、明らかに怒りの籠こもった表情でミルを睨にらみ付けた。

「それはミルちゃんの勝手ですが、もし邪魔するなら容赦はしませんから」

「う、うぐ……。そんなことでボクが臆おくすると思うなよー!?　覚えとけー!!」

　最終的には見事に狼狽うろたえながら脱だつ兎とのごとく敗走。その姿も実に嵌はまっており。

　双方ともに有名人。実に騒がしく、本校舎前であるのも相まって人目を集めていた。

「……気を取り直して行きましょうか!!」

「なんか、アイ先輩の意外な一面を見た気がするわ……」

　三人に向き直る頃には満面の笑みでいたアイ。まるで何事も無かったかのように。

　誰にでも苦手な人間はいる。まさにその例を見たような気持ちに三人はなっていた。




　　　　＊




「──ミル先輩って実際どのくらい強いんですか？　八位とか言ってましたけど」

　本校舎に入り、二十五階までの長い階段を登っている時にセルトが不意に零した疑問。

　見る限り騒がしい少女でしかなかったが、流石にそれだけではないだろうと。

「強いですよ。スタイルは私と逆、と言えば分かりやすいでしょうか……？」

　ミル＝ロットナー。『撃槌』と呼ばれる所以ゆえんは、当然彼女が背負っていた大槌にあり。

　アイが速度と手数に特化しているのなら、ミルは破壊力と耐久力に長たけていると言える。

　恵まれた体格も相まっての『重戦車』。持久戦において彼女以上の適任はいない。

「ですが、その、シャラン先輩よりも強いとは全く思えなかったんですが……」

　シャランの手ほどきを受けているフューラもまた、その順位を疑問に思っていた。

　実際に強さを見た訳では無いが、そもそも信念や考え方からして格が違う気がしていた。

　気持ちは分かります、とアイは苦笑いを零すが重要なのは強さではないという。

「単純な強さだけでいえばシャラン君の方が強いかもですね。ただ彼女には独自の強みがあって、十傑の序列決めの裁定はその辺りの比重も大きくなりますから」

「一撃特化の耐久偏重、となると大物食いも狙えるってことですか」

「ですね。攻撃が直撃しさえすれば、ノア先輩でもただじゃ済まないと思います」

　そうであるが故の八位。持久戦にさえ持ち込めば一位すら食えるその強み。

　馬鹿であってもただの馬鹿ではない。というかただの馬鹿が十傑になれる筈はずもなく。

「まぁ、滅多に当たりませんけどね。特に私は当たったことがありません!!」

「もしかして嫌いなんですか？」

「嫌い……ではありませんが。正直ちょっと苦手です……」

　スタイルの違い、身長差や体型によるコンプレックス、序列の上下など。

　ミルがアイに突っかかる理由としては十分過ぎる程揃そろっているのがよく分かる。

　そしてあのお調子者加減と空気の読めなさ。アイが苦手に思うのも仕方ない。

「取り敢あえず、ミルちゃんはぶっ飛ばしますので安心してくださいっ!!」

「やっぱ嫌いなんじゃあ？」

　ミルについての話はそこそこにして、彼等は長い階段を登り切り二十五階へ。

　十傑の身体に刻まれている刻印を晒さらすと大きな扉が開き、中へと入れる仕組み。

　中は十傑会議が行われる十の間、そして各十傑の専用部屋が連なっていた。

「──っと、ここですね。セレナ先輩の『魔術工房』です」

　まず初めに連れてきてもらったのは、十傑四位である『魔女』の専用部屋。

　扉にはご丁寧に『勝手に開けたら殺す～』と書かれたプラカードが貼ってあった。

　セルトが一番初めにセレナを交渉相手に選んだのは、彼女が一番面倒な相手だから。

　同時にこちらが切れるカードもある。そこまで持っていけるかも微妙ではあるが。

「セレナ先輩!!　アイです、いらっしゃったら開けていただけませんか？」

　アイは言いつけ通りに扉を二回ノックし、中にいるであろうセレナに呼び掛ける。

　しかし全く返事は無い。続けざまにもう一度ノックするも結果は同じであり。

「いないのか……。まぁ、完全にアポ無しだからな」

「そもそもこの時間に起きてるセレナ先輩を見かけたこと無いんだけど……」

「絶対寝てる」

　時刻は午前九時半過ぎ。セルトと似ていて怠惰なセレナが寝ているという可能性は十分に存在し、恐らく寝ているセレナを起こそうものなら全属性魔術で殺される。

「……不味まずいな。セレナ先輩は絶対先に終わらせたかったんだが──」

「──おいお前ら～。アタシの部屋の前で何やってんだ～？」

　予定は変えられないと困っていたところに、後ろから間の延びた声が聞こえた。

　ゆっくり振り返ると、セレナが大おお欠伸あくびをかましながらセルトの肩に手を置いていた。

「つか、用があるならまずは連絡寄越せよな～？　こんなん常識だぞ～」

　怠だるそうにしながらも、扉の前にいた彼等を押し退のけるようにして扉に手を掛ける。

　自分に用があることも既に分かっているようで、片手で手招きしながら。

「ありがとうございますセレナ先輩!!」

「アイちゃん付きなら流石に～って感じ？」

　セレナを先頭にして中に入っていく。だが、中の光景を見て一同は呆あつ気けに取られる。

『魔術工房』と聞いていたが、一般的に想像出来るような工房では全くなく。

　完全にセレナのプライベートルームにしか見えない部屋は、とても簡素なものだった。

「とりまようこそ～アタシの『魔術工房』へ～」

「どこにも工房要素が見当たらないんですが、それは」

　一応歓迎する気はあるのか、セレナは四人に向けて雑に挨あい拶さつを飛ばしていく。

　何かの実験をしているようにも見えないし、単純にセレナが快適なだけの部屋。

　それでも敢えて『魔術工房』と自分でも銘打っているのには、大きな理由が。

「そんなもん、アタシがいるだけで全部事足りるだろうがよ～」

　歴史上にも例を見ない、全属性の魔術を扱える稀き代たいの天才。それがセレナ＝マナリアス。

　魔術の研究は全て彼女の頭の中で行える。思い付きで新しい魔術を生み出せる。

　才能に胡坐あぐらを掻かいてもまるで問題無い程、魔術に関しては右に出る者がいなかった。

「確かにいい部屋ですね。無駄が無くて、のんびり暮らせそうです」

「お、分かってんな～。魔術ってのは怠惰から生まれるものなんだよ～」

「すごくわかる……」

　魔術とは自分が楽をする為のものでしかない。そこで通じ合う二人は頷うなずき合う。

　性格や考え方など通ずる部分が多いのもあってか、二人の相性はすこぶるいい。

　セレナもセルトを多少気に入っており、あの一件以降顔を合わす機会も多かった。

「早速、今日はセレナ先輩に聞きたいことがあるんですが」

「いいよ～勝手に話せ～」

　セレナはベッドに腰掛けて足をぶらつかせながらセルトの二の句を待つ。

　軽い態度だが意図は見透かされている気がする。なのでここは直球勝負で。

「セレナ先輩は、あの二位の人に勝てますか？」

「ガレイに～？　あいつマジで強いから流石にしんどくね～？」

　セルトのストレートな質問にセレナはなんとも微妙な反応を見せる。

　それでも勝てないとは言わない。勿もち論ろん、徒いたずらに勝てるとも言わなかったが。

「なるほど、勝てるか勝てないかは五分五分と。意外ですね、セレナ先輩にしては」

「あ～？　なんだなんだ、アタシを煽ろうたってそうはいかないんだケド～？」

　流石にこの程度の煽りではセレナは乗ってこない。それはセルトも承知の上。

　セレナの性格上、ノアやガレイのように優勝を狙っているということは無いだろう。

　だからそもそもセレナについては勇傑祭に対してのモチベーション自体が低かった。

　聞きたい情報を聞く。その上でセレナへ種を蒔まいておく為に必要な言葉を。

「じゃあ、三位の人はどうなんですか？」

「フローリアか～。あいつ気に喰くわないんだよな～お高く留まってるっていうか～」

　そしてセレナはフローリアの何が気に喰わないのかをつらつらと話し始める。

　自分と同じ魔術使いだが、その性質が全く違うのが大きな原因でありそうだった。

「その、十傑って全員仲良しって訳でも無いんですね……」

「たりめ～だろ、勇者の娘ちゃんよ～？　十人もいるんだからそうなるっての～」

　先程のアイしかり、十傑内が決して一枚岩ではないことにようやく気付いたフューラ。

　それがおかしいのか、セレナは相変わらずケラケラと嘲あざけるように笑っていた。

「で～結局お前は何が言いたいワケ～？　正直時間が勿もつ体たい無なくね～？」

「特に忙しいようには見えないんですが、それは」

「はい不敬見っけ～あまりにも無礼だとさっさと追い出す──」

　セレナはこの際まどろっこしいのは無しだとセルトに対して圧を掛ける。

　結局のところ、セレナをコントロールするのは無理だとセルトは判断した。

「──もし上位の誰かに勝てたら、俺の魔術の秘密を教えるって言ったら？」

　仕方が無いのでセルトは唯一持っていたカードを切る。これは最終手段ではあった。

　それを聞いたセレナの表情は目に見えて変わり、セルトににじり寄って来た。

「……セルト～？　アタシは既に何度もお願いしてるよな、それに関しては～」

「あれはもうお願いっていうか脅迫だったような……？」

　それは知り合ってから顔を合わす度にセレナにされてきていたお願いという名の脅迫。

　彼女曰いわく、『自分の知らない魔術があるのが気に喰わない』という興味の源泉。

　全属性魔術を扱うエキスパートとしては、射程魔術は必ず手に入れたいものだった。

　それをにべもなく断り続けていたセルトだったが、ここに来て条件として提示してきた。

「今のてめ～だって同じようなことやってんだろうがよ～？」
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「別に脅迫のつもりは。ただ、そうしてもいいと提案しただけですよ」

　セレナの圧に負けることなく、セルトは別に自分はどっちでもいいと告げる。

　こんなものは交渉ですらない。ただ、セレナの前に甘い餌を吊つるしただけ。

　一瞬迷ったような素振りを見せたセレナだったが、すぐにセルトの頬を抓つねった。

「クソ生意気な後輩がよ～。まぁ、そういうところが気に入ってんだけどさ～」

「いたいいたい!!　まぁ、話半分ぐらいで聞いてくれれば」

「おけ～。お互い勝手にやってろって話だな～」

　一ひと頻しきりセルトを弄いじって満足したのか、セレナは無事にセルトの話を聞き終えた。

　ここで話した内容は、二人にとってはただの戯れのようなものでしかない。

　戯れ故に特に強制力は無い。だが、二人に共通しているのは利得で動くということ。

　お互いにとって最も得をする行動をする為に。その種は既に蒔まき終わっていた。

「んじゃ、こいつには話ある感じ～？」

　セレナはご満悦な笑みを浮かべながら、スキップ気味に扉へと向かう。

　そのタイミングを計ったかのようにノックが。ノータイムでセレナは扉を開いた。

「──おや。これは、随分豪華なメンバーが揃っていますね」

　扉の向こうにいたのは黒い髪を短く纏まとめている、長身で眼鏡をかけた男性。

　セルト達がいることに驚きも無く、紳士的な笑顔で彼等を見回していた。




「ギール先輩!!　おはようございます!!」

「おはようございます、アイ様。本日も元気で素晴らしいですね」

　まず反応を示したのはアイ。最も尊敬する先輩の来訪は、アイの目を輝かせていた。

　ギールはアイに柔らかな笑みと挨拶を返すと、まずはセレナに何かを手渡した。

「セレナ、忘れ物をしていましたよ」

「今さっきアタシも思い出した～あんがとギール～」

　ギールがセレナに手渡したのは、セレナの赤い髪を纏めているシュシュの一つ。

　気分によって色などを変えているらしいが、それが何故ギールの手にあるのか。

「……まさかとは思いますが、朝帰りでした？」

「昨日、セレナが私の部屋で寝落ちしてしまいましてね。その所せ為いかと」

「普段だったらあの時間にアタシが外出てる訳ないだろ～？」

　セルトの邪推に二人はあっけらかんと返す。それはセルトの質問への肯定。

　男女が同じ部屋に二人きり。仲が良いのは知っていたが、流石に予想はしていなかった。

「ぎ、ギール先輩とセレナ先輩って付き合ってたんですか!?」

「お似合いなような気はする」

　そしてフューラが驚きのあまりプライベートな話に土足で踏み込んだ。

　それにレリアも同調を示すが、当の二人は頭上に疑問符を浮かべていた。

「は～？　ギールがカレシとか普通に有り得ないんですケド～？」

「同意です。今でさえ手綱を握るのに苦労していますから」

「言い方～一々恩着せがましいんだよギールは～」

「事実でしょう。もう一度自分の生活態度を見直してみたらどうですか、セレナ？」

　二人は真っ向からそれを否定。どうやら恋仲ではないらしいが、そうは見えない。

　まるで長年連れ添った夫婦のようなやり取りを見て、アイは苦笑いを浮かべた。

「お二人は恋人ではないですよ。恋人以上に仲は良いと私も思いますが……」

「正直もうお腹いっぱいです」

　そもそも誰にでも様を付けるギールがセレナだけ呼び捨てな時点で違和感はあった。

　間違いなく二人の関係は特別ではあるのだろう。それを恋仲と呼ばないだけ。

「……ちょっとだけ羨うらやましい」

　そんな二人の様子を見てレリアがポロッと心情を吐露する。

　非常に小声で誰にも聞こえていなかったのか、話は違う方向へとシフトしていく。

「そだ、ギール～。お前、勇傑祭はアタシに全面的に協力しろよな～」

「!!　いつになくセレナがやる気ですね……。一体どんな魔術を使ったのですか？」

　セレナのその発言を全く予想していなかったギールは、驚きよう愕がくの表情を浮かべている。

　現に昨日の時点ではセレナのやる気など皆無だったのをギールは知っていた。

　恐らく原因はこの場に居る誰かだろうとギールが見回すとセルトと目が合った。

「……いえ、ちょっとだけ雑談をしただけですよ」

「なるほど。最後の勇傑祭ですからね、やる気になるのはいいことです」

　セルトが多く語らずとも何かを察したギールは、柔らかな笑みを浮かべる。

　ギールに関してはセレナ次第だと思っていたので、ここも予定通りに事が運んだ。

　そして元々ギールに関しては会いに行くつもりが無かった。それは前述の理由もあるが。

「では私も一つ。雑談という形でセルト様に質問してもよろしいでしょうか？」

　そのギールの提案にセルトの肩が少しだけ跳ねるが、セルトは無言で頷く。

　そこで確信を得たのか、ギールはセルトの眼を真っ直ぐに見ながら問い掛けた。

「セルト様が、私に対して少しだけ畏い縮しゆくしているように見えるのは何故ですか？」

「!!　……やっぱり気付きますか？」

「はい。毎回どうにも少し警戒されているような立ち姿と雰囲気ですので」

　セレナとそこそこ会っているということはギールと会う回数もあるということ。

　その時のセルトはどこかぎこちなかった。今回に関してもその例に漏れない。

　完全に無意識下での行為だったのか、セルトは申し訳なさそうに向き直った。

「昔からの癖……みたいなものですかね。頭では分かってるんですが」

「セルトは魔族に対してトラウマがあった。それが原因」

　ギールディア＝ヴァルドラゴ。『竜騎』と呼ばれる彼は紛れも無い半竜人である。

　ギールの中には半分魔族の血が流れている。それをセルトは本能的に感じ取っていた。

　無意識下での生存本能。射程魔術はそれのお陰で会得した魔術でもあった。

「……そうでしたか。それは、決して責められるものではありませんね」

「おいセルト～!!　てめ～ギールを落ち込ませてんじゃねぇぞ～!?」

　多少落ち込んだ様子を見せたギールを見てセレナは珍しく怒りを見せている。

　やはり血には抗あらがえない。それを自覚したのか、ギールは短く息を吐いて笑った。

「私は誰よりも魔族が嫌いです。勿論、それは半分その血が流れている私自身も例外ではありません。ある意味でセルト様の反応こそが正しい反応であるのだと思います」

「そんな……ギール先輩は違うって分かってますから。……説得力無いですが」

「いいんですよセルト様。むしろ怯おびえに対して打ち克かったその精神力、感服いたします」

　ギールはセルトの頭にポンと手を置くとゆっくりと優しく撫なで始めた。

　それに対して恐怖感や怯えは全く生じず、セルトはギールの器の大きさを感じていた。

「すみませんでした。今度、一緒に飯でもどうですか？」

「それは嬉うれしい誘いですね。是非ともご一緒させていただきましょう」

　そして固く握手を交わす。セルトは久し振りに誰かを本当に尊敬出来ていた。

　それが半竜人というのがまた皮肉だったが、そんなことも気にならないまま。

「私も行っていいですか!?　とても楽しそうです!!」

「おい、アタシも連れてけよ～？　お前らも一緒だかんな～？」

「え、は、はい!!　すみません、行かせていただきますっ!!」

「セルトがいるなら当然私もいる」

「勇者の娘ちゃん緊張し過ぎでウケるし～無表情娘ちゃんは不敵過ぎ～」

　セレナは認めた相手以外は名前で呼ばないようだが、気に入ってはいるようで。

　恐縮し切っているフューラと尚なおも態度を崩さないレリアを見てケラケラ笑っていた。

　そうしてそろそろ次の十傑に会いに行こうとセルト達は、セレナ達に別れを告げる。

「精々頑張れよな～お前いなくなったら退屈するかもだし～？」

「皆様は今の学園に必要な人材です。それを努ゆめ々ゆめ、お忘れなきよう」

　セレナとギールを残して四人は部屋を出た。とにかく最初の関門は突破したと見ていい。

　セレナをやる気にさせて、十傑の誰かと戦ってもらう。それは成せそうだった。

　和やかな雰囲気を保ったまま次の十傑の下へ。残しておいたのはある意味での好敵手。

　死闘を繰り広げたのも記憶に新しい、そんな人物が次の話し相手だった。




　　　　＊




「──シャラン君、入りますよー」

「軽い。さっきとは大違いだ」

　場所を移して、先程とは違って横開きの扉の前。アイは何の躊躇ためらいもなく扉を引く。

　親しい仲というのもあるだろうが、流石にフランク過ぎるとセルトは呆あきれている。

「シャラン先輩、お邪魔致します!!」

　そして弟子であるフューラは礼儀を欠かさず、一礼をしてからそこに足を踏み入れた。

　十傑九位であるシャラン＝エルシャールの専用部屋。中は完全に訓練室でしかない。

『剣術道場』と親しみを込めて呼ばれるそれは、木とイグサの匂いが立ち込めていた。

　中に入っても反応は無い。反応は無いが、聞こえてきたのは金属同士が打ち合う音。

　一方は大振りな片刃直剣を一本。もう一方は小振りな両刃双剣を両手に一本ずつ。

　当然直剣を振るっているのはシャラン。そして双剣を振るっていた人物は。

「はっ!!　やるじゃないか、アルヴァ!!」

「……シャランも腕を上げたな」

　十傑六位であるアルヴァ＝セラーノ。同じ剣使い同士としてのシャランのライバル。

　その体格は男性にしては小柄だが、それ故に細かな動作と俊敏性に優れている。

　彼の最も特徴的なところは、口元を完全にマフラーで隠していること。

　身軽に動きながら双剣を振るうアルヴァに対して、シャランは丁寧にそれを捌さばいていく。

　逆にシャランが攻勢に転じれば、アルヴァは器用に双剣でその剣を受け流す。

　実に見ごたえがある剣の勝負。しかも恐らく二人共全力は出していない。

　シャランの縦一いつ閃せんに対してアルヴァは双剣を交差させ受ける。そうして鍔つば迫ぜり合いになった直後、二人はほぼ同時に後ろに飛び退のいて双方ともに剣を納めた。

「……流石に素の剣術じゃシャランには敵かなわないな」

「これだけが僕に出来ることだからね。負けたら流石に立つ瀬が無いよ」

　アルヴァの惜しみない称賛にシャランはニッコリと笑みを零こぼす。

　敵わないと言いながらも、アルヴァの方も汗の一つも掻かいてはいなかった。

「悪いね、アルヴァ。どうやら客人みたいだ」

「……分かった」

　シャランはまるで来ることが分かっていたかのような顔で、アイ達の方を向いた。

　アルヴァは逆に完全に顔を背け、まるで興味が無いとでも言わんばかりの態度だった。

「シャラン君、こんにちは!!　鍛錬の邪魔をしてすみません!!」

「構わないよ、アイ。丁度一区切りついたところだから」

　アイが急に訪ねてくることはままあるのか、シャランはいつも通りといった対応。

　アイは続けざまにアルヴァの方に走り寄り、背けていた顔の前に立つと笑顔を咲かせた。

「アルヴァ君もこんにちは!!　相変わらずとても素敵な剣技でしたよ!!」

「!!　……そうか」

　アルヴァは一瞬怯ひるんだが、すぐに素っ気ない態度で応じ再度顔を背けた。

　それもいつものことなのか、アイは特に気にした様子も無く戻って来る。

「セルト達もようこそ。僕と……アルヴァにも用があるのかな？」

「シャラン先輩だけの予定でしたけど、話してはみたいですね」

　一度に話せるならそれに越したことは無い。二度手間にならないだけでも最高。

　しかし、当のアルヴァは全くセルトの方を見向きもしなかった。

「……俺は話すことなどない」

（まーた面倒そうなタイプの十傑さんだぁ……）

　知り合いでない十傑の二人目。なんとも気難しそうな雰囲気を感じる。

　髪の色と同じマフラーで常に口元を隠しているので声も聞き取りづらかった。

「私達と同じ二年生で十傑六位。『魔双』のアルヴァ＝セラーノ君です!!」

「……アイ。紹介しなくていい」

　彼が『魔双』と称されているその由来は当然彼が振るう双剣にあるが、そのスタイルは多くの剣使いとは一線を画しているものになっている。

「アルヴァは双剣に魔術を付与する独自の剣術、『魔双剣』の使い手だよ」

「……シャラン。だから、紹介は……」

　双剣に魔術の特性を付与する『魔双剣』。それによって単純な威力や速度の向上だけでなく、様々な場面での利便性にも長たけているという理に適かなったスタイルを取っている。

「ちょっと見てみたいな」

「そうね。興味あるかも……」

　全く見たことも聞いたことも無いその戦闘法に二人は大きな興味を示す。

　レリアは特に興味が無いのか、その小さな口を閉ざして何も言わなかった。

「見せてあげなよ、アルヴァ。公平じゃないだろう？」

「……。仕方ないな」

　シャランに促されたアルヴァは、納めていた双剣を抜いて魔術を付与させた。

　片方は赤に、片方は黄色に。視認出来る程の魔力を纏まとったそれをそれぞれ振る。

　赤い方は炎が、黄色の方は雷が。振るごとに魔術が起動しているのがよく分かった。

「すげぇな……仕組みが全く分からん」

「これなら魔術を発動するタイムラグも無いし……凄すさまじい技術ね」

　そしてその強みをすぐに理解した二人は、素直な感想をそれぞれで述べる。

　シャランと張り合う剣術。それに魔術も加わるとなると強くない筈はずが無かった。

「!!　……別にこんなもの大したことはない」

　双剣を納めたアルヴァはすぐにまた彼等から顔を背けて素っ気なく言葉を返す。

　しかし眼が良いセルトには見えた。彼の頬と耳が一瞬真っ赤に染まっているのを。

（あっ、そういう……）

　訂正。気難しいのではなく、ただ単にシャイなのを取り繕っているだけだと。

　どっちにしろ面倒なのには違いないので、セルトの顔は芳しくない。

　今考えるべきはシャランへ伝える言葉選び。彼の性格は既によく知っている。

　先の二人に対して行った戯れ程度の提案。それが効く相手では無かった。

「……セルトの考えていることは分かっているよ。僕は一切手を抜くつもりはない」

　先に釘くぎを刺してきたのはシャラン。口車に乗せられるつもりは当然無く。

　そこは予想通り。特に焦りを見せずに、セルトは慎重に言葉を選ぶ。

「会議の時も一切顔色変えなかったのはそういうことですか」

「一対一でリベンジ出来ないのは悔しいけどね。優勝は流石に譲らないよ」

　そもそもシャランは元々セルトを学園から追い出そうとしていた立場の人間。

　多少打ち解けてはいるが、自分の野望を捨ててまでセルトに手を貸しはしない。

　だからセレナ達とは違うアプローチで。直球ではなく、変化球勝負。

「えぇ、そうです。シャラン先輩は優勝を目指してください」

「……？　元からそのつもりだけど……まさかそれだけ伝えに来たのかい？」

「はい。だって、シャラン先輩には一度勝ってますから」

　選んだのは提案ではなく煽せん動どう。あの時にされた挑発に対しての意趣返し。

　シャランが優勝を目指しても何ら問題は無い。その上で勝てると伝えに来た。

　それを聞いたシャランは目を点にする。そしてすぐに、頭を押さえて大笑いした。

「はははっ!!　らしくないじゃないか、セルト!!」

「自分でもそう思いますね、はい……」

「いいよ、その挑発に乗ろうか。これでお互い様だ」

　追い込まれて出てきた苦肉の策。そう解釈したのか、シャランには余裕があった。

　それはそれで面白い、とシャランは随分ご機嫌な様子で続ける。

「どちらにせよアルヴァと戦う約束はしていたからね。僕は全力を尽くすよ」

「……六位としては負けられないな」

　そして気分が乗ったのか再度二人は剣を抜いて相対し始める。

　こうなると話は出来ないと判断したセルトは、三人に出ていこうと促した。

「失礼いたしました、シャラン先輩!!」

　別れはフューラの一礼で。師弟の間に余計な言葉など必要無い。

　予定よりも早く事が済んだ、とセルトは少し満足気な顔でそこを後にしていた。




　　　　＊




「──あれだけで良かったんですか？　特に何も変わっていないような気が……」

　シャランの専用部屋を出てから、アイが不安そうにセルトに尋ねてくる。

　特に何も現状から変わってはいないように感じていたが、実際には変わっている。

「はい。元々シャラン先輩にはああするつもりでしたから。シャラン先輩は元々優勝する気満々だったと思うので、今回はそれを少し煽あおるだけでこちらの利得になります」

　あの挑発は半分は虚勢で半分は思惑通り。セルトの頭に浮かんでいる策を弄ろうするのであれば、シャランは懐柔するよりも煽動した方が得という判断。

　それが結果的に自分達への手助けになる。セルトはそう確信していた。

「俺は臆おく病びようですからね。相手の性格を読んで、その上で最適な策をいつも考えてます」

「私にはよく分かりませんが、凄すごいのは何となく分かります!!」

　人類みな友達タイプのアイは、セルトの考えていることの理解が難しかったようで。

　協力だけが手助けではない。彼との間に必要だったのは利害の一致だった。

「それにしても、シャラン先輩とアルヴァ先輩の剣技は本当に凄かったわね……!!」

「いつの間にか剣馬鹿になっちまったなぁ、フューラ……」

　作戦立案はセルトの仕事。フューラはただただ二人の剣技に見み惚とれていただけ。

　それでも実際に見られたのは大きい。フューラの成長は勿もち論ろん、対策も講じられる。

「まだ会いたい十傑の方はいますか？　一応全員紹介出来ますが──」

　せっかく十傑が集う場所に来たのだからとアイは次を促し始めるが。

　そのタイミングで前方から何かが走って来るのを全員の目が捉とらえていた。

「──あー!?　お前らだな、今話題の一年生達ってのは!!」

　何かが走って来る合間に聞こえてきたのは、実に大きくて喧やかましい声。

　そして灰がかった髪を短く纏まとめた褐色の肌の少女が彼等の前でピタリと止まる。

　鋭いギザギザの歯が煌きらめく、かろうじて制服だと分かる服を着ている少女は不敵に笑う。

「覚悟しとけよー!?　あたしがお前ら全員捻ひねり潰つぶしてやるからなー!!」

　そしてがおーといった感じのポーズで威嚇すると、またすぐに何処かに走り去った。

　どうやら外に出かけようとした際に偶然セルト達を見つけて宣戦布告しただけらしい。

　恐らく向かった先は何処かの森だろう。彼女はそこでいつも自然と共に鍛錬している。

　その間約十秒足らず。嵐のように過ぎ去った彼女を前に誰もが呆あつ気けに取られていた。

「……確か十傑でしたよね？　あの野生児みたいなのも」

「はい……。十傑十位の一年生、『乱舞』のレオナ＝ティレンタちゃんです」

「う、噂には聞いてたけど……唯一の一年生十傑があの娘こなの……？」

「元気がいい。良過ぎるぐらい」

　入学直後にあまりの強さと潜在能力を買われて最速で十傑入りした一年生。

　スタイルは武装も魔術も用いない徒と手しゆ空くう拳けんという唯一性。『乱舞』と称される所以ゆえんもそこにあり、とにかく素手による連撃と回避、機動力に優れているらしいが。

「喧けん嘩か売られたっていう解釈で良いのか、あれは……」

「なんか変に目の敵にされてたわね……」

　同じ一年生同士。立場ではあちらが上だが、やけに注目されているセルト達がどうにも気に喰くわなかったのか一方的な宣戦布告を受けてしまった。

　それともただ単に喧嘩っ早いだけか。どちらにせよ戦うことにはなりそうだった。

「……まぁ、いいや。十傑への挨あい拶さつはこれで終わりで」

「上位三人には会わなくていいの？」

「あの人らに何か言っても無意味なのはもう分かってるしな……」

　話が通じない、話を聞く気が無い、話を聞いても変わらなそうといった三拍子。

　まともじゃないからこその上位。無駄なら会わない方がまだマシだった。

　予定通りであればこの後はすぐにでも寮に戻って疲れを癒いやしたかったところだったが。

「……ついでと言ったらあれですが、アイ先輩にもう一つ頼み事してもいいですか？」

「勿論です!!　何ですか？」

　セルトの提案に、よっぽど無茶な話でも無ければ受け入れるという感じのアイ。

　塔を縦に登るなどという無茶を通せたのなら、その縛りなど正直無いようなもので。

「俺達と模擬戦をしてほしいんです。ちょっとだけ気になることがありまして」

「!!　……分かりました、本気でやらせてもらいますね」

　現状で自分達はアイとどこまでやれるのか。今はそれを確かめる必要があった。

　アイもまた学園最強の一角。決して上位にも引けは取らない実力を持っている。

「では、十傑が自由に使える演習場まで案内しますね!!」

　アイは意気揚々とセルト達を先導し、戦うのが楽しみなのがよく分かった。

　それが彼等の糧になるというのなら、アイは身を粉にしてでも彼等の力になってくれる。

　全くもって頭が上がらない、とセルトはこれでもかというぐらいアイに頭を下げた。

「本当にありがとうございます、アイ先輩」

「いいんですよ!!　好きな人の力にはなりたいものです!!」

　それぐらいアイはセルト達を好いていた。恩人というのももはや関係無く。

　まさに流星の如く、彼等の願いを叶かなえる為にアイは奔走していた。




　十傑が模擬戦を行う為に用意された、闘技場を模したかのような演習場にて。

　基本的に一対一が想定されているのか、遮しや蔽へい物や高所などは無い簡素なフィールド。

「まぁ、言っちゃえばお前らがどれぐらいアイ先輩を押さえられるかが勝負だ」

「あの時の光景は目に焼き付いてるわ。やってみせる」

「……頑張る」

　セルトはアイから最も離れた位置で待機し、実際に戦うのはフューラとレリア。

　シャランはその技量で二人を圧倒したが、アイの強さはなんといってもその速度。

　全速で動く彼女の姿を捉えられるか。そこが勝負の肝になって来るのは間違いなかった。

「準備はいいですかー!?　いきますよー!!」

　少し離れた位置にいるアイは両手を振り上げて開始のアピールをする。

　セルトはまず魔力を眼に集中させ、動体視力の面に重きを置いて見始めた。

　そしてアイは両手で槍やりを持つと、その場から一瞬にして姿を消した。

『……右だ』

「ッ!?」

　セルトの声を聴いて、反射的にフューラは右方向にレイピアを置く。

　その直後、けたたましい金属音。気付けばアイはもう目の前にいた。

「やりますね!!　では、上げていきますよ!!」

　初撃を防がれたアイはニコッと笑うと、また視界から消えてしまう。

　恐らくアイが地面を蹴けっている音だけが聞こえている、そんな異常なまでの速さ。

（……俺には見える、が。アイ先輩は完全にフューラ達を翻ほん弄ろうするつもりだ）

　完全に音を置き去りにし残っているのは残影だけ。それこそが『流星』と呼ばれる所以。

　だがセルトには見えている。眼で追えているからこそアイもセルトには寄ってこない。

　とはいえこの状況では魔力球は当たらない。そもそも元から当てるつもりも無いのだが。

『レリア、フューラの正面に障壁』

『……!!　了解』

　遂ついに仕掛けてくるアイに対してセルトが確実に間に合うタイミングで指示を飛ばす。

　だが、レリアの反応は微妙に遅く障壁を出すのが遅れてしまった。

　フューラも反応が間に合わず、槍がフューラの身体を捉えかけたその直前。

「あ……」

　セルトの魔力球が槍の穂先に当たり、その軌道が僅わずかにずれてフューラの胴横を掠かすめる。

　風が吹き荒れ、フューラの長い髪が舞い上がると同時にアイは槍を下ろした。

「……流石はセルト君ですね。素晴らしい技術と読みです」

　完全に捉えていた一撃を透かされた。それはセルトが保険を張っていた為であり。

　レリアの障壁は全く間に合っておらず、アイの言葉の直後にようやく展開されていた。

「……終わりだな。ダメだ、今日じゃ全く勝負にならない」

　そしてセルトが頭を掻かきながら三人の下に敗北宣言と共に歩いてくる。

　これ以上やっても得られるものが無い。確認したかったことはもう確認出来た。

「そうですね。このままじゃ、私が圧勝しちゃいますから」

　アイもそれが分かっているのか、苦笑いを零こぼしながら槍を背負い直す。

　実力を遺憾なく発揮し、十傑七位に恥じない強さを存分に見せつけていた。

「未いまだにアイ先輩との実力差が遠過ぎるわ……」

　フューラは多少落ち込んでいたものの、少なくとも以前なら最初でやられている。

　シャランとの鍛錬の成果は間違いなく出ており、これは一つの収穫だったが。

「………………」

　レリアはただ一人黙りこくっている。明らかに自分が問題なのは分かっていた。

　普段のレリアなら確実に間に合っていた障壁。それが今日は大幅に遅れた。

（全く集中出来てなかったな。杞き憂ゆうであって欲しかったが……）

　今日のレリアがいつにもまして口数が少なく、元気が無いのを感じ取っていたセルト。

　幼おさな馴な染じみだからこそ得られた僅かな違和感。明らかに今のレリアは問題を抱えている。

「レリア」

　セルトはただレリアの名前だけを呼ぶ。言いたいことは山ほどあるが、今は。

　呼ばれたレリアは顔を俯うつむかせる。少し震えながら、ようやく言葉を絞り出した。

「……ごめん。やっぱり、心の整理が追いついてない」

「だろうな。そういうことは先に言えっての」

　セルトは顔を俯かせたレリアの肩を抱き寄せると、頭にポンと手を置く。

　必要な確認だった。レリアの弱みを表出させなければ今後は無かった。

「悪かったな、無理させて。いつも通り振る舞おうとしてたのは分かってる」

「!!　……うん。……でも、無理だった」

　セルトが頭を撫なでると、レリアの目からポロポロと涙が零れ始めた。

　今まで『本物の家族』を知らなかったレリアに突然現れた『本物の家族』。

　その事実を一日で消化出来るはずも無く、レリアの頭の中はぐちゃぐちゃだった。

「レリアが悪い訳じゃないわ!!　私にも、よく分かるもの……」

「フューラ……」

　フューラもまた葛かつ藤とうと悩みを抱えて塞ふさぎ込んだ。だから気持ちが痛い程分かる。

　それでも普段通りにしようとしていただけ、自分よりよっぽど強いと思っていた。

「……すみません、アイ先輩。せっかく付き合ってもらったんですが」

「いえ、私は皆さんの先輩ですからね」

　アイは困ったように笑うと、セルトと同じようにレリアの頭を優しく撫でる。

　まるでいつものお返しと言わんばかりの慈悲深いそれに、レリアは黙って俯いた。

「……きっと何とかなります。セルト君達を信じてくださいね、レリアちゃん」

　アイの慰めには何一つとして根拠は無い。根拠は無いが、どうしてか力強く。

「では、私はこれで!!　また何かあったら言ってくださいね!!」

　これ以上自分の役目は無いと察したのか、アイはその場を後にする。

　自分達に気を遣ったのが分かったセルトは、もう一度深くアイに対して頭を下げる。

　これは最初にフューラが言ったようにチームの問題。彼等が解決すべき問題。

「セルト……フューラ……。私、どうすればいいのかな……？」

　顔を上げたレリアの顔には無などどこにもなく。ただただ苦く悶もんで彩られていて。

　フューラは勿論、セルトであっても見たことがないぐらい悲痛な表情。

　自分にはいないと思っていた本当の家族が急に現れて、しかもそれが王族だった。

　そして自分を王宮に迎え入れたいという。その結果、セルト達に迷惑をかける。

　突如降って湧いたその事実と、自分が多くの人間を巻き込んでしまっているという自責。

　レリアの頭の中には困惑が渦巻いており、発した言葉通り何も分からなくなっていた。

（俺の所せ為い……だよな。俺が余計なことしなけりゃ……）

　あの時レイラを助けていなければ。助けたとしてもその後放っておけば。

　王宮への誘いを断っておけば。飛んできた皿を自分が避けていれば。

　たらればの話をすればキリがないが、自分が何とかしなければならない義務がある。

「……悪い、フューラ。暫しばらくレリアのこと頼むわ」

　意を決したセルトはフューラにレリアを任せて、おもむろに一人で歩き始めた。

「ちょ、セルト!?　何処に行く気よ!?」

「お前らはもう寮に帰れ。今日はよく寝ろよ？」

　適当にお茶を濁す。これは自分が付けなければならないケジメだった。

　大事な幼馴染を泣かせたのは。悲痛な表情を浮かばせているのは誰の所為か。

　思いついた方法は一つだけ。ある意味で諸もろ刃はの剣とも取れるそれは、ただレリアの為に。

「…………セルト」

　何故だか彼が遠くに行ってしまうような気がして。レリアは彼の名前を呼ぶ。

　だが返事は無く、セルトは全開で身体強化を施して何処かへ消えていった。

「……大丈夫よ、レリア。今日は私が一緒にいるから」

「フューラじゃ、嫌だ……。セルトが、いい……」

「こんな状況で我わが儘ままね!?　あーもう、何かやるなら必ず責任取りなさいよね……」

　完全に弱り切ったレリアを任されたフューラは頭を抱えて嘆く。

　勇傑祭までは後九日。この問題を解決しないことには何も始まらなかった。
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　十傑巡りをしてから三日後。三人は集まることはなく個々人で励むという建前で。

　あれ以来セルトを見かけていない。寮に行ってもほぼ留守という異常な事態。

「──。……久々の快眠」

　目を覚ましたレリアは呟つぶやく。あれ以来満足に睡眠が摂とれていなかったが今日は違い。

　何故かは分からないが、久し振りにゆっくり寝られたとレリアは疑問に思う。

　ゆっくりと目を擦こすり、覚かく醒せいし切っていない頭を起こそうと思ったその瞬間。

「!?　ここ、どこ……？」

　目を覚ました場所が自分が住んでいた寮の一室ではないことに気付く。そして当然セルトの部屋の布団の中でもない。全く見覚えのない場所でレリアは目を覚ましていた。

　そもそもベッドの質からして全く違う。簡素なものではなく、なんとご丁寧に天てん蓋がいまで付けられた豪華な物であり、布団はフカフカで枕は勿もち論ろん低反発だった。

「むにゃ……レリアお姉様～……うふふ……」

「……レイラ？」

　そして気付けば隣にはレイラが寝ている。そこから導き出される結論は一つ。

　寝て起きたら、レリアは王宮内にあるレイラの寝室に移動していた。

「何で……？　いつの間に……!!」

　少なくとも無理矢理連れてこられたのは確か。すぐさまレリアはベッドから飛び退のく。

　激しめに飛び降りた所為か、隣で気持ちよく寝ていたレイラが目を覚ましてしまった。

「あ～レリアお姉様～……。おはようございます～ふわぁ～……」

「……お姉様って呼ばないで」

「何故ですか～……？　たった二人の姉妹ですのに～……」

　完全に寝ね惚ぼけ眼でレリアの冷たい態度を嘆いているようにも見えるレイラ。

　レリアに続くようにしてベッドから降りて、ゆっくりとレリアに近付いていく。

「私を拉ら致ちしてどういうつもり……？」

　勇傑祭の前だというのに強行策に出た王族側に対してレリアは軽けい蔑べつの眼まな差ざしを向ける。

　こんなのが家族だなど断じて認めないとレリアの顔がよく表していた。

「拉致……？　あれ、セルト様からお話を聞いていませんか～？」

「セルトから……？」

　しかし、レイラからセルトの名前が出るとレリアの顔は一変する。

　とはいえ話など一つも聞いていない。一体どういうことなのかと詰め寄ると。

「はい～セルト様から『レリアだけ王宮に招待してやってくれ』と言われまして～」

「セルトが……!?　どうして……!?」

　あの後セルトが向かっていったのはなんと王宮だったことが判明した。

　その提案は勿論のことすぐに受け入れられた。王族側には不利益が全く無いからだ。

　そして秘密裏にレリアを連れ出した。期間は二泊三日の王宮体験ツアー。

「『レリアに本当の家族を教えてやってほしい』……そうセルト様は仰おつしやっていました～。私達としましても願っても無い提案でしたので～今に至るという訳です～」

「セルトが、そんなことを……？」

　信じられないという顔を隠さないレリア。それはある意味で裏切りともとれる行為で。

　ただ、怒りよりもどうしてそんなことを言ったのかという疑問の方が大きかった。

　自分に傍に居てほしくないのか、とも思ったその時。レイラが三の句を継いだ。

「凄すごく必死な形相で～自分の感情を押し殺したような、そんな表情をしていました～。きっとセルト様からしても～苦渋の決断だったのだと思いました～」

「!!」

　セルトは当然、レリアにいなくなってほしくてこんなことをしでかしたのではない。

　どうしたらいいのか分からないレリアに対しての道みち標しるべを提示するのがセルトの目的。

　困惑している段階では何も起こらない。だから、迷いと葛藤までそれを進ませる。

　揺れるのなら大いに揺れろ。揺れた結果で自分の手で本当に欲しいものを掴つかみ取れ。

　そんな考え。セルトはレリアにもレイラにも伝えなかったが、すぐに分かった。

「……本当に、セルトは。いつも、私を惑わしてくる……」

　一瞬でも疑った自分が恥ずかしいとレリアは目を伏せながら顔を赤らめた。

「あの本気の表情～カッコよかったです～。愛されてますね～レリアお姉様～」

「愛されてる自信はある。……いざ言われたら恥ずかしいけど」

　そしてレイラの追い打ちで更に顔を赤くする。伊達だてに長く生涯を共にしていない。

　レイラは満足気に頷うなずくと、レリアの手を引いて扉の方に向かい始めた。

「では早速朝食に参りましょうか～その後はお母様に会いに行きましょう～」

「うん。それがセルトの意思なら」

　セルトからのメッセージを受け取ったレリアにもう迷いは無く。

　本気で悩む為に一歩前に。レリアの王宮体験が今始まろうとしていた。




「──確かにレリアね……。というかやっぱり若い頃の私に似てるじゃないの」

　朝食後、レリアを前にしてテンションが上がっているミリラクシア皇后の部屋にて。

　言葉の通り、彼女はレリアが髪を伸ばしてそのまま大人になったような女性だった。

　再会して早々、レリアは皇后に顔を弄いじり回されており不満げな表情を浮かべる。

「顔を触られるのは、苦手……」

「あぁ、ごめんなさい。昔からそうだったものね、レリアは」

　ベッドから半身を起こしただけの皇后は、今度は顔ではなくレリアの頭を撫でる。

　その優しい撫で方は他の誰とも違う。何故だかとても懐かしい気がした。

「確か記憶が無いんでしょう？　私はフレア＝ミリラクシアよ、覚えてくれると嬉うれしいわ」

「分かった、フレア」

「ふふっ、なんだか不思議な気持ちね。実の娘に名前で呼ばれるなんて」

　レリアの失礼とも取れるその呼び捨ても、おおらかな気持ちで受け入れるフレア。

　どうやら性格の方はレリアにではなくレイラの方に受け継がれているらしい。

「でも、お母さんって呼んでくれたらもっと嬉しいかもしれないわ」

「……まだ分からないから。ごめんなさい」

「そうよね。まぁ、ゆっくりで構わないから大丈夫よレリア」

　ニコニコの笑顔でレリアに気にしなくていいと伝えるフレアは正しく母親で。

　笑っている途中で咳せき込んだりもしていたが、絶対に笑顔だけは崩さず。

「そもそもグレイさんが厳し過ぎるのよ。レリアにもやりたいことがあるものね？」

「うん。好きな人もいる」

「あら、本当に!?　誰なのかしら？」

「私を救ってくれた幼おさな馴な染じみ。私は彼の為に生きてきた」

「すっごく素敵じゃない!!　今度その彼も連れてきなさい、挨あい拶さつしたいわ!!」

　不思議な程に会話が弾み、レリアの中に温かな気持ちが湧き上がってくる。

　本当の母としか出来ない娘との何でもない会話。それを楽しんでいるように見えた。

「!!　ごほっ、ごほっ……。ちょっと勢いよく喋しやべり過ぎちゃったかしら……」

「あんまり無理しないでほしいのですよ～お母様～」

　フレアの咳せきが酷ひどくなると、傍かたわらにあった薬をレイラがすぐさま手渡す。

　申し訳なさそうにフレアは薬を受け取ると、一気にそれを水で流し込んだ。

「……フレアは病気なの？」

「ううん、こんなの大したことないわ。昔から少しだけ身体が弱くてね」

　心配させまいと気丈に振る舞ってはいるが、明らかにちょっとというレベルではない。

　そもそもベッドから起きてこない時点で弱っているのは明らかだった。

「気にすることないわよ。私は貴方あなた達が元気でいてくれたならそれでいいんだから」

　フレアはレリアの背中をポンポンと叩たたき、レリアが逆に勇気づけられてしまう。

「……私は、フレアにも元気でいて欲しい」

「あらあら。こんなに優しい子に育ったなんて、村の人達には感謝ね」

　この短い間の会話でも、レリアにもたらした影響は凄すさまじく大きく。

　フレアの一言一言が頭の中にストンと落ちていく感覚が非常に心地が好かった。

「でも、そうね。若い二人は王宮の中を仲良く探検でもしてきたらどう？」

　そしてフレアに送り出される形で二人は部屋を出た。やはり無理は出来ないのだろう。

　出た直後のレリアの顔はどうにも沈んでいた。会話はとても楽しかった筈はずなのに。

「……身体が弱いのに私達を産んでくれた。それなのに私は、分からないだなんて」

　慣れている感じがしたのできっとあの身体の弱さは生まれつきのものなのだろう。

　それに加えて双子を産むという大変さ。それを知らなかったで片付けていいものか。

「お母様は全く気にしてないですよ～そのまま言葉を受け取ればいいんです～」

「それをする資格は、今の私には無い」

「何故です～？　家族であるという以上の資格は無いと思いますよ～？」

「それは……そうかもしれないけど」

　そもそも『本物の家族』であることを否定したかった理由は何だったのか。

　今までの自分を否定されたような気がしていたからではなかったのか。

　誰も今の自分を否定していないし、今までの自分も受け入れてくれている。

「家族って……何なんだろう」

　レイラに連れられて王宮の中を歩いている間も、疑問が降って湧き止まない。

「う～ん。家族は、とっても温かくて優しいものだと思いますよ～」

「温かくて、優しい……」

　レリアは自分が村に迎え入れてもらった時のことを不意に思い出す。

　余よ所そ者でも受け入れてくれた温かさと優しさ。それを受けて生きてきた。

　でも、今受けているのも同じものだった。そこに何一つとして違いなど無く。

「……王宮の中の色々な人、紹介してレイラ」

「!!　はいっ～!!　レリアお姉様の御心のままに～」

　歩み寄れていないのは自分だけだと理解したレリアは、まずは行動に移す。

　決してただ絆ほだされている訳ではない、と自分の中で言い訳しながら。
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　レリアの王宮探検は尚なおも続く。現在地は王宮で働く侍女達の休憩所。

　そこにいたのは一人で何やら落ち込んでいる様子を見せていた若い侍女だった。

「──!!　れ、レイラ様、本日もご機嫌麗しゅう……ひっ!?」

　彼女はレイラが入ってきたことに気付き、挨拶をするが途中で悲鳴を上げてしまう。

　先日犯した重大な失態。罰として減給を喰らったが、本当に怖かったのはレリアだった。

　そのレリアがレイラと共にいる。恐怖が蘇よみがえってしまい思わず声に出てしまった。

「その節は、た、大変申し訳ありませんでした!!」

　そして即座に平謝り。身体は震えており、今にも泣きそうなのが見て取れる。

　当のレリアは半分忘れていたのだが、謝られてドジをかました侍女だと思い出した。

「レイラ。この王宮にいる人は、皆家族みたいなもの？」

「はい～。立場の違いこそあれど、同じ場所で暮らしていますので～」

「そう……凄くいいことだと思う」

　王族であることに胡坐あぐらを掻かくことなく、従者全員を含めて家族同然だという。

　その考えはレリアのいた環境にマッチしており、非常に嬉しく思っていた。

「顔を上げて。私もあの時は言い過ぎた」

「で、ですが……」

「家族の失態は許す。私はそう教わったから」

　わざとでは無いのなら尚更、それもまたルデス村で教わった大事なこと。

　失態をただ糾弾するのではなく、許して次に活いかす。本人の反省を促す。

　レリアの持っている家族像はそうだった。そういう環境で生まれ育ってきた。

「次は、ちゃんとお皿を持ってきて欲しい」

「いいですね～夕食の時は彼女に担当してもらいましょうか～」

「は、はい!!　誠心誠意、やらせていただきます!!」

　侍女は背筋をピンと伸ばして、綺き麗れいな一礼を見せると拳こぶしを握って走り出した。

　また気合が空回りしなければいいが、とレリアは少しだけ微笑を浮かべる。

「嬉しいです～レリアお姉様に家族と言っていただけるなんて～」

「……別に。ここに居る間だけ」

　レイラはレリアの腕に引っ付いて、顔をスリスリと擦こすり付けながら言う。

　対照的にレリアはすんと顔をいつもの無表情に戻し、あくまで仮だと告げた。

　天てん秤びんは未いまだに傾く兆候は見せない。ただ、彼女達を見直しつつはあった。

「さ、探検は続きますよ～次は思い出の場所に行きましょう～」

「思い出なんてない」

　相変わらずレイラに引っ張られるような形で。それでも拒むことは無く。

「良い思い出と悪い思い出～どちらがいいですか～？」

　普通こういう時はいい思い出だけではないのかと思うが、真意は分からない。

　わざわざ選択肢に挙げるということは、必要なことなのだろうと勝手に解釈する。

「悪い方。嫌なことは先に終わらせる」

「同意です～やっぱり姉妹ですね～」

「姉妹関係無い」

　誰だってそうすると反論するが、レイラは聞く耳を全く持っておらず。

　姉妹であることを散々アピールしてくるが、未だレリアの心を溶かすには至っていない。

　それでも気にしていないのか、一緒に居られるだけで嬉しそうなレイラ。

　確かに自分に妹がいればこんな感じなのかもしれないと思い始めた時。

「──ここです。私も、あれ以来あまり立ち寄ってはいないのですが～……」

　連れてこられたのは、王宮内にある大きな物置。使っていない調度品が置いてある。

　普段からあまり使っていないのか中は薄暗いが、掃除は行き届いているようだった。

「ッ……」

　その悪い思い出の場所を目の当たりにしたレリアは思わず息を呑のんだ。

　こんな場所、知らない筈なのに知っている気がする。不可解な感覚だった。

「レイラ、ここは……」

「はい。レリアお姉様が私を庇かばって……魔族に攫さらわれた場所です」

「……そう、なんだ」

　完全に記憶が呼び戻された訳では無いが、刹せつ那なの間にフラッシュバックが。

　強大な既視感を得たのは、実際にこの場所に自分の中のトラウマが存在していたから。

　魔族に攫われたことによるショック。自分だけが家族と離れ離れになったという絶望。

　だから心を壊さないように全ての記憶は失われた。それはある意味生存本能で。

（そうか。私はここで……全てを失った）

　皮肉なことに悪い記憶ほど想起されるもので、レリアは既に思い出しかけていた。

　四歳という幼い身でありながら、必死に考えて大事な妹を守った。物置に沢山置かれていた調度品の陰に妹を隠して自分だけが犠牲になることでそれ以上捜させなかった。

「……レイラは、その時のことはよく覚えてる？」

「…………」

　純粋な問い。レリアに全く悪気は無いが、レイラは目を伏せて口を閉ざす。

　暫しばらく黙ったままだったが、伏せた目を上げるとレリアを真っ直ぐ見つめて言った。

「勿もち論ろんです……。私の所せ為いでお姉様が……と考えたら忘れられるはずもありません。それは私にとって罪であり誇り……偉大なお姉様の分まで精一杯生きようと……」

　その時の出来事を罪であり誇りだと零こぼしたレイラ。それには聞き覚えがあり。

　自分のこれまでの人生を振り返っても、その感情が常に大半を占めていた。

「……同じ、だね。私も……同じような気持ちを抱えてる」

「レリアお姉様も……ですか？」

「うん。私も昔、セルトに助けてもらったから」

　助けられてばかりの人生だった。大事な人の枷かせになっていたと思っていた。

　だが、自分も誰かの救いになっていた。それを決して枷などとは思ってはおらず。

「私も、セルトみたいに身を挺ていして誰かを助けられる人だったんだ……」

　きっとセルトも同じ気持ちだったんだと理解すると、レリアは微笑んだ。

　最愛の人と肩を並べられるような、そんな出来事が自分にもあって良かったと。

「ありがとう、レイラ。貴方が生きていたことが、何よりも嬉うれしい」

「!!　そ、そんな……お礼を言うのは私の方ですよ～!!」

　レイラは目に涙をいっぱい溜ためると、レリアの胸を借りて大泣きし始める。

　手のかかる妹の背中を優しく撫なでるレリアの姿は何処からどう見ても姉であり。

「レイラ、次はいい思い出を教えてくれる予定」

「は、はい～!!　そちらは何個でもありますからね～!!」

　今度は逆に泣きじゃくるレイラを引っ張るような形になったレリア。

　かつてはこうして王宮を歩いていた。そんな記憶も少しだけ覗のぞいてきていた。




「──ご馳ち走そう様さまでした。美味おいしかった」

「口に合ったのなら何よりだ」

　二人で王宮を満喫した後、レリア達は再びフレアの部屋を訪れていた。

　目的は、自由に身体を動かせないフレアを慮おもんぱかり彼女の部屋で夕食を取る為に。

　既に食事を終え、レリアは綺麗に出された食事を全てたいらげていた。

「少し硬いわねグレイさん。せっかく家族水入らずなのよ？」

「そうか？　普通だと思うが……」

「そこまで硬いとは思わない」

「となると、レリアの性格はグレイさん似なのかもしれないわね」

「そうだと思います～では私はお母様似ということで～」

　硬い喋しやべり方をする父と姉。そして柔らかい喋り方をする母と妹。
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　髪の色は母から、性格は父から受け継いでいるのは明白でもう疑いようが無い。

　何処からどう見ても家族。既にレリアもそういう風に認識し始めていた。

「それで、レリア。王宮に迎え入れることについては納得してくれたのか？」

　食事の後の紅茶を優雅に飲みながら、グレイはレリアに答えを迫る。

　もうこのままここに住んでも構わない。そういう気持ちが前に出てきていた。

「私に戻ってきて欲しい理由は……やっぱり魔術を上手うまく使えるから？」

「表向きの理由では、な。当然レリアを愛しているからこそ一緒に過ごしたいのが一番の理由だ。それが原因で決めかねているのなら、今のうちに誤解を解いておきたい」

　もしそうでなければ優勝することでレリアに自由意思を与えるという条件には乗らない。

　とはいえその二つの理由が共存しているのは確か。利得と愛情が入り交じっている。

「……今はまだ、分からない」

　最初は完全に拒絶していたのが今は保留になっている。それだけでも大きな前進。

　グレイは満足気に頷うなずくが、フレアは急せかすようなグレイのその態度を窘たしなめる。

「そうよ。レリアにも他に大事なものがあるんだからね、グレイさん」

「それはそうだが……私なりにレリアのことを想ってだな……」

　どうやら夫婦の立場はフレアの方が上であるらしい。完全に尻しりに敷かれている。

　国王のこんな姿を見られるのはここだけ。家族の前だからこそ曝さらけ出せる姿。

「好きな男の子だっているんだもの。迷うのだって当然よ」

「好きな男……だと!?　……まさかとは思うが、セルト君か!?」

　話題はレリアの好きな異性の話に。グレイは明らかに取り乱しながら問い詰める。

「うん。私はセルトを心から愛してる」

「いいわね、若いって。私も昔からグレイさんを心から愛しているけどね」

「ッ!?　……まさかレイラまで好いているということはないだろうな!?」

「セルト様ですか～？　……とっても素敵な男性だと思いますよ～」

　飛び火を受けたレイラだったが、セルトの真しん摯しな願いを聞き入れた時のことを思い出して少しだけ頬を赤らめる。自分もあそこまで誰かに想われてみたいと思っていた。

　グレイはわなわなと身体を震わすと、項うな垂だれるかのようにテーブルに伏した。

「……セルト君は二人の恩人だ。邪険にする訳にもいかないが……もどかしい」

「父親らしくていいじゃない。これもまた一つの幸せよ？」

　娘を持つ父親なら誰でも通る道。大切に思うからこそ、恋人が出来れば複雑なもの。

　とにかくグレイの感情はぐちゃぐちゃだった。そんな父を見てレリアはクスッと笑った。

「誰が何と言おうと私はセルトが好きだから。本当に世界で一番大事な人」

「……そうか。だが、条件を覆すつもりはないからそのつもりでいてくれ」

「うん。ありがとう……グレイ」

「親を呼び捨てとは感心しないが……今はそれでいい」

　少しだけしんみりした雰囲気になったところで、グレイは席を立つ。

　まだ政務が残っている。大半の要因はギャラガが寄越してきた無理難題がメインで。

　結局のところ裁定はそこで下される。時間が過ぎるのを誰も待ってはくれない。

「悔いのないようにね、レリア。大事な人と一緒に精一杯頑張るのよ」

「そのつもり。どうすればいいかは、もう分かってるから」

　セルトが作ってくれた本物の家族との時間。レリアの中に生まれた新たな葛かつ藤とう。

　その葛藤が明白になった今、やるべきことに対しての迷いはもう無かった。

「今日は一緒に寝ましょうね～レリアお姉様～!!」

「今日も、だと思う」

　何よりも大切な想い人と友達。一度はその手から零れ落ちた血の繋つながった家族。

　どちらを選ぶのかはレリアだけが決められる。彼女だけの葛藤と迷いだった。




　　　　＊




「──やっと見つけた……!!　一体何処で何やってたのよ、貴方あなた!?」

「……フューラか」

　勇傑祭まで後五日を切った頃。セルトがいつも鍛錬を行っている人ひと気けの少ない丘。

　そこで一人座っていたセルトだったが、フューラが息を切らして来訪してきた。

「説明しなさいよ、ちゃんと。レリアがいないのも貴方が何かしたんでしょ？」

「レリアにとって必要なことだと思ってな。今も多分王宮にいるよ」

　何処か遠くを見つめながらセルトは何でも無い事のように言う。

　初めてその事実を知ったフューラは、特に驚くことも無く溜ため息いきを吐いた。

「……だったらせめて私には相談しなさいよ。私達はチームでしょ？」

「悪い悪い。でも、お前も同じ立場なら同じことしたろ？」

「そうね。きっとそれが最適解だもの」

　最適解。どうしようもなくなっていたレリアに対しての架け橋には確かになった。

　だが、やはり感情を処理し切れていないのかセルトの表情はどこか微妙で。

「……参ったよ。わりと動揺してる自分がいる」

　一度は故郷に置いてきた幼おさな馴な染じみ。それも彼女を想っての行動だったのは言わずもがな。

　今回はその時よりも気持ちが揺さぶられていた。頭を掻かいてセルトは苦笑いを零す。

「でもお前の言う通りなんだよな。これが最適解、これ以上の答えは無かった」

　レリアに本当の家族がどういうものか教える為に王宮へ招待してもらった。

　家族の温かみを知れば、レリアの中の困惑や戸惑いというものは恐らく消え失うせる。

　困惑と戸惑いよりも、迷いと葛藤を明白にした方がまだ幾分はマシだろうという考え。

　だが苦肉の策でもあった。本当はしたくはなかった行為だったのは間違いない。

「……らしくはないわよね。自分から行動に移すなんて」

「そうだな。でもそれだけ俺はレリアを大事に思ってるってことだろ、きっと」

　セルトにとって誰が一番大事か。それは当然、自分自身を彼は一番上に置く。

　そしてその次に来るのがレリア。そうでもなければあんな面倒なことはしなかった。

「困ってる人を見過ごせない……レリアの言う通りだったってことね」

「誰彼構わずって訳じゃないけどな。相手は選ぶし、結局は自分の為だ」

「そういうところは、貴方らしいと思うわ」

　セルトのそれが万人に向けられる優しさではないことはフューラも知っている。

　そして最終的には、自分への利が無ければ彼は決して動きはしない。

　セルトはおもむろに立ち上がると、大きく伸びをして王宮がある方角に眼を向けた。

　今彼女は何を思っているか。彼女のことだから、変な問題でも起こしてなければいいが。

「何にせよ……俺達に出来るのはあいつに選択肢を与えてやることだけだ。俺の退学を回避するだけのモチベーションじゃ正直怠だるいと思ってたし、丁度いい」

　セルトは自じ嘲ちよう気味に笑い、追い詰められた状況を少しだけ楽しんでいるようにも見えた。

　レリアを救うことが結果的に自分を救う形になれば、それ以上は無いだろうと。

「サックリ優勝して……その後はあいつの意思に全部任せりゃいいだろ」

「貴方は寂しくないの？　泣いたりしないかしら？」

「馬鹿言え、俺は一度あいつを故郷に置いて来てる。泣くのはレリアだよ」

「最低な発言ね……。まぁ、貴方が泣くのは想像出来ないけど!!」

　レリアがちゃんと選べるように。そしてついでにまだ学園の恩恵に与あずからせてもらう。

　悪くは無いモチベーション。それを二つ同時に得られるのなら儲もうけもの。

「でも、具体的に当日どうするか何も決まってないのが不安ね……」

「あ？　問題無いだろ、レリアが多少復調して戻ってくりゃどうにでもなる」

　レリアはきっといつもの調子では戻ってこない。迷いと葛藤が生まれているからだ。

　だがこの前の時よりも多少調子が戻っていれば、全く問題無いと判断していた。

　模擬戦とは違う超広大な戦場。そして一対一ではなく全員でのサバイバル戦。

　既に勇傑祭優勝への種は蒔まき終わっており、準備自体は完かん璧ぺきに近い。

　加えて十傑討伐にはボーナスがあり、他の一般生徒が十傑を狙わないとすれば。

「どれだけ俺達に有利だと思ってんだ。負けたらやばい、そう思っとけよ」

　唯一無二の射程を持っているセルトには負けが許されないレベルでの有利状況。

　そして前線はレリアが崩れなければ崩壊しない。フューラももう十分に強い。

「よ、余計なプレッシャーを掛けないでよね……」

　フューラはげんなりとした表情でセルトの言葉を受け入れるが、声色は明るく。

　短い期間ではあるが、シャランの手ほどきの成果を見せるにはうってつけの機会だった。

「さて……明日にはレリアも戻って来るし、今日はもう帰って寝るか」

「嘘ばっかり。じゃあ、どうしてわざわざここにいるのよ。鍛錬の為でしょ？」

「……お前が来さえしなければやってたっての」

　フューラへの恨み言を吐いてセルトは先に寮までの帰り道を歩き始める。

　それに続くようにしてフューラも、揶揄からかうように笑いながら横に並んで歩き始めた。




　　　　＊




「──いい加減目を覚ましたらどうなんですか？　もう身体は全快でしょう？」

「……あ？　あぁ、なんだよアスタかぁ……」
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　常に空を紫色の雲が覆っているその場所は、人間界から遠く離れた魔界。

　中心には権威を示すかのように大きな城。その中のとある一室での出来事。

　話しているのは赤い髪を持つ悪魔同士。似ているのはそこだけの彼等。

「困りますよ。貴方がいなければ計画を完遂出来ないんですから」

「計画だぁ……？　何の話かも知ったこっちゃねぇが……」

　そこにいたのは、セルトにやられて頭だけになっていた四幻魔の一角、ディアボロ。

　既に身体は完全に再生しているようで五体満足だったが、万全ではなかった。

「約束したじゃありませんか。復活したらフォルネ様の計画に力を貸すと」

「……てめぇ、アスタじゃねぇなぁ？　正体現せやぁ、クソ女ぁ……!?」

　話していたのはディアボロの部下であるアスタ、に見えるが違うとディアボロが断ずる。

　それを指摘された彼女はニヤリと笑うと、その姿をぐにゃりと歪ゆがませていく。

「──よく見破ったねぇ、ディアボロ君!!　合格点をあげようじゃないか!!」

　歪んだ身体が元に戻ると、彼女はいつの間にか黄緑色の髪の女性の姿になっていた。

　ぱっと見では人間に近く見えるが、頭には黒い角があり背中からは黒い翼が生えている。

「因ちなみに力を貸してくれると約束したのは本当のことなんだけどな。よろしく頼むよ？」

「だから何も聞いてねぇって言ってんだろがぁ!?　知ったこっちゃあねぇ!!」

「ちゃんと許可は取ったんだよ。まぁ、つまりはこういうことさ」

　彼女は軽快に指を鳴らすと、その奥から本物のアスタがふらっと現れた。

「私ですよ、ディアボロ様。誠に勝手ながら話を進めておきました」

「アスタァ!!　なら少しは悪びれろやぁ!?」

　ディアボロは忠義も何も無い部下に怒るが、アスタは全く動じていなかった。

「四幻魔の一角であるフォルネ様に持ち掛けられましたら、一介の悪魔である私など……」

「直属の部下ではないとはいえね。アスタ君は喜んで話を受けてくれたよ」

　フォルネと呼ばれた女性は、全く悪びれる様子も無くアスタの頭を撫なでる。

　嬉うれしそうにしているアスタを見て、ディアボロの怒りは更に高まっていった。

「曲がりなりにもてめぇは俺の側近だろがぁ、アスタァ!?」

「部下への圧力が酷ひどい上司よりも、褒めてくれる上司の方がいいですよ……」

　アスタは下手な泣き真似をしながら、フォルネの方をちらりと見やる。

　煽あおるタイミングだと理解したフォルネは、ニッコリ笑みを浮かべて言い放つ。

「魔王様に進言しておこうか。私の側近にアスタ君をどうか、とね」

「殺してやるよ、そんなことしたらなぁ……!?」

「軽い冗談だよ。一いつ旦たん落ち着きたまえ、最近の君はどうにも精神が不安定だ」

　具体的には彼が首だけになって戻ってきた日から。常に彼は怒っている。

「クソ生意気なガキがあのクソ学園にいやがってなぁ……!!」

「なんと。私は丁度その学園と関係ある話をしようとしていたんだ、奇遇だね」

　フォルネが言っていた計画。それはどうやらクレシエンド学園に関係ある話のようで。

　つい最近、その学園で痛い目を見たディアボロはフォルネに詰め寄った。

「あぁ!?　ならそれを早く言えやぁ、クソ女がよぉ!?」

「ふぅ、やれやれ……。ここまで血の気が多いと話し甲が斐いも無くなるというものだよ」

　どうやらあまり仲は良くないらしい四幻魔の二柱だったが、フォルネは話を続ける。

「魔王様からのお達しさ。『そろそろ強いの寄越してこい』と伝えて来いとね」

　かつてギャラガと死闘を繰り広げたとされる魔王。交わした約束はまだ果たされないのかとご立腹な様子らしく、フォルネは呆あきれたような仕草を見せながら言った。

「それなら俺がこの前報告しただろうがぁ!!　馬鹿が沢山いるってよぉ!?」

「ディアボロ様は瀕ひん死しでしたので、報告したのは私ですけどね」

「細けぇこたぁいいんだよぉ!?　それでも不服だってのか、あのクソ魔王はぁ!!」

　クレシエンド学園には有益な人材が揃そろっている。それだけでも十分な報告ではあった。

　実際に魔王は満足していたようだったが、つい最近になって状況が急変。

　問題になっていたのは、つい最近まで魔界の表層にいた三人の人間の存在。

「魔王様はその三人が来るのを楽しみにしていたらしいんだけどね。何やら急にとんぼ返りしたらしくて魔王様は激憤さ。それで今回のお達し、という訳だよ」

　その三人はとにかく暴れ回ったらしい。あまりの強さに魔族達が泣いて逃げ出す程に。

　ギャラガの再来か、と期待していた魔王だったが裏切られた気分になり消沈。

　そこで声がかかったのがフォルネ。いい加減に発破をかけてこいとの命令だった。

「……真面目な忠告だがなぁ、学園に手を出すのはお勧めしねぇ」

「ほう!!　君がそこまで言うとは、その『クソ生意気なガキ』が原因なのかな？」

「じゃかぁしい!!　……どうせ例の三人も学園の生徒だって言ってんだ」

　魔王が楽しみにするほどの人材。正攻法で挑んでも首だけになるのがオチだと。

　気性の荒いディアボロの忠告。それを真しん摯しに受け取ったフォルネは笑った。

「安心してくれたまえ。狙うのは学園ではなくて、もっと重要な所さ」

「!!　おい、それぁまさか……」

　学園に手を出すのはリスクとリターンが合わない。ならば取る手は一つだろうと。

　思い返されるのは、フォルネが危うく四幻魔の称号を剥はく奪だつされそうになった出来事。

「くふふふっ!!　もう十年以上経つが、リベンジといこうじゃあないか……!!」

「……当時、相当怒られてましたよね。勝手な真似するなと」

「もう時効だろうさ!!　それに今回は魔王様直々のお達し、やらない手はないだろう!?」

　大おお袈げ裟さに高笑いをするフォルネを、ディアボロは冷めた目で見ているが。

　間接的な報復が出来るのなら悪くはない。それほどに重要な場所だった。

「今回は制圧出来る数だけいればいいよ。無駄に配下の魔族も消費は出来ないから、ね」

「煽ってんのかぁ、てめぇ……!?」

「まさか。君の失敗談から学んだ、合理的かつ有効的な案だよ」

「やっぱり煽ってんじゃねぇかぁ、クソ女ぁ!!」

「そう感じるならそうなんじゃないかな？　それでは、また計画の日にということで」

　ディアボロの怒りを受け流し、フォルネはクスクスと笑いながらその場を去っていく。

　結局のところ計画の内容は何も分かっていない。だから引き止めようとしたのだが。

「ご安心を。私が全て聞き及んでおりますので」

「……アスタァ。次からは俺に先に必ず許可を取れ、いいなぁ？」

　腹心の部下が全く勝手なことをやっていることにディアボロは圧を掛ける。

　もう流石に怒り疲れたのかその声には迫力は無く。アスタは苦笑がちに返した。

「だって回復の為に寝てたじゃないですか。いつもは自分で判断しろとか言いますし」

「チッ……悪かった。さっさとその計画とやらの内容を話しやがれ」

　ディアボロはそれでも仕事をきっちりこなしていたアスタに軽く頭を下げる。

　そんな珍しいディアボロを見て、アスタは微笑を浮かべながらディアボロの隣に。

「心配せずとも、私はどんなことがあってもディアボロ様だけの部下です。フォルネ様の変身した姿にすぐに気付いてくださって、私は本当に嬉しかったですよ」

「……うぜぇ。だったらもっと忠義厚くしろや……」

「照れてる照れてる。では、計画についてお話ししますね」

　そんな会話が魔界で行われていたのも露知らず。人間界では無情に時が過ぎていく。

　勇傑祭。それは生徒全てが内うち輪わ揉もめをしているという、魔族達にとっての大チャンス。

　それを知ってか知らずか。その日にフォルネの計画が始動しようとしていた。








三章　勇傑祭の開幕一日目とあまりにも一方的な展開






　晴天の兆しを見せる早朝。フューラは急ぎ足で男子寮の一室の前を訪れていた。

　相棒のレイピアは手入れ十分、体調も申し分なし、最高のコンディション。

　いつもよりも早くそこに来ていたフューラは、大きく息を吸って扉に手を掛けた。

　万が一にも寝坊は許されない。だから彼女が彼等を迎えに行くのは当たり前の話だった。

「──二人共起きてるかしら!?　早いとこ準備して行くわ……よ……？」

「おう、遅いぞフューラ」

「待ちくたびれた」

　中に入れば当然寝起きの彼等がいると思っていたフューラは思わず面を喰らう。

　そこには既に学園の制服を身に纏まとい、のんびりお茶をしているセルトとレリアがいた。

「し、信じられない……貴方あなた達が準備万端だなんて……」

「信用無さ過ぎだろ。日頃の行いか？　うん、日頃の行いだな」

　あまりの驚きようを見せるフューラにセルトは手をひらひらさせて薄く笑う。

　自分でも信じられないぐらい今日は早く起きられたとセルトはいたく感動していた。

　驚いていたフューラだったが、いつも通りな様子のレリアを見ると少しだけ微笑む。

「それと……レリアはおかえりなさい。もう大丈夫なのかしら？」

「当然。フューラに心配されるようじゃおしまい」

「その口の減らなさなら安心ね……」

　どうやら得られたものは大きかったようで、レリアの顔に憂いは全く見えず。

　とはいえムカつくことはムカつくのでフューラはレリアの背中を強めに叩たたく。

「ちゃんと守ってよね。私のことも、セルトのことも」

「順序が逆。セルトのことも、フューラのことも守り切ってみせる」

「細かいっての!!　とにかく期待してるからね、レリア!!」

「テンション高過ぎ。でも、私も少し舞い上がってる」

　その二人の自然なやり取りにセルトも笑みが零こぼれる。本当に仲良くなったものだと。

　レリアの中の迷いと葛かつ藤とうはきっと消えてはいない。それでも決意は固まっているようで。

　目下の心配は越えていた。だからこそ言い訳無用の戦いがもうすぐそこまで迫っている。

「ちゃんと飯食っとかないとな。一日戦い通しなんだろ？」

「そうね。まだ時間に余裕もあるし、途中で食べる軽食もついでに作っておきましょ」

「私も手伝う。セルトの味の好みは任せて」

　しかし過度な緊張は無く。まるでピクニックにでも行くかのような彼等の準備風景。

（……マジでこの二日間終わったら一週間は休み貰もらおう。今決めた）

　テーブルに肘ひじを突きながら、キッチンに向かった二人の後ろ姿を見てセルトは思う。

　怠惰極まる彼がここまで頑張ろうとしているのも全てはその後の平穏の為。

　戦いが始まる前の今のひと時。このような時間が永遠に続くことこそが彼の夢。

「セルト!!　貴方も座ってないで手伝いなさいよ!?」

「えぇ……？　誰の部屋だと思ってやがる……」

「貴方の部屋なら尚なお更さら貴方がもてなすべきなんじゃないかしら……？」

　今日はもう勇傑祭以外は頑張らない。そう心に決めたセルトは当然席を立たない。

　文句を言うフューラにレリアが文句を言いながら、穏やかな朝の時間は過ぎていく。

「……今更手放せねぇよなぁ」

　そう小さく零したセルトの言葉は誰にも聞こえないまま部屋の中に消えていった。




　開催決定から約十日間の時間を経て、遂ついに勇傑祭の日がやってきていた。

　王都全体を使うという異例の事態を可能にしたのは、ミリラクシア王国に伝わる魔術。

　国王であるグレイによる、王都にある建物全てを薄い防護壁で覆うという離れ業。

　その結果、国民の安全面は保証されある程度の激しい戦いにも耐えられるフィールドに。

　学園の運営と、協力している王族や有力貴族の叡えい智ちが集った一大イベントとなる。

「──獲得したポイントは各チームに支給された腕輪で確認。ついでに現在のランキングも分かる優れもの……ね。世の中には知らない魔術が沢山あるな、尊敬する」

　セルトは小さな水晶が埋め込まれた腕輪を眺めながら、その便利さに感嘆していた。

　水晶はそれぞれ各水晶とリンクしており、装着者の魔力を流すことで起動する。

　一体誰がこのような複雑な魔術を組み込めるのか。仕組みはとんと分からないが。

「最初の勇傑祭の時からある物らしいわよ。先人には感謝ね」

「綺き麗れい。私も着けたい」

　腕輪を着けるのはセルト。着けた者が倒されれば討伐扱いになるので当然と言えば当然。

　とにかく相手を倒しまくり、絶対に脱落しない。それが優勝の為の絶対条件だった。

　九時半。現在は学園内にある大講堂に総勢八百人弱の生徒が集められている。イベント前のお決まりなのか、学園上層部のお偉いさんが舞台に立って開幕の挨あい拶さつをしていた。

「──本日より開幕となる勇傑祭、諸君らには思う存分活躍してもらいたい。それぞれが勇者を目指す者として恥じることの無い戦いをし、栄光を掴つかんでみせよ。また……」

「無駄になっげぇわ。話もつまらんし早く終わらせてくれねぇかな」

「馬鹿、声が大きいわよ。形式上必要なものなんだから黙ってなさい」

「飽きた……」

　仮にも勇者を目指す人間が集まる場所。偉い人間が喋しやべっている間は誰もが口を閉ざす。

　しかし、そんなの知ったことではないと喋るセルトを周りは冷たい目で見ている。

（お、釣れたか？　そうそう、存分に感情を増幅させなよ勇者見習い達）

　何かと話題の編入生。潰つぶすのならここだと思っている生徒も少なからずいることだろう。

　セルト達のチームランクは未いまだにＤ止まりでありセルトの順位も最下位に近い。ランクや順位によって得られるポイントは大きく変動していくので、倒すメリットは正直薄い。

　だが時に感情は利害を越える。変に話題となり目立っているのなら尚更。

　中には未だに見下している者も多数いる。だからセルトは今のうちに餌を撒まいた。

「……では、一分後に王都への転送を開始する。心してかかるように」

　ようやく長話が終わったのか、今から一分後に一気に勝負が始まると告げる。

　腕輪に組み込まれているもう一つの魔術、王都と学園間のみの限定的な転送機能。

　その利便性ゆえに、勇傑祭以外では決して使ってはいけないとされる超貴重品だった。

　周りの空気が一変する。重苦しく、息苦しい、そんな戦いの前の緊張感。

　善戦しようと息巻く者、緊張で顔が真っ青になっている者、自信に満ち溢あふれた者。

　その様相は様々であったが、間違いなく一番多いのは両手を合わせて祈っている者達。

　転送先は完全にランダム。どうかその転送位置が幸運な場所でありますように、と。

　勿もち論ろん不幸に該当するのは、転送された先に十傑の誰かがいることだと誰もが考えている。

（そういや、十傑の人達は何処に……）

　周りを生徒に囲まれている中、セルトは彼等を探したがすぐに見つかった。

　数多くの生徒の中にあって明らかにオーラが違う、十人の怪物達はいつも通りで。

　セルトが見ていることに気付くと、何人かはセルトに対して反応を見せた。

「ははっ、本当に余裕かましてるなあの人達」

　アイとセレナは軽く手を振って、シャランとギールは僅わずかながら微笑んだ。

　そしてノアとガレイ。ノアは輝くような笑顔で、ガレイは不快感を顔に見せる。

　間違いなく誰もがセルトを多少なりとも意識しており、その上で余裕を見せていた。

「んじゃ、最初は決めた通りでよろしく」

「えぇ。頼んだわよ、セルト」

「信頼してる」

　転送まで残り十秒を切ったところでセルトが装着していた腕輪が煌きらめき始めた。

　そしてフューラとレリアがセルトの両腕に抱き着くと、三人の身体を光が包んだ。

　一瞬の浮遊感。眩まばゆい光に包まれ目を閉じたその刹せつ那なの後には、王都の何処かに。

　三人が飛ばされた場所は実に幸運なことに、高い建物の屋根の上だった。

　すぐさまセルトは眼に魔力を集中させ、その能力を望遠と視野拡張に特化させる。

　時間との勝負。自身の前方に見える範囲を余すところなく見逃さないように。

「──見つけた」

　そしてセルトは即座に大量の魔力球を自身の周りに浮かばせてそれぞれ放出した。

　セルトが瞬時に探し出していたのは、同じように高所に飛ばされた不幸なカモ。

　予想していなければまず面を喰らい、その後の対応が確実に遅れてしまう。

　その数秒をセルトは見逃さない。捕ほ捉そくしたチームは五つ、逃げる隙さえ与えない。

　一番遠いので五キロ近くあったが、その距離は彼の前では意味を成さなかった。

　放出された魔力球はそれぞれが全く違う軌道とスピードで飛んでいき。

「全弾命中。完全な不意討ちで本当に悪いな？」

　完全に意識の外、まさかとは思いながらも身体は動かない。初手で狙いを付けられ、無慈悲にも魔力球が当たった生徒達はすぐに数秒前までいた大講堂に再転送されていった。

　魔力球を違う方向と相手に狙いを付けて。勿論のこと倒せるぐらいの威力で。

　初手からいきなり神業の如き索敵と技術。完全にセルトの魔術の独壇場だった。

「本当に当たったの……？　全く見えないけど」

「当たったよ。ちゃんとポイント増えてるだろ？」

　腕輪に埋め込まれた水晶を見れば、確かに０だったポイントが大幅に増えている。

　射程があればこその電光石火の先制攻撃。プランは予定通り以上に進んでいた。

「フューラ、私達は私達の仕事を」

「分かってるわ。セルト、どこに向かえばいい？」

　勿論今の先制攻撃はポイントを取る為だけの行動ではない。真意はその先にある。

　セルトの魔術はどうしたって目立ち、空を駆ける一筋の光は撃てば位置がバレてしまう。

　どうせとるならハイリスクハイリターンを。気付いてくれれば僥ぎよう倖こうだと願いを込めて。

「──あそこだなー!!　首洗って待ってろよー!?」

「十時の方角。どうやらちゃんと見つけてくれたみたいだ」

　セルトが見据える方向の先。上空を流れていった魔術を見て目を輝かせた者が一人。

　両手を高々と上げて振り回し、一直線に周りを顧みずに突っ込んでくるその姿。

「灰がかった髪色と褐色の肌に鋭い歯、間違いない。早速大物が釣れちまったな」

　十傑の中で最もセルト達を意識していた少女。同じ一年生にして十傑の化け物。

『乱舞』のレオナ＝ティレンタ。最強の一年生は自分だと言わんばかりの猪ちよ突とつ猛もう進しんで。

「んじゃ、まずはあれの相手頼むわ。流石に情報無さ過ぎるからな」

『了解』

　セルトの指示で二人はすぐさま建物から飛び降りて、会敵へと向かって行く。

　流石に距離があるので向かい合うまでには多少の時間がかかるだろう。

　だからこの時間も無駄にはしない。少しでも多くのポイントを稼ぐ為の餌は既に。

「……ってことで、全員もれなく見えてっからな？　逃げられると思うなよ」

　当然魔術の放出に気付いたのはレオナだけではない。近場にいた生徒は当然気付く。

　不意討ちは自分の専売特許。セルトの眼を未だに侮っているのが彼等の敗因。

　彼女達が会敵するまでに。セルトの下に辿たどり着ける生徒は誰一人としていなかった。




　　　　＊




「今日も相変わらず囮おとりと足止め、か。一見すれば損な役回りよね、私達って」

　後方で繰り広げられている派手で一方的な、戦いにすらなっていないそれを見てフューラは思わず苦笑しながら呟つぶやいた。あれを見れば誰もが少しは落ち込み羨せん望ぼうするものだろう。

　完全にセルトの為に用意されているような舞台のように見える今回の勇傑祭。

「そう？　私は役に立っている気がして好き」

「そりゃね。セルトの為、と思えばそんな気持ちも消えるけど──」

　開けた大通り。普段なら多数の人が煩雑に行き交う場所だが、今は人ひと気けは無く。

　閑静なその場所に響いてくるは、大地を踏みしめて奔走してくる大きな音。

「──今日は止めるだけじゃなくて、倒すつもりでいるから」

「違いない。それぐらいの意気があってこそ」

　全速力で走ってきたその少女は前方にいたレリアとフューラを見て急停止した。

「うおっ!?　やる気満々だなーお前ら!!　あたしの前に立つなんて!!」

　急停止したことで、地面との間に摩擦によって生じた煙が少しだけ上がっている。

　足元を見れば素足に包帯を巻いている。というか靴など生涯で一度も履いたことはない。

　そして制服はへそ出しにスパッツ。羽織は無く、右手にも雑に包帯が巻かれていた。

「あたしはお前らにも興味があるけど、あのズルい魔術使う奴が目当てなんだー!!」

　行く手を阻まれたレオナは両手を振り上げて怒りを露あらわにしている。

　空を駆けたあの魔術。それをズルいと表現したレオナに二人は顔を歪ゆがませた。

「ズルい？　貴方あなた、何も知らないのね」

「当たり前の話。だけど、その発言は見過ごせない」

　あれは正しく努力の結晶。努力し続けたものが到達出来る、最上の領域。

　それをズルいなどと表現する彼女には、負けるわけにはいかなかった。

　フューラはレイピアを抜いて構え、レリアはフューラの一歩後ろに控える。

「やるってんならやってやるよー!!　あたしはもう誰にも負けないから!!」

　そしてレオナも、おもむろに低い姿勢を取りながら拳こぶしを構えた。

　それはまるで四足の獣のようで。人と対たい峙じしているような感覚ではなかった。

　一瞬の静止。それを破ったのは、一気にフューラに飛び掛かったレオナだった。

（!?　何の工夫も無い、ただ飛び込んだだけ……!?）

　そのあまりに雑な一手目にフューラは驚くが、すぐにレイピアを合わせにかかる。

　アイほどの速さも無ければシャランほどの技量も無く、脅威を感じなかったのだが。

「がおー!!　いくぞー!!」

　レオナの掛け声がかかると、フューラに迫っていた拳が何重にも増えた。

　全く予想だにしていなかったそれを見て、フューラは固まってしまっていた。

「……やっぱり、保険はかけておくべき」

　しかしその拳はレリアが張った大きな障壁に阻まれたことで、重なった打撃音が響く。

　元々何が起きてもいいように強めの障壁を張ったが、それでもヒビが入っていた。

「お？　お？　あたしの拳で壊れない？　何それ何それ!!」

　レオナは拳を止められたことで一いつ旦たん後ろに飛び退のいて距離を取る。

　見たことのない強固な壁を目の前にしてレオナは興奮した様子を見せている。

　聞こえた打撃音は恐らく二十五。あの一瞬で彼女は二十五発の拳を撃ち込んでいた。

　実際に拳が増えた訳ではない。それはあまりに精錬された『連撃』だった。

「そういえば、そういうタイプだったわね……!!」

「仕方ない。あれはきっと、そういう生き物」

　彼女に渡された二つ名は『乱舞』。確かにその名に恥じないスタイルを見せた。

　有り得ない程の手数の多さ。あれは技術でも何でもなく、ただの連打でしかない。

　それが単純故に実に強力であり、彼女を彼女たらしめている強さだった。

『おいおい、一撃目でやられそうになってたらこの先困るぞ』

　他の有象無象を片付け終わったのか、セルトから魔術による通話が飛んでくる。

　しっかり一部始終を見ていたらしく揶揄からかうかのようにフューラに発破をかけた。

『どこが一撃目よ。明らかに二十以上手数あったじゃない』

『論点はそこじゃなくねーか。というか、あれが十傑十位ね……』

　魔術を主体にしないという点ではアイやシャランと似ているが、彼女は武装すら使わない完全な徒と手しゆ空くう拳けん。己が肉体のみを武器として戦う姿はまさに野生児。

　掴つかみどころのない変則的な構えは、普段武装を相手にしている者ほど混乱しやすい。

「分かったぞ!?　先にあの邪魔なの張る奴倒しちゃえばいいんだ!!」

　そして一見馬鹿に見えて、正攻法が無理と分かれば多少の柔軟性も発揮する。

　レオナは狙いをフューラからレリアに変えると、今度は普通の立ち姿で足を振り上げた。

『……レリア。見せ所だぞ』

『当然』

　レリアがヘイトを買うのはある程度は当然の話。全て防ぎ切って隙を作る。

「よっしゃー、見せてやる!!　あたしの究極奥義!!」

　今度は足を広げ手を地面に付けてまるで独こ楽まのようにレオナは高速で回転し始めた。

　触れただけでも数キロは吹っ飛ばされそうなその回転数は、確かに脅威だったが。

（手が地面に付いてるなら……）

　レリアが狙っていたのはシャランの時と同じく、地面から障壁を生やすこと。

　浮かせればセルトはその隙を逃さない。そうでなくてもある程度体勢は崩れる。

　そしてレリアが向かってくるレオナの手元を狙って障壁を生やす一瞬前。

「!?」

「な、なんかやばい気がしたけど合ってた……!!」

　レオナは完全に動きを止めた。その直後に目の前に地面から障壁が生えてくる。

　そのまま進んでいれば自分は浮かされていた、と安あん堵どの息をレオナは吐いていた。

『野性の勘……ってやつか？　厄介極まりないな、おい』

　あれは予想や推測などという高度なものではない。単純に本能で危機を察知しただけ。

　既に魔力球を撃つ準備をしていたセルトは、一旦その魔力を引っ込める。

　セルトの得意分野は相手の意識外から撃ち抜くこと。だが、根拠の無い勘で避けられるのなら堪たまったものではなく、彼女の身体能力なら恐らくそれを可能にする。

「うー、すっごくやりづらい!!　気持ちよく戦わせろー!!」

　フューラを相手にすればレリアが守り、レリアを狙えばセルトが睨にらみを利かせる。

　そしてフューラが身体を張って立ちはだかることでセルトの下に向かわせない。

「それはこっちの台詞せりふよ……何をしてくるか全く予想がつかないっての……!!」

　しかしそれはセルト達も同様。全身を武器としたそのスタイルは唯一無二であり、まず本人が何を考えているか分からない。その上で危機察知や回避にも優れている。

（魔ま狼ろうの時みたく攻撃に合わせてカウンター……は妙に鋭い勘で避けられそうだな。弾幕を張るにしてもあの連撃の前だと全部弾はじかれて意味が無い……と。そもそもこっちのやり方は既に割れてんだ。既存の考え方は全部捨てた方がいいってことかね、怠だるいな）

　お互いに不利が付くという稀け有うな状況。改善するのなら、新しいアイデアが必要だった。

「う～ん、どうすればいいんだろう～!?」

　そう考えているのはレオナも同じなようで、攻撃の手を止めて考え込んでいる。

　深く考えることは苦手なのか非常に苦戦しているようで、隙だらけにも見えたが。

「……手出せないわよ。あんな連撃、まともにもらったらレイピアが折れるわ」

「賢明。私の障壁も微妙に相性が悪い」

　またあの足技を繰り出されたら恐らく障壁はもたない。レリアの障壁は重い一撃には強いが、同じところに攻撃を重ねられると先程のようにヒビが入ってしまう。

　そうして暫しばらく膠こう着ちやく状態が続く。少し経って、レオナが両手を強く叩たたいて笑った。

「──やーめた!!　あたしはあたしらしくやらせてもらうもんね!!」

　結局難しく考え込むのは自分の領分では無いと判断したレオナはまた突っ込んでくる。

　同じような何の工夫も小細工も無い突進。それが最も厄介なのは間違いなく。

「乗ったわ……元々勝つつもりだったもの……!!」

　そしてそれに乗せられるようにフューラもレイピアを構える。

　せめて一撃ぐらいは入れられなければ話にならない、そんな考えの下。

『……いいの、セルト？』

『いいよ。ちゃんと守ってやれ』

　今のフューラはかつてのように考えなしに一人で戦う孤独な少女ではない。

　楽しそうに笑っているレオナは最初と同じようにフューラに飛び掛かって来る。

　そして拳を振り上げると、全力の連撃をフューラに向かって叩き込んできた。

　また幾重にも増えて見える拳。何人もの相手と同時に戦っているような感覚。

「レリア!!」

「うん」

　フューラの掛け声でレリアはフューラの前方に円形の障壁を張った。

　何個かの拳がその障壁に当たり、レオナは円の外側を縫うようにして拳を繰り出す。

「出所さえ見えればこっちのものよ!!」

　何処から来るかも分からなかった拳の行き先が限定されれば、フューラの目でも追いつく。

　そして弧を描くようにしてきたその拳に合わせるようにレイピアによる刺突を。

　危機を察知したレオナは出した拳を引っ込める。後数センチのところで届きはしなかったが、当たっていれば大きなダメージになっていたのは間違いない。

『やるじゃん。それが出来れば上等だな』

『これぐらい出来なきゃ話にならないわよ!!』

　シャランが得意としているような、見てから合わせるカウンターの剣技。

　その技術の域には程遠いが、形にはなっているとセルトは素直に褒め称たたえた。

　もう一度同じように飛び込むが結果は同じ。出所を限定されてカウンターされる。

「──あーもう!!　大人しく殴られてくれればそれで終わるのにー!!」

　何度も何度も自分の得意とする攻撃を透かされ、怒り心頭といった様子のレオナ。

　あらゆる敵はその回避不能なまでの連撃だけで無惨にも沈んできた。沈んできたが故に、それ以外の引き出しが殆ほとんど無いのが恐らくレオナの弱点だと言える。

　まだまだ粗削りな才能。十傑十位という、未来を担う者としては確かに相応ふさわしい。

「うざったい!!　あいつの魔術がちらつくから本気でやれないし!!」

　そして精神的にもまだまだ未熟。思い通りにいかなければ癇かん癪しやくを起こしてしまう。

　セルトが後ろに控えている事実。それが本領を発揮出来ない理由だと叫ぶ。

　またも手詰まりかと思われたが、いきり立ったレオナは大きく跳んで二人を追い越した。

「ちょ、嘘でしょ!?」

「そうじゃん!!　あいつ倒せば全部解決!!　あたしってば頭がいい!!」

　邪魔な障害を吹き飛ばせないなら無視をする。そもそも目的は彼なのを思い出した。

　少し前に見た一筋の光の根元へ猛然とダッシュ。他の何も目に入らない。

『セルト!!　そっちに向かったわよ!?』

『予想外。こっちのミス』

　フューラとレリアはその後ろ姿を追いかけながらセルトへ通話を飛ばす。

　レオナを押さえるのが二人の役割。まさかそれを跳び越されるとは思わなかった。

　一つの目的へとひた走る彼女はどんどんその距離を二人と離していく。

『……まぁ、そうくるだろうと思ったよ』

　セルトは溜ため息いき混じりにそう零こぼすと、魔力球を浮かばせてレオナに放出した。

　猛然と向かってくるレオナに対して真っ直ぐに魔力球が走っていく。

「そんな正面からの魔術が、あたしに通用するかーっ!!」

　唸うなりを上げて目の前に迫ってきた魔術を、レオナは気合を入れてセルトがいるであろう方角に対して斜めに蹴けり返した。それを素足でやるのだから規格外もいいところ。

「それ、とんでもない悪手だぞ。よく考えることも覚えた方がいい」

　レオナから見て、進行方向から視認出来ていた魔術は一つ。

　だからついでにセルトが困ればいいと思い、思い切り蹴り返したのだが。

「──え、やばっ……!?」

　蹴り返した直後。完全に重なるようにしていた二つ目の魔力球が迫っていた。

　レオナの目線からでは一つしか見えなかった魔力球だったが、実際は二つ。

　それに気付いた時にはもう遅く、二つ目の魔力球がレオナに見事にぶち当たった。

「あぐっ……!?」

　もろに魔力球を喰らったレオナは、その威力に思わずのたうち回る。

　こんな単純な策は普通なら通用しない。恐らく他の十傑なら予想をしてくる範はん疇ちゆう。

　しかしそんな予想も推測も、レオナはしないことをセルトは分かっていた。

　加えて上手うまくいかない焦りと怒りで、セルトに迫ることだけを考えていたとすれば勘も働きはしない。何も考えずに身体が動くからこその本能的な危機察知であるからだ。

「ぐぐ……!!　ま、まだ負けて……!!」

　ノーガードで魔術を貰もらったレオナだが、それでもよろよろと立ち上がった。

　距離が足りていなかったのか、昏こん倒とうするまでには至らなかったがそれでも十分。

「──降参なさい。もう貴方あなたに勝ち目は無いわ」

「抵抗は無意味。大人しくして」

　そこでようやく追いついたフューラのレイピアを喉のど元もとに突き付けられる。

　少しでも動けばレリアの障壁も張られるという完全に詰みの状況を作られてしまう。

　多大なダメージを貰ってまともに動けないレオナにはもう抵抗のしようがなく。

　一瞬だけフューラに睨みを利かせるも、それに負けじとフューラも目線を逸そらさない。

　レオナは諦あきらめがついたのか、深く息を吸うと大きな声で高らかに笑い始めた。

「やるじゃんかお前らー!!　こんなに何も出来なかったのは滅多に無かったぞ!!」

　レオナは両手を上げて降参の意を表し、地面にへたり込んで大の字になる。

　これまで腕っ節だけでのし上がってきたが、同世代にそれが通用しない相手がいる。

　それが嬉うれしいのか、レオナは笑顔を崩さない。気持ちのいい敗北に怒りは忘れていた。

「……終わり、でいいのよね？」

「流石にもう戦えない!!　あいつの魔術はズルいけど確かに本当に凄すごかった!!」

　レオナに完全に戦う気が無くなったのを見てフューラはレイピアを下ろす。

　脱落の転送自体はまだ行われない。それでももう動けないのは明白だった。

「ギャラガには申し訳ないなー!!　せっかくあたしを拾ってくれたのに!!」

「え、貴方もお父様のスカウトなの!?　編入生じゃないわよね？」

「ずっと森で一人でいたところにあいつが急に来てな!!　ボロカスに負かしたあたしにここに入学するのを勧めてくれたんだ!!　あいつマジで最強、お前らよりもな!!」

　どうやらレオナもギャラガに見初められた一人であったらしい。そしてその野生児のような見た目通りに大自然で生まれ大自然で育っていたことを明かした。

　セルト達に完全に負かされてもギャラガが最強だという。それほど完膚なき敗北だった。

「負けたのは死ぬほど悔しい……。余裕で勝てると思ってたし、潰つぶすつもり満々だった!!　でもいいんだ!!　これからはお前らがあたしをもっと引き上げてくれる!!」

　だからこそのあの時の宣戦布告。同じギャラガに認められた者同士の競演を夢見た。

　十傑として一人で戦い、三対一。それでもレオナはちゃんと勝つつもりだった。

『……そいつに伝えてくれ。面倒だからお前とはもう二度とやりたくないってな』

「貴方とはもう二度とやりたくないってセルトが言ってるわ」

　簡単に勝てたように見えたが、それは彼女の精神が未いまだに不安定だったから。

　心身ともに成長した彼女ともう一度戦うなど正直考えただけで嫌になる。

　だからこれはセルトからの最大限の称賛だった。それを分かってるフューラはそのままレオナに伝えたが、言葉通り受け取ったレオナはショックを受けたような顔を見せる。

「嫌だッ!!　絶対次はぶっ倒してやるから覚悟しとけよなー!!」

『……だって、セルト』

『勘弁してくれよな……』

　当然の如く断固拒否。そしてそこでレオナの身体が腕輪の光に包まれた。

　レオナは満たされたかのような笑顔で二人に手を振ると、学園へと転送されていった。

　十傑を誰か一人でも倒すこと。それが初日の目標だった彼等はここで一息つく。

『セルト、今からそっちに戻る』

『あぁ。予定より随分早かったし、暫くは様子見だな』

　少なくとも周囲一キロの範囲には他の生徒はいない。全てセルトが喰くったからだ。

　初しよっ端ぱなから十傑との全開での戦闘。流石に休息が必要だと判断し、一いつ旦たん小休止を。

　されど決して意識を切らすことは無く。勇傑祭はまだ始まったばかりだった。




　　　　＊




　十傑の一人が開始早々に脱落するという波乱が巻き起こる中、昼過ぎの事。

「──うお、マジか。やべぇこと起きてんな」

　王都全体の様子見をし、大きな動きがあれば動こうと思っていたセルトが呟つぶやく。

　セルト達が拠点として構えた場所から遠く離れた王都の南西に当たる地域。

　従来の戦場の約四倍という広さであるにも拘かかわらず、非常に珍しい事態が起きていた。

「……相変わらず何が見えてるのよ、貴方には」

　セルトが見ていた方向をフューラも見るが、見える範囲には当然何も起きていない。

　セルトが見ていたのは十キロも先の出来事。当然見える筈はずも無くフューラは呆あきれている。

「まさに大怪獣決戦って感じか？　十傑四人が争ってる」

　呆れたような顔を隠そうともしないまま、セルトは目撃したそれを告げた。

　そのとんでもない文言を聞いて、フューラは一気に顔色を悪くさせる。

「うわ……王都吹き飛んだりしないでしょうね……？」

　勇傑祭は元々十傑同士で争うことは多いものの、四よつ巴どもえともなれば話は別。

　一人でも王都が危ういところに四人。フューラの心配も尤もつともなものだった。

「誰が戦ってるかによると思う」

「九位から六位の二年生が一堂に会してる。行脚の甲か斐いは一応あったってことかね」

　その場にいたのはクレシエンド学園の二年生が誇る十傑下位から中位の面々。

　それぞれがそれぞれの強みを持ち、他に類を見ない。果たして相性は如い何かほどか。

　当然セルトはその戦いを見逃さない。大きな隙があれば漁夫の利を得る方針。

　しかし一度撃てば警戒される。四人を一斉に倒せるなどという状況にはまずならない。

　少なくとも、一人が三人を倒すような状況になれば横よこ槍やりを入れるつもりでいた。

「アイ先輩の一人勝ち、が正直理想かな。流石に厳しいとは思うが」

　とはいえそうはならないだろう。恐らくあの面々の実力は拮きつ抗こうしていると見ていい。

　とにかく今は様子見。組んでいた策が成功するかは、彼等の勝負に懸かっていた。




「──どうかな。ここは因縁もあることだし、二対二っていうのは」

　奇跡的なまでに四人が鉢合わせとなり、互いに牽けん制せいし合った直後の提案。

　提案者はシャラン。正々堂々の一対一を好む彼は、四人での戦いを避けていた。

　だから折衷案の二対二。個人でのサバイバル戦の為、いつ裏切られるか分からないという状況でのそれは本来は成立しないが、今この状況なら話は別だった。

「では、私とシャラン君で組むってことですね。いい落としどころだと思います!!」

「……俺とミルか。悪くはない」

　シャランはアルヴァと戦いたい、アイはミルをぶっ飛ばすと言った手前がある。

　まさしく双方ともに利がある協力関係になる。共闘の経験も何回かあった。

「いいの!?　ボクとアルヴァだったら余裕で勝っちゃうよ!?　足し算してみなって!!　そっちは七と九でこっちは六と八!!　数字が低いこっちの方が絶対超有利だよ!?」

　唯一その意図を理解しておらず、完全に余計なことを言い放ったミル。

　恐らく、本当にそれで大丈夫なのかと相手を気遣った発言だったのだが。

「いい度胸だね、ミル。僕がこの場で一番下と言いたいのかな？」

「勝負は順位だけでは決まらないと思いますよ、ミルちゃん？」

　つまりは二人が『格下』だという発言だったそれは、闘志を燃えさせるには十分で。

　序列があることの弊害。気にはしていなくても、いざ言われたらカチンとくるもの。

「え？　え？　ふ、二人共どうして怒ってるのさぁ!?」

「……はぁ。少しは考えて発言しろ、ミル」

　そもそも単純に足し算をするという発想自体がこの場では全く意味が無い。

　一年の時から十傑に名を連ねている四人。当然何回かは戦ったことがある。

「……そもそもミルはアイに勝ったことが無いだろ」

「そ、それはぁ……。でも、今日がその日かもしれないじゃん!!」

　仲が良いのか悪いのか。少なくともセットで括くくられることは確かに多いこの二人。

「……なら勝て。その後にお前を俺が倒す」

「アルヴァまでなんか怒ってるしー!!　もういいからやろうよ、早く!!」

　ミルが痺しびれを切らして背中の大おお槌つちを構える。それに倣って三人も同様に得物を構えた。

　二対二と銘打っているが、実質これは一対一が二つあるような状況。

　倒すべき敵を倒せる時に。この場に居た四人の考えは奇くしくもそれで一致していた。

「──行きますよ」

　まず堰せきを切ったのはアイ。持ち前の絶大な速さを活いかしてミルを攪かく乱らんしていく。

　そして挨あい拶さつ代わりに槍やりを一ひと薙なぎし、全く反応しなかったミルに直撃するが。

「いったいってばー!!　速過ぎるんだよ、アイは!!」

　効いているのかいないのか。ミルは鈍重な動きで槌を大きく振るう。

　当然アイには当たらない。しかしそれは、当たれば必殺となる一撃。

「相変わらず馬鹿げた耐久力ですね、貴方はっ!!」

　軽やかに少しずつアイが攻撃を刺していき、ミルは一瞬の好機を逃さず立ち回る。

　アイが圧倒しているように見えて紙一重の勝負。なんともバランスの悪い勝負だった。

「始まったね。さて……」

「……騒がしい」

　一方こちらは一定の間合いを取りながら双方ともに動かないままでいた。

　どちらが先に仕掛けるか、今はその探り合いの最中。剣同士の戦いは水面下で。

　既にアルヴァは双剣に風と雷の魔術を付与しており、緑と黄の光が揺らめく。

　必要なのは火力ではなく一手の速さ。それがシャランの技量を凌りよう駕がする為の最善策。

「来ないならこっちから行かせてもらうよ、アルヴァ!!」

　シャランの得意としている戦い方は、後の先を取る必殺の居合抜き。

　だがそれを知っているアルヴァは仕掛けてこない。だからシャランは先に仕掛けた。

「……」

　単純な真っ直ぐの振り下ろしをアルヴァは皮一枚のところで避ける。

　そしてその隙を突いて、双剣による斬ざん撃げきを異なる二方向から同時に繰り出した。

「甘いねアルヴァ。多方向からの攻撃は、もう慣れている」

　雷は体たい捌さばきで躱かわし、もう一つの風は剣先で少しだけ触れることで見事に受け流す。

　二つだけなら容易が過ぎる。彼は幾多もの魔力球を既に躱し切っているのだから。

　セルトとの真剣勝負で培ったその経験。あの勝負をアルヴァは知らなかった。

「……本当に腕を上げた。見違えるぐらいにな」

　最初の差し合いはシャランが優勢か。しかし長く続けば魔術を付与した剣を何度も受けることになり、シャランの持っている剣がもたない可能性があった。

　シャランはまた距離を取り、剣を鞘さやに納めて構える。それこそがシャランの形。

「次で決める」

「……決めさせない」

　少しの掛け合い後、互いに薄く笑った両者はほぼ同時に踏み込んだ。

　剣速だけで言えば速度に特化した魔術を付与したアルヴァが完全に有利。

　だが、今回ばかりはその速さを意識したのが仇あだとなってしまった。

　アルヴァの間合いに入る直前。シャランは自らの速度を完全に殺した。

　動から静への急変化。それに対応するには、アルヴァの剣は速度が乗り過ぎていた。

「……ッ」

　アルヴァの一つ目の風の斬撃はシャランに届く数ミリ前を掠かすめていく。

　しかし双剣の利点として、一つ目が躱されてももう一つは届く距離に修正出来る。

　雷の剣をシャラン目がけて刺突する。奥行きのある攻撃なら受け流すしかない。

「忘れたのかい？　一つ避けるなら、僕は剣すら必要無い」

　それを読んでいたシャランは、致命傷にならないように身体を無理矢理に捻ひねる。

　雷を纏まとった刺突はシャランの脇腹を斬りつけ焦がしていくが、もう止まらない。

　そして抜刀。綺き麗れいに横薙ぎに払った剣けん戟げきは、アルヴァの身体を捉とらえていた。

「これが、『剣聖』である僕の培ってきた技量だよ」

「……流石だな、シャラン」

　二人の身体はすれ違い、アルヴァはシャランを称賛する言葉を残して倒れ伏す。

　それを確認したシャランは納刀し、傷付けられた脇腹を押さえることなく立っていた。

　セルトとの戦いで得られた剣技だけでない体捌きの技術。それこそが勝負の決め手。

「ふぅ……。あっちはどうなっているかな」

　勝利を収め、一息ついたシャランはもう一つの勝負の方を見やる。

　二人の相性を考えれば、その勝負は長丁場になると思われていたが。

「──やばい。やばいやばいやばいやばい!!　全く当たる気がしない～!!」

　そこには焦っているような言葉と共に、既にボロボロになっているミルの姿があった。

　大槌を力任せに振り回しているが、俊敏に動くアイの姿を全く捉えられていない。

（……アイの姿が全く見えない。異常なまでに速過ぎるな）

　アイが学園において最速だというのは重々理解していたが、それでも今彼女が見せている速度は常軌を逸している。その残影ですら視認が出来ないという異常さ。

　アイにも弱点はある。その速度を長時間は維持出来ないというスタミナの問題。

「おかしいじゃん!?　いつもはそろそろバテてくる筈なのに!?」

　だが今日のアイは全くその速度を落とさずに、限界まで最高速を維持している。

　だからいつもは当たりそうだったミルの一振りも、当たる気が全くしなかった。

「がら空きですよ、ミルちゃん……!!」

「がふっ……!?」

　速度を維持したままでの槍による四連撃。流石にきついのかミルは膝ひざを突く。

　そしてとどめと言わんばかりに、アイは槍をミルの頭上目がけて振り下ろした。

「だ、大チャーンス!!　一瞬の油断が……命取りだよ!!」

　ミルは最後の力を振り絞って、渾こん身しんの力を込めて大槌をアイに向けて振り上げる。

　アイが攻撃するタイミングが唯一のミルの反撃チャンス。これに全てを懸けたが。

「遅過ぎるんですってば!!」

　先に刺さったのはアイの槍。その攻撃の後に生じる隙を狙ってのミルの大槌。

　アイの攻撃が当たっても尚なお振り続けた大槌だったが、当たる直前にアイの姿が消える。

　気付けばアイはミルの背後に。渾身の一撃を透かされたミルは体を震わせていた。

「つ、強過ぎるよアイ……。ボクじゃ、やっぱり、敵かなわない……のかな……？」

　そして遂ついに限界が来たミルだったが、大槌を杖つえ代がわりにして倒れることはなく。

　振り向いてアイにそう問いかける。その目には涙がいっぱい溜たまっていたが。

「はい。そのままじゃ絶対勝てないと思います!!」

「せめてもっと、感動的な一言がボクは欲しかったよぉ……」

　そしてミルは立ったまま意識を手放す。最後まで倒れないのはミルのモットーだった。

「──はぁっ、はぁっ……!!　流石に、飛ばし過ぎましたね……」

　その瞬間にアイの額から大量の汗が流れ始め、そして大きな息切れも起こしている。

　ミルにはああ言ったが、少しでも気を抜けば吹き飛ばされていてもおかしくなかった。

「私ともやりますか、シャラン君……!?　受けて立ちますよ……!?」

　勝負の後で気が高まっているのか、アイはシャランに対しても槍を向ける。

　全力全開で勝負を決めにいった理由は一つ。彼を絶対に退学させたくないから。

　仮にシャランであっても障害になるなら排除する。そんな覚悟を持っていた。

「まさか。そんな状態のアイとやるのは流石にね、僕も手負いだし」

　しかしシャランはそれを拒否。お互いにとってメリットが無いだろうと零こぼした。

　そんな状態、というのが良悪のどちらを指しているのかは分からなかったが。

「正直、助かります……」

　アイは大きく息を吐いてその場にへたり込む。大幅な疲弊は当然していた。

　それでも万が一の負けが無いように。手を抜くという選択肢は一切無かった。

「そこまでしてセルト君を退学させたくないかい？」

「勿もち論ろんですよ!!　私は、セルト君達が大好きですからね」

「そうか。アイはやっぱりそれがいい」

　他者の為に身を粉にして頑張れる。それも確かに勇者の素質であるのは間違いない。

　先程のアイの戦いは今まで見た中でも一番強かった。それこそがアイの本質。

「じゃあ、僕は行くよ。まだ上位は生き残ってるだろうからね」

「はい!!　私は少しだけ休みます……」

　化け物の集団の中にいて小粒揃ぞろいな二年生の四よつ巴どもえはここで幕を下ろす。

　結果的にはセルトと縁があった二人に軍配が上がった。それは決して偶然などではなく。

「私は信じてますからね、セルト君……」

　建物の壁に身体を預けて、休息を始めたアイはそう小さく零した。

　きっとこの戦いもセルトの目には入っていたことだろう。そう思うと頬が少し緩んだ。
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　勇傑祭の一日目。終了時刻までの猶予は既に一時間を切っていた。

　序盤で多くのポイントを稼いだセルト達は余裕を保ちながら、少しずつ移動を挟み。

「シャラン先輩の序列が妙に低いのって、なんか理由あるよな絶対」

　先程までの二年生十傑の戦いを一部始終見ていたセルトは、とある疑問を零した。

　洗練された技量、咄とつ嗟さの判断力、何より一対一における絶大な強さ。

　あれで九位だというのは何かの間違いだと疑うのも当然のことだった。

「あの人、常にあそこで鍛錬してるから殆ほとんどクエストとか行かないらしいわよ……」

　十傑の序列は単純な強さだけでは決まらない。それはアイが常々言っていたこと。

　シャランはそのストイックさ故に自らの技量を研けん鑽さんすることに多大な時間を要しており、学園への貢献度が低いと判断されている。そういう意味での九位だった。

「とにかくこれで一日目の目標はほぼ達成してると見ていい」

　アイがミルに勝ち、シャランがアルヴァに勝った。それは最高の結果に近い。

　問題だったのはアイ以外の誰かが一人勝ちして大量のポイントを得てしまうことだった。

「確か『一日目終了時点でのポイントを平らにする』……だったかしら？」

「そう。十傑に渡るポイントをなるべく分散させるのがセルトの狙い」

　勇傑祭は二日に分けて行われ、二日分のポイントを計上して最終的な順位が決まる。

　何としてでも避けたかったのは、十傑の誰かがポイントを総取りしてしまうこと。

　負ければその日は脱落、というシステム上。一人から得られるポイント契機は二回だけ。

　それまで得た分を奪える訳ではない。それは学園が掲げる勇者像には基づいていない。

　多くの者を打ち倒し、頂点に立つ。それこそが優勝者に相応ふさわしい在り方だった。

「俺達が得たのはレオナの分、そんで約三十チーム分のポイントだ。これだけ稼げば一日目としては十分、後は見かけた適当なチームを撃ち抜けばいいと思ってたが……」

　セルトは腕輪にはめ込まれた水晶をちらと見る。そこには現在の順位が表示されている。

　十分過ぎる程に予定通りに事が運んでいたが、予想内の想定外も一つ。

「俺達は今三位だ。勿論、上二人は誰か分かるよな？」

　セルト達の名前の上に二つ。大きくポイントを離して連なる名前があった。

　大半はこれを見ても驚きはしない。だが、彼等からすれば絶望にも近いそれは。

「ノア先輩と、ガレイ先輩……」

「確か、十傑の一位と二位？」

「あぁ。この感じだと、セレナ先輩とギール先輩は既に負けてる感じだな……」

　大方の予想を裏切ることなく、十傑の序列通りの順位を維持している二人。

　ポイントの増え方から見るに、セレナとギールは既にやられていてもおかしくはない。

　あの二人ですら敵かなわない怪物が一位と二位ということであり、それ以上の可能性もある。

「……最悪なのは今日俺達がやられることだ。何より二人の情報が足りてない」

　一応、アイやセレナから二人の戦闘スタイルなどは教えてもらっている。

　だが、実際に見てみなければ対策の立てようも無い。だからこそここが分岐点。

　無策で挑み、ポイントを得るか渡すかのギャンブルを仕掛けるか。

　自分達のポイントは動かないが、最も安全でかつ明日に繋つなげられる動きをするか。

　セルトの性格上、どちらの選択肢を取るかなど明白だった。

「──勝負は明日だ。他の敵が寄ってこない限り、今日は観察に徹する」

「そうね。他の生徒を見つけたら、私達が倒しに行くわ」

「大局を見るのが重要。焦っても仕方がない」

　現在、圧倒的に強いであろう二人の観察と分析。それが今は最適解と判断。

　足りないポイントは明日稼げばいい。明日二人を倒せば全てが事足りる。

　そしてセルトは魔力を眼に集め、王都全体を一気に見渡し始めた。
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　時は少しだけ遡さかのぼり、セルト達が方針を決める少しだけ前の出来事。

　彼女はここまで何もしていなかった。優勝には興味が無く面倒なだけのイベント。

　だが一つ約束をしていた。自分の知らない魔術を教えてもらえるという、大事な約束を。

「──こんなところで何してるんですか、セレナさん」

「!!　なんだ、フローリアかよ～。ここで待ってれば誰か来ると思ってたケドさ～」

　王都の中央付近。王宮の前の大きな広場の中心で胡坐あぐらを掻かいていたセレナ。

　この広い場所なら誰か釣れる。半分ぐらい寝ながらその誰かを待っていたのだが。

　現れたのは日傘を差した少女。十傑三位。フローリア＝パラダイムだった。

「ここはノア君とガレイ様が戦う約束をしていた場所……邪魔はさせませんことよ」

「あ、やっぱそなの～？　アタシの勘もそこそこ冴さえてるじゃ～ん」

　あの二人が戦う場所を選ぶのなら。それにふさわしい場を選ぶだろうと。

　根拠も何も無い勘だったが、フローリアの言葉で確信を得られたセレナは笑う。

「ってことはあいつらここに来るんだな～？　大当たりで普通にウケるし～」

「……知らないでここにいたのですか？　相変わらず考えが読めない人ですわね」

「いや～アタシもたまにはやる気出しとくか～？　的な感じのノリで～？」

　退屈そうに大きな欠伸あくびをかましながらも、いつもとは雰囲気が少し違うように見える。

　フローリアに関しても、先にガレイに言われていた場所に来ただけのようだった。

「というか～お前が残ってるのも普通に厄介だし倒しとこっかな～？」

「大口を叩たたきますわね、セレナさん。四位の貴方あなたにそれが可能だとでも？」

「逆に～お前がアタシに勝てる未来とか欠片かけらでも有り得るの～って話じゃね～？」

　セレナはケラケラと笑いながらフローリアに勝つこと自体は余裕だと零している。

　序列こそフローリアの方が上だが、実力は完全にセレナの方が上なのは周知の事実。

　だが、その能力の厄介さも知っている。なるべくなら手出しはしたくない相手だったが。

「一人じゃ戦えないお嬢様がよ～腰こし巾ぎん着ちやくの持ち主が今はいないっての分かってるか～？」

　セレナの馬鹿にしたかのような言い方に、フローリアはピクッと頬を歪ゆがませる。

　しかし事実は事実。挑発への怒りを抑えながら、フローリアは言葉を絞り出した。

「……私は私に出来ることをしますわ。私の全てはガレイ様の為に」

「うぜ～アタシはお前のそういうところが嫌いなんだよ～」

「奇遇ですわね。私も貴方のそういう軽薄な所は嫌いですわ」

　その返しにセレナはクスッと笑うと、八色に輝く魔術を目の前に作り出した。

　ふよふよと漂うそれは文字通りの破壊の塊。どうやら一撃で決めるつもりらしい。

「……言ったでしょう。私は、私に出来ることをすると」

　フローリアはその魔術には目もくれず、ただセレナだけを見つめて魔力を込める。

　完全にノーガード。避けるつもりも相殺するつもりもフローリアには無かった。

　というよりも、彼女にはそれが出来ない。単純な実力では十傑最弱の彼女は。

「貴方はここで、私と共に倒れるのです」

　そしてフローリアの手の先から黒い光の渦が放出され、セレナの下に届いていく。

　それは属性を持たない魔術。カテゴリで言えば『無属性補助魔術』である。

「!!　……相打ち覚悟かよ～マジで避けようが無いんだよなそれ～」

　セレナの補助魔術は、有効範囲にさえいればかけると決めた相手には確実にかかる。

　フローリアの用いた補助魔術は対象の魔力を空にするというおぞましい物であり。

「──よくやった、フローリア」

「!?」

　セレナの魔術が弾はじけ飛びフローリアを襲うその直前に、ガレイが不意に割り込んできた。

　そしてセレナの魔術にやられる寸前にフローリアは、ガレイの鋭い剣を浴びせられる。

　その後突如現れた闇の塊に、セレナの魔術の大半は吸い寄せられるように逸それていく。

「が、ガレイ様……ありがとう、ございます……」

「すまない、フローリア。セレナの魔力を空にする。その役割をよく果たしてくれた」

　ガレイは自らが放った剣によりその場に倒れ伏したフローリアを抱き抱えるようにして。

　逸らし切れなかった魔術の余波は全て自分が受け、多少のダメージを負っていた。

「……おいおい、そいつアタシの獲物だったんだケド～？　ずっこくね～？」

「ふん。魔力の涸かれたお前が吠ほえたところでどうにもならない」

　まず補助魔術しか扱えないフローリアがこの場に一人でのこのこと現れた時点で。

　釣ったのは自分ではなく、自分が釣られていたのだとセレナはようやく気付いた。

「ガレイ様……まずは、回復を……」

「あぁ、悪い」

　そして自らのポイントをガレイに捧ささげたフローリアは、討伐されたことにより学園へと転送される前にガレイに身体へのダメージを癒いやす回復魔術をかけていく。

　白い光が包み込み、セレナから負ったダメージを全て回復したガレイに彼女は微笑んだ。

　彼女が『生葬』と呼ばれる所以ゆえんは、その補助魔術により他者の生殺与奪の権を握ること。

　敵には弱体を、味方には強化と回復を配る。故に彼女の魔術はその場を支配する。

「言い残すことはあるか、魔術を使えない『魔女』」

　ガレイは剣をセレナに向けると、煽あおるようにしてセレナに言葉を投げかけた。

　全開のセレナの生存は厄介極まる。滅茶苦茶な魔術で全てを滅茶苦茶にするからだ。

　だからこそまずはフローリアが自ら犠牲になり、セレナを大幅に弱体化させる。

　そしてフローリアとセレナのポイントを総取り。それがガレイの策だった。

　完全に嵌はめられたセレナはそれでも嘲ちよう笑しようする。いつも通りの軽い態度で押し通した。

「ば～か。女の力借りてイキってんじゃねぇよ、スカシ男～」

「つまらん女だ」

　そしてガレイは捨て台詞ぜりふを残したセレナを斬り捨てる。一切の慈悲は無く。

　悔しさを一ひと欠片かけらも表には出さず、セレナは最後までその笑みを崩すことはなかった。

　そして同時にセレナとフローリアがその場から姿を消していった。

　十傑上位二人分。そのポイントを得られたとする意味は非常に大きい。

　ガレイは剣を納めると、一息つく間もなく自分が現れた場所の対角線を見やった。

「──はははっ!!　相変わらず女性にも容赦が無いな、ガレイは!!」

「……ノアか。いいタイミングだ」

　ゆったりと、余裕のある佇たたずまいで歩いてきたのはノアだった。

　誰かと戦った後なのか、所々が焦げついていたり切り傷が何か所か散見される。

　そして何よりも、戦いの場であるのに彼は丸腰だった。彼は決して魔術使いではない。

「今しがた、ギールと死闘を繰り広げていたところだ!!　その前にはシャランとアイともやってきた!!　危うく約束に遅れるところだったな、すまない!!」

　高らかに笑いながらノアは、十傑の三人を倒してきたとそう告げる。

　然さ程ほど大きなダメージを負っているようには見えないのは、彼等が弱いからではなく。

「ギールはともかく、シャランやアイにお前が苦戦する訳が無いだろう」

「それがどうだ、二人は前よりも遥はるかに強かった!!　手負いであったのが残念な程にな!!」

　強さの上には更なる強さが。彼等が負けた理由はノアが圧倒的だっただけ。

　気持ちよく敗者を讃たたえる姿勢。捨て台詞を吐かせたガレイとは大きく様相が異なる。

「時間が無い。俺はお前を倒して一位で今日を終える」

　ガレイは腕輪の水晶を確認し、未いまだに自分が二位であることを歯は噛がみすると剣を抜いた。

　自分以下は興味が無い。今は目の前のノアだけがガレイの眼中に存在していた。

「やるしかないな!!　正々堂々、仕合おうじゃないか!!」

　構えたガレイを見てノアはとある魔術を起動させる。それは、虚空に空いた穴。

　無属性の格納魔術。そこに手を突っ込むと、ノアは一振りの剣を取り出した。

　そちらが剣ならこちらも剣で。小手調べだとでも言わんばかりのそのノアの態度。

「!!　同じ土俵で勝負出来ると思うなよ、ノア……!!」

　ガレイがそれに激げき昂こうすると、ガレイの周りに闇属性の魔術が展開される。

　それは強力な引力の性質を持ち、あらゆるものを意思に関係無く引き寄せる。

　引き寄せられたノアとガレイの剣がぶつかり合い火花を散らしていく。ノアの鋭い斬ざん撃げきはガレイの闇魔術の引力などものともせず、打ち合いが続いていた。

「はははっ!!　やっぱりガレイとの勝負は心が躍るな!!」

「戯ざれ言ごとを……!!」

　一いつ旦たん距離を取ったノアの足元をガレイが氷属性魔術で凍らせるが、すぐに砕き。

　その隙を突いて剣を振り抜くがすんでのところでノアの剣に受け流された。

　ガレイのスタイルは学園で最もオーソドックスな魔術剣士だった。剣術を軸にしながら、様々な魔術を組み合わせることで多様な戦い方を見せる超万能型の戦士。

　学園の生徒の約半数以上がそのスタイルなのは、ギャラガがそうであったから。

　その中でもガレイのそれは最高峰。総合力に関していえば最も秀でている。

「お前、俺を舐なめてるのか？　俺相手なら剣一本で十分だと？」

　対してノアは取り出した剣を使っているのみ。現状ではガレイが押している。

　手加減をしているのなら許さない。ガレイの言葉にノアは大きく笑った。

「すまないすまない!!　お前との剣術での競い合いが楽しくてな!!」

　そしてそれを指摘されたノアは剣を格納し、今度は一振りの槍やりを取り出した。

　槍を構える姿も、学園で一番の槍使いと称されるアイに全く引けを取っていない。

「──ここからは、本気で勝ちに行かせてもらう!!」

　そして槍でガレイの剣とやり合っていく。槍の分、リーチの差ではノアが優位に立つ。

　それでも、五属性の魔術を織り交ぜながら戦うガレイが終始優勢を取っていた。

　リーチの差を詰める為にガレイがまた闇魔術でノアを引き寄せようとするが。

「ッ……!!」

　既にノアの手には槍ではなく短剣が握られており、間合いの差を逆転させる。

　短剣持ちに懐に潜り込まれたら剣では不利と、ガレイが距離を取れば。

「焦りが見え始めてきたぞ、ガレイ？」

　すぐさま大鎌に武器を換装。退ひいたガレイを追い詰めるようにして鎌を振るう。

　そしてガレイがその鎌を跳んで避ければ、ノアの手にはもう大鎌は無く。

　そこには三本の矢を番つがえた弓。縦三方向に矢を射出しガレイの逃げ道を塞ふさいでいた。

「相変わらず馬鹿げた戦い方しやがって……!!」

　一本は剣で弾き、一本は闇魔術で逸そらしたが、残る一本がガレイの頬を掠かすめていった。

　着地したところに迫るはまた槍。今度はさっきよりもさらに長い槍を振るっている。

「俺のこの戦い方にここまでついてこられるのはお前だけだ、ガレイ!!」

　実力を存分に発揮出来ているのが嬉うれしいノアは、終始楽しそうに笑っている。

　十傑一位、ノア＝アークベル。唯一無二にして最強のウェポンマスター。

　ありとあらゆる武器を使いこなし、その全ての技量が超一流の彼に与えられた称号。

　それが『武神』。どんな局面にも即座に対応し圧倒するのが彼のスタイル。

　武器の換装によって決して不利になることがない、その貫かん禄ろくは一位に相応ふさわしい。

「さぁ、存分に楽しもうか!!　勝負はまだまだこれからだからな!!」

「調子に乗るな……!!　絶対に俺が勝つ……!!」

　普段はクールで気難しいガレイもノアとの勝負では感情を前面に押し出す。
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　残り時間は僅わずか。少なくとも、すぐに勝負はつかなそうだった。




「──どうした!?　足が止まってきているぞ、ガレイ!!」

　二人の勝負が始まってから既に三十分以上が経過していたが未だに勝負はつかず。

　しかし流石にノアの攻勢がきついのか、ガレイのキレが無くなってきていた。

「クソが……!!　あと少し、あと少しの、筈はずなんだ……!!」

　ガレイは息を切らしながらもノアを真っ直ぐに見据えて、闘志を切らさない。

　全ては目の前の男を倒す為に、自らが持っている全てを懸けてきた。

　二年以上も越えられなかった壁。それを越えるのは、今しかないと思いながら。

「悪いが、これで勝負を決めさせてもらう!!」

　ノアは自身が持っている武器の中で最も愛用している大剣を取り出す。

　剣では受け切れない程の重い一撃を叩たたき込む。完全に勝ちに行っている一手。

　ガレイの魔力も残り少なく、そもそもあの大剣では受け流すのも難しい。

　そしてもう、ガレイにはその一撃を避け切るような体力も残っていなかったが。

「──ッ!?」

　勝利を確信した一撃をノアが叩き込むその瞬間。大剣に一筋の光が突き刺さった。

　そのあまりの威力に大剣は軌道がずれ、ガレイの数センチ横を通り過ぎる。

　二人はそれが飛んできた方向を一斉に見る。当然飛んできていたのは一つだけでなく。

　どこから飛んできたかも分からない夥おびただしい程の魔力球が彼等に迫っていた。

「まさかこれが……彼の魔術か!?」

　現在一位と二位の勝負に唐突に割り込んだのは、それを見ていたセルトの魔術。

　一方に多くのポイントが入ることは、二日目を考えれば避けたい状況であり。

　セルトがノアの一人勝ちにはしないと放った、勝負を決めさせない為の苦肉の策だった。

　即座にノアは大剣を横よこ薙なぎに振るい、向かってきていた多数の魔力球を弾くが。

　多大な距離を経ているその魔術は一つ一つが絶大な威力であり、それが精一杯。

「ガレイ、無事か!?」

　一つだけ被弾したものの何とか致命傷だけは避けたノアは、ガレイを呼ぶ。

　自分だけを守れば傷付かずに済んだが、ノアは満足に動けないガレイも守っていた。

　魔術が飛んできた方向を見つめ続けるガレイは、怒りと屈辱で身体を震わせていた。

「……ふざ、けるなよ……!?　何故あいつは俺の邪魔をする、何故お前は俺を助ける!?　下らないことをするな、俺がどれだけこの勝負を……!?」

　そしてそこで腕輪が光り始める。いつの間にか勇傑祭一日目の終了時刻になっており。

　決するはずの勝負に水を差された。戦っていた筈の相手に情けをかけられた。

「セルト＝ハーレスティア……!!　明日、貴様を必ず潰つぶす……!!」

　喩たとえようも無い怒りを抱えたガレイは、セルトに向けて殺意の丈を咆ほう哮こうする。

　そして何よりも。あのままだと負けていた自分が悔しくて仕方がなかった。

「……セルト＝ハーレスティア。勝負の肝を見逃さない判断力……明日が楽しみだな!!」

　一方ノアは勝負に水を差されたことよりも、セルトの行動の重要性を理解しており。

　その実力に素直に感嘆しながら、翌日の二日目も楽しみにしていたのだった。




　　　　＊




「──あの場面、あれ以上の選択肢は無かったって……。本当勘弁してくれよ……」

　勇傑祭の一日目が終了した夜。セルト達は寮の一室にて反省会を行っていた。

　朝と同じく机を囲んで。セルトとレリアが並び、フューラがその対面に座る構図。

　セルトは最後の一手を反省していながらも、それでもあれしかなかったと零こぼしていた。

「いや、別に誰も責めてないじゃない……」

「馬鹿お前、ガレイ先輩マジギレしてたんだぞ!?」

「そ、それは怖いわね……。貴方あなたがあの時怯おびえてたのもよく分かるわ……」

　勝負が決まる直前。セルトは一方のみにポイントを稼がせまいと横よこ槍やりを入れた。

　一日目のポイントは二日目に持ち越される為、これ以上差が広がるのを避けた一手。

　あわよくばそのまま漁夫の利で倒せればという淡い願望もあったがそれは叶かなわず。

「俺だってなぁ!?　クビが懸かってんだよ、自分とレリアの!!」

「その通り。二人だけで勝負してる訳じゃない」

　正当な一騎打ちをしたいというその気持ちは、セルトには全く関係が無い。

　むしろ邪魔まであるので、あのタイミングで撃ち込んだ魔術は確かに的確だった。

　救いなのはそれが上手うまくいったこと、ノアは目を見張っていたこと。そして二人の勝負がつかなかったことでセルト達とのポイント差が大きく開かなかったこと。

　現状のポイント差であれば二日目に上位二人を倒せば逆転が可能だった。

　最悪なのはセルトの手の内は割れて、大いにガレイのヘイトを買ってしまったこと。

「まぁ、取り敢あえず収穫はあったってことでいいじゃない」

「それもそうか。ある程度俺の魔術があの人らに通用するのも分かったし」

　とはいえ今日の全体の出来に関しては全く申し分が無く、予定通りに事は運んでいる。

　ガレイのヘイトを買ったことに関しても、明日倒すのを考えれば悪くは無かった。

「ってことで、反省会終わり!!　今日はもう寝る……と言いたいところだが」

　セルトは隣に座ってるレリアをちらと見る。見られたレリアは首を傾げた。

　実のところ反省会などというのは表向き。本題は別のところにあった。

「レリア。実のところ、お前はどうしたいんだ？」

「!!　……何の話？」

　急に本題をぶっこんで来たセルトの言葉に、レリアの肩が一瞬だけ跳ねる。

　が、すぐに取り繕ってとぼけるレリア。しかしそんなことは百も承知だった。

「セルト……もう少し順序とか雰囲気を考えなさいよ……」

「俺達の間柄でそんな腹の探り合いが必要か？　いらねぇだろうがよ」

　大事な話をする前の雰囲気づくり。そんなものは必要無いとセルトはばっさり切り。

　頭が痛くなったフューラだったが、すぐに腹を決めて真っ直ぐレリアを見据えた。

「正直に言ってくれ。お前がどっちを選ぼうとしてるのかを」

「答えにくいなら答えなくてもいいわ。でも、やっぱりレリアの気持ちを聞きたい」

　セルトとフューラからの直球での問い掛け。変な探りは不要だった。

　二人からの気持ちを受け取ったレリアは、目を逸らすことなくゆっくりと口を開いた。

「……レイラもグレイもフレアも皆、凄すごく温かくて優しくて。今の私をそのまま受け入れてくれて、ちゃんと血の繋つながった家族なんだって……不思議と分かった」

　ぽつぽつと零すように少しずつ。レリアは王宮で過ごした三日間を振り返り始める。

　セルトが作ってくれたその時間。短い間ではあったが、かけがえのないものだった。

「それは……セルトが、私を村の一員だって言ってくれた時と、同じような気持ちで……。その時と同じぐらい、本当の家族が分からなかった私は、救われた気がした……」

　レリアはセルトに貰もらったリボンを少しだけ弄いじりながら、二の句を継いでいく。

「だから……わた、しは……あの人達を、切り捨てることは、出来ないなって……」

　そしてレリアは涙ぐみながら、抱えていた葛かつ藤とうと悩みの答えを口にした。

　どっちも切り捨てることは出来ない。だが、失ったものを取り返した嬉しさは大きく。

　天てん秤びんは僅かに本当の家族の方に傾いていた。もう、二度と失いたくはなかった。

「……失望、した？　私は、セルトの為に生きるって誓ったのに……」

　思わずレリアは目を伏せながら、するのが一番怖かった質問をしてしまう。

　裏切り者だと。そう言われるのを覚悟でレリアはそれでも聞かずにはいられなかった。

　問われたセルトは大きく息を吐くと、隣に座っていたレリアの頭を小突いた。

「するか、失望なんぞ。大体分かってたっての」

「!!　……セルト」

　そうであったことはセルトには分かっていた。王宮から戻ってきた時のレリアの顔が、あの日レリアにリボンを渡した時とよく似ていた時点で、もう分かっていた。

　小突いた後に背中を叩く。まるで、安心しろとでも言いたげなそれも温かくて。

「いいことじゃない。本当の家族と分かり合えた、それ以上は無いわよ」

「まぁ、そもそも？　元からお前の意思に任せるって決めてたからな」

　どっちの答えだったとしても、セルト達はレリアの正直な気持ちを聞きたかっただけ。

　特にセルトは、家族を失った直後のレリアとずっと共に過ごしてきた。

　だからレリアが喜んでいたことも嬉しかったことも、分からない筈がなく。

「……本当にいいの？　私の我わが儘ままの所せ為いで……二人に凄く迷惑をかける」

「どっちにしろ優勝はしないとだしな。迷惑、って言えば俺の方がかけてる」

「そうよ。もう二度と会えなくなるって訳でも無いんだから!!」

「お前の気持ちを踏みにじる程俺達は落ちぶれてはねぇよ、安心したか？」

　何よりもレリアの気持ちを聞けたのが嬉しい二人は、笑顔で言葉を返す。

　気持ちを尊重してくれる。その上で自分を更に勇気づけてくれる。

「……そんなに優しいと、また悩んじゃうかも」

「別にいいわよ。やっぱりこっちがいい、っていうのも素直に聞くし」

「結局最後はお前の気持ちだ。どっちに転がろうと、お前の意思が優先だよ」

　本当に大事な想い人と友達。それがこの二人で良かった、とレリアは改めて思う。

　それでももう答えは出ていて。空白の十数年を埋める時間が自分には必要で。

「というか、これからはレリア様って呼んだ方がいいのかしら……？」

「やめて。気持ち悪いし気が早い」

「冗談よ!!　立場が離れようとも……その、レリアとは友達だから」

　フューラは少しだけ照れながら、チームを離れても友達だと言葉をかける。

　それにレリアもゆっくりと頷うなずく。最初は嫌い同士だったのも今は懐かしかった。

「今はそう決めたけど、セルトの為に優勝することには何も変わりはないから」

　自分の身を案じて優勝する必要こそ無くなってしまったが、レリアは力強く拳こぶしを握る。

　セルトの為、というのが彼女にとっては最も大きな原動力になるのは言うまでもなく。

「あぁ。明日も頼りにしてるぞ、レリア」

「うん。絶対に役に立ってみせる」

　改めて決意を新たにし、そうして暫しばらく彼等の間では談笑が続いていく。

　万が一があれば、これが三人で過ごす最後の夜になるかもしれなかったから。

　他愛の無い話、これまでのこと、そしてこれからのことを話していく内に夜は更け。

「──もうこんな時間ね。流石に部屋に戻ろうかしら」

　時計の針は既に午後十時半を過ぎていた。明日に備えるのならもう寝るべき時間。

　フューラは椅子から立ち上がり、二人に軽く手を振って出ていこうとしたのだが。

「待って。今日はフューラも一緒に寝る」

　レリアがすぐさまフューラの手を取って、今日は帰さないと力強く告げる。

　レリアがセルトの部屋に泊まるのは分かっていたが、まさか自分もとは思っておらず。

「は、はぁ!?　一緒に寝るって……三人で同じベッドでってこと!?」

「三人は流石に狭くないか。快適に寝られないから俺も嫌だな」

「そうじゃないでしょ!!　男女で一緒に寝るのが問題だって言ってるの!!」

　それぐらいの貞操観念は持ち合わせているフューラは、拒否の姿勢を取っている。

　微妙に論点がずれているセルトの発言もまた、彼女の頭痛の原因だった。

「……どうしても、ダメ？」

「ッ……!!　その顔は反則よ、レリア……」

　しかしレリアが上目遣いでもう一度お願いするとフューラは項うな垂だれる。

　普段は見せない、悲しげでありながら期待を持ったその表情に抗あらがえる筈はずも無く。

「セルト!?　万が一にも手出したら殺すからね!?」

「いやお前……ほぼ毎晩のようにレリアと寝ることになってた俺にそれ言うか？」

[image: ]

　理性の強さで言えば一家言持ちだと。そもそもそんな場合でも全くない。

　フューラも、万が一と言っているところをみるに信頼はしているのだろう。

「仲良く並んで寝る。それが一番、家族だって感じられたから」

　だから家族にも等しい三人でそれをしたいという、レリアの純粋な気持ち。

　それを断れる訳も無く。フューラは大きく溜ため息いきを吐いて、ゆっくりと頷いた。

「……分かったわよ。寝間着だけ取って来るからちょっと待ってて」

「私もついていく。逃げそうだから」

「この期に及んで信用無いわね!?　勝手にしなさい、もう!!」

　慌ただしく一いつ旦たん部屋を出ていく二人に向かってセルトは軽く手を振る。

　そして一人になったセルトは、テーブルに肘ひじを突いて深く深く息を吐いた。

「──弱いな、俺は。本音を全く言えてねぇじゃねぇか」

　レリアの意思を尊重する。決して自分に縛られてほしくなく、自分の為に生きてほしい。

　そうやって一度故郷に置いてきた。そして再会した、大事な大事な幼おさな馴な染じみ。

「行くな、なんて口が裂けても言えない。言えなかったな」

　本心と本音は違う。本心の更に奥の奥にあったそれを、セルトはようやく口にした。

　言ってしまえばまた迷わせる。迷わせて、悩ませて、また彼女を苦しめる。

　だからこれはセルトだけの秘め事。セルトだけが抱えるエゴでしかなかった。

「……はっ。ここで頑張らないでいつ頑張るんだよって話だ」

　レリアが王宮に行くことを決意したのなら、勝たなければいけない理由は一つ減る。

　それでもセルトのモチベーションは、学園から切られそうになっているクビではなく。

「必ず勝つ。勝って、レリアに選択肢を与えれば」

　あわよくば、最後には。最後の最後には、という一いち縷るの可能性を捨てられない。

　そしてセルトは強く拳を握る。それはセルトの確固たる決意だった。








四章　勇傑祭の二日目と決して誤るべきではない選択






「──本当に気を付けた方がいい!!　あの魔術は避けられないんだって!!」

「一瞬だった……。気付いたら、あの編入生の魔術に撃ち抜かれていて……」

「正直あの魔術すげぇよな……。確かに勇者らしくは無いと思うけどさ」

　勇傑祭二日目。前日と同じように大講堂に集められていた生徒の一部による話題。

　無惨にもセルトに撃ち抜かれ養分になった生徒達は、口々にその凄さを語る。

　実際に体感してみて初めて分かる、その魔術の異常さと凄みを確かに感じていた。

「それでもノアさんが一番凄かったって!!　あの人は別格だよ」

「いや、俺はやっぱりガレイ先輩だな。最高の魔術剣士だぜ、あの人は」

　だが、やはり最も多くの話題をかっさらっていたのは十傑の上位二名。

　とはいえ、それと同列で語られていることが意味するところは大きい。

　二日目ともなれば上位勢以外はほぼ消化試合に近い為、一日目ほどの緊張感は無く。

　誰が優勝するのか。ほとんどの生徒はそれを予想しながら二日目に臨んでいた。

「おい、来たぞ!!　今日はどんな活躍を見せてくれるんだろうな!?」

「悔しいけど敵かなわないよね……どうやったらあんな魔術が……」

　優勝がかかっているセルト達が大講堂に入ると、生徒達のざわつきが大きくなる。

　元々の下馬評の低さも相まって、その注目度の高さは他に類を見なかった。

「お、いたいた～。やるじゃんかお前ら～三位なんてよ～」

「力になれず申し訳ありませんでした。そして初日三位、おめでとうございます」

　早速セルト達に話しかけてきたのはセレナとギール。昨日の力不足を詫わびながらも。

　それ以上に彼等の躍進を嬉うれしそうに讃たたえており、温かい言葉をかけてくれる。

「ありがとうございます。でも、今日が本当の勝負ですから」

「素晴らしい心持ちです。優勝を大いに期待していますよ」

「生意気～。アタシはガレイにはしてやられたからさ～仇かたき取ってくれよな～」

　セレナが零こぼしたガレイという言葉に、セルトは一瞬ゲッとした顔をしてしまう。

　それを見たセレナは、両手でセルトの頬を抓つねりながら嘲ちよう笑しようし始めた。

「なんだお前ビビってんのか～？　この軟弱な臆おく病びよう者野郎が～」

「いてて……。いやぁ、昨日の最後に怒らせちゃったみたいで。戦々恐々ですよ」

「あいつマジでキレやすいかんな～あんま気にし過ぎんなよ～」

　セレナなりの気遣いの言葉を残して、二人は十傑が集まるところに向かって行く。

　二人は今日も要所要所で動いてくれるだろう。昨日の敗北も無意味だったわけではない。

　いい先輩として三人を鼓舞してくれた。かかる期待に相乗するかのように重圧も。

「いよいよね。今日で全てが決まるってなると……」

「緊張はする。でも高揚感の方が大きい」

「そうね。セルトなら絶対勝てると思ってるわ」

　フューラとレリアは適度に緊張をしていながらも、戦いにかける高揚の方が大きく。

　自分達の優勝を信じて疑わないその姿勢は、確かに勇気づけられるものだった。

「あぁ、任せとけ」

　そしてセルトも。今日は誤魔化すことも茶化すことも無く素直に先頭に立つ。

　その様子を見ていたフューラとレリアは、微笑を浮かべてセルトを見つめていた。

　また今日も学園のお偉いさんの長話が続き、一日目の結果に言及し始める。

　どうやらノアとガレイが上位にいることが嬉しいらしく、話の長さも極まっている。

　それでも三位にセルトがいること。それを懸念してか生徒への鼓舞も忘れずに。

「──それでは勇傑祭二日目、転送を開始する」

　約十分程続いた話もようやく終了したところで、いよいよ二日目が開幕する。

　転送位置で全てが決まると言ってもいい。だから最初の数秒が勝負。

　セルトは前日と同じく、転送される前に十傑達の方を見てその表情を確認する。

　そこには昨日ほどの余裕は無く、目をぎらつかせているのが大半。

　その中でも余裕を保っていたのは最初から優勝を狙っていない数人と。

「はははっ!!　本日も熱い勝負を繰り広げようじゃないか!!」

　強者と競い合えるのが何よりの幸福、と高笑いしているノアだけだった。

　そして転送開始。戦いの舞台は再び広大な王都へと移っていった。




「──悪くない位置だな。中心から程よく離れている」

　セルト達の転送位置は王都の北東に位置する地域。中心からは約十五キロほど。

　転送位置は地面だったのですぐに屋根の上に登り、セルトは状況を把握し始める。

　本日は最初から飛ばしはしない。じっくり観察をし、的確なタイミングで仕掛ける。

「昨日のことを考えたら多人数から狙われてもおかしくないんじゃない？」

「そう思ってる奴は実際多いだろうな。でも、その大半は返り討ちが怖くて手は出してこない。二日連続で初手に落ちるなんて、祭りであることを考えたら勿もつ体たい無ないだろ？」

「つまり、雑ざ魚こは狩れない。狙うのは上位の二人ってこと」

　レリアの補足にセルトは頷く。セルトの魔術が頭からこびり付いて離れない程にやられた生徒はまずセルト達に狙われないことを願っている。だから昨日のようにはいかない。

　つまりは初手から考えなければいけないのは、上位二人の行動の把握。

　だからセルトは話している間も辺りを常に見渡していた。早く発見することが勝負の肝。

「あれは……レオナか。今日も最初から暴れ回ってるな」

　とにかく派手に動きがある所を探していたセルトが最初に見つけたのはレオナ。

　昨日の分まで頑張るといった様子で、とにかく目に付いた生徒を殴り倒していた。

「……彼女が他の十傑を全部倒したり、とか無い？」

「まぁ、可能性は無くは無いが。昨日の見た感じだとほぼゼロだろうな」

　他の懸念点とすれば、上位二人以外の十傑が他の十傑を薙なぎ倒してしまうこと。

　しかし、セルトの見立てでそれはほぼ有り得ないとの結論を出している。

　この勇傑祭は十傑の戦い方や実力を見極めるのには、本当にいい機会だった。

　ノアとガレイが圧倒的なのは当然として、それに唯一対抗が出来そうなセレナは優勝する気はない。次点でギールだが、セレナと全く同じ理由で除外される。

　二年生に関してはアイが頭一つ抜けているが同様に勝ちにこだわっていない。恐らく他の三人では他の十傑相手に無双するのはほぼ不可能だろうと見ていた。

　レオナもまだまだ発展途上。十傑相手に圧勝するという未来はやはり見えなかった。

「どっちにせよ、あの人達との戦いは避けられないってことね」

「あぁ。よっぽどのイレギュラーが起きない限りは、な」

　決めていた方針に変わりはない。なんとかして二人を倒せる状況を作り出す。

　暫しばらくして、セルトは王都の南西部にいた一人目を発見する。

　ある程度の時間がかかったのは単純に遠かったから。ほぼ逆方向に位置している。

「ガレイ先輩だ。あれはもう、何を探してるのかが一いち目もく瞭りよう然ぜんだな」

　セルトは呆あきれたように溜息を吐いて、鬼気迫る表情のガレイを観察する。

　周りを一切顧みず走りながら、見ているのは空。少しでも空を駆ける魔術があったのならその方向に向かう。それがすぐに分かる程にはセルトは狙われていた。

　一人目を捕ほ捉そくしたなら次は二人目。こちらはガレイよりは探しやすい。

　きっと彼は昨日とスタイルを変えはしない。だから何かが起きている場所にいる。

　戦い方も派手な為に、見つけるのには然さ程ほど苦労はしないが問題はその場所。

「げっ……。結構近いな、位置も良くない」

　案の定すぐに見つけたが、ノアがいたのは王都の北西部。距離は五キロにも満たない。

　それを近いと表現するのもなかなか異常だが、狙いを為すには状況が確かに悪い。

　二人の位置と動きを把握するところまでは完遂。次に行うべきは、場作りの準備。

「場所移動するぞ。……すっげ嫌だが」

　相手を動かすよりも前に、まずはそれを行う為に最も適した場所を選択する。

　ポイントは既に決めてあったが、セルト達の機動力は正直他と比べれば見劣りする。

「貴方あなたを抱えて走るのは嫌よ、私は。というか無理だから」

「私も流石に厳しい……ごめん」

「まだ何も言ってねぇって……。あまりにも情けなさ過ぎるだろその状況」

　その要因はセルトの貧弱さ。普段からあまり身体強化に魔力を回さない弊害。

　それに加えて魔力は基本目に回したい。だから彼等の機動力は弱点になっていた。

　また、辺りを見渡せる状況にいたいので屋根を伝って移動することにもなる。

「ほら、気合入れなさい!!　貴方の本領を発揮する為でしょ？」

「言われなくても分かってるよ……」

　とにかく今はセルトが指定したポイントへ。二人の動きを見ながら随時調整しつつ。

　この場から動かなければ待っている面倒ごとを回避する為に渋々動き始めた。




　　　　＊




（──落ち着け。闇雲に探し回っても仕方が無いし、体力を浪費するだけだ）

　開始から約一時間と少しのタイミングで、奔走していたガレイの足が一いつ旦たん止まる。

　広大な王都を何の手掛かりも無く移動していたら体力が持たないことに気付いた。

　そこに頭が回らないぐらいガレイの怒りは消えていなかったが、一度頭を落ち着かせる。

「セルト＝ハーレスティア……。奴は俺の手で必ず潰つぶす……が」

　ノアとの一騎打ちに水を差されたことが一番の怒りの原因なのは間違いない。

　だが、あそこで横よこ槍やりが入らなければ十中八九自分はやられていた。それも確か。

　よくよく考えれば合理的な判断。彼が優勝を狙っているのなら道理ではあった。

　決して自分を案じて助けた訳ではない。勿もち論ろん、情けをかけられた訳でも。

「そういう状況にしてしまった自分に一番、腹が立っている……!!」

　ガレイは建物の壁に拳こぶしを叩たたきつける。これではただの八つ当たりでしかない。

　ただもう一度同じ状況になってしまえば自分を抑えられる気がしない。

　何より、ノアがセルトにやられるという一いち縷るにも満たない可能性も見過ごせない。

　だからこそ、セルトを一番に潰す。それだけは成さなければならないことだった。

　やることには変わりはない。セルトを潰し、そしてノアもこの手で倒す。

　この渇望を満たす為にノアの背中をずっと追ってきた。努力も惜しまなかった。

　それでも昨日痛感した高い壁。そして確かにその凄すごみを感じてしまった新星の台頭。

　魔術剣士。最もスタンダードで最も汎はん用よう性の高い、勇者を目指す者の終着点の一つ。

（俺にはそれしかなかった。それが憧あこがれであり俺の唯一の道だった）

　そのスタイルから『総合力』で最も秀でていると称された、十傑の二位。

　闇属性魔術と類たぐい稀まれなる剣術を主体として戦ってきたからこその『冥めい獄ごく』という称号。

　だが魔術剣士とはその汎用性が故に、ある意味で『普通』の象徴でもあった。

　ノアやセレナのような『天賦の才能』。フローリアやギールのような『唯一性』。

　二年生にあるような『一点特化』や『独自性』。そして一年生の『未発達の才覚』。

　それらが自分には無い事は分かっている。結局は『普通』の延長線上でしかない。

「……ふん。貴様のその馬鹿げた『射程』も俺には無いものだ」

　ガレイはようやく見つけた、空を駆けて行った魔術を見つけて自じ嘲ちよう気味に笑う。

　きっとこの魔術は餌なのだろう。それに釣られたものを追い詰める最上級の。

　だが、ガレイは迷うことは無くその魔術が飛んできた方向へと走り出した。

　その射程を得る為にどれ程の血と汗と涙が必要だったか。それは想像に難くない。

　それでもガレイの持っている武器は、必死に磨き上げた己の魔術と剣術。

「勝つのは俺だ……!!　勝って、自分の道が正しかったと証明する……!!」

　そして強大なまでの勝ちへの執念と貪どん欲よくさ。冷たい態度の裏に熱い心を持つ。

　ガレイという男は、ただただ勝利を求めて。それがどんなに高い壁であろうとも。




　一方、最大のライバルであるノアはいつも通りといった風に立ち回っていた。

　純粋に勝負を楽しみ、最後には勝つ。圧倒的でいて、それが彼の普通。

「──むっ!?　あれはセルト君の魔術だな!?　昨日の借りを返さなければな!!」

　そしてガレイとほぼ同じタイミングでセルトの魔術を視認して、笑みを浮かべていた。

　しかし実に微妙なタイミングでの魔術の行使。誰を狙っているのかも不ふ明めい瞭りようなそれ。

「彼の魔術が俺にどれぐらい通用するのか!!　それが気になって仕方ない!!」

　そんなものはノアには関係無かった。興味と高揚、そして多大なる好奇心。

　負けることなどは全く頭には無く、仮に餌であってもそれすら苦にしない。

　射線が見えたならその先に。それだけを考えてノアはそこに真っ直ぐ向かっていた。

「ッ!?　やばい、ノアさんが来てる!?」

「今更そんなこと言ったって……!!」

「悪いな、そこは通してもらう!!」

　そして道中で不運にもエンカウントしてしまった生徒の相手も忘れない。

　気付いた時には既にノアの武装の前に倒れ伏すことになる。見つかれば終わり。

「更に腕を磨くといい!!　俺は頂点で常に君達を待ち続けるぞ!!」

　一瞬で倒した相手にも必ず声をかける。未知なる可能性を否定することを是としない。

　倒された生徒は思わずノアに見入ってしまう。そこには嫉しつ妬とや悲壮感はなく。

「……かっけぇ。俺もいつかは……!!」

「憧れちゃうよなぁ……。もっと努力してみるか……」

　ノアに倒され、転送される直前の生徒の殆ほとんどはそのような言葉を残していく。

　果てすら見えない、壁どころではない圧倒的な強者。だがその前に彼は勇者を目指す者。

　同じ志を持った仲間である者達に多大な勇気を。それは狙って出来るものでは無かった。

「今年は非常に張り合いがある!!　この先も楽しみな生徒が沢山だな!!」

　自身の成長だけでなく他者の躍進を心から喜べる性格の彼にしか出来ない芸当。

　そこには一切の驕おごりも、当然見下すような気持ちも何一つとして存在しない。

　そして今は何よりも、突如現れた『新しい可能性』を楽しみにひた走るノア。

（きっとこの先の未来を背負う筈はずの少年だ。だからこそ、まずは打ち倒すことが礼儀）

　自身と彼の更なる成長を願う意味でも。ノアのモチベーションはそこに集約する。

　昨日自分が喰くらった魔術。あの時受けた衝撃は、これまでを振り返っても類を見ない。

　振り下ろした大剣に当てる技術。そして重い大剣の軌道を逸そらす確かな威力。

　加えてとんでもない量の弾幕まで披露された。それらは全て射程を前提とした戦術。

　もしあの時もう少し時間があったなら。それを考えるだけで武者震いが止まらない。

「勝負は俺が彼に近付けるか否か!!　既に勝負は始まっている、ということだな!!」

　ノアは既にセルトと戦う上での本質を理解していた。未いまだ会敵出来ていなくとも、出で逢あった瞬間からが勝負ではない。そもそも勝負にすらさせてもらえない可能性がある。

　ともすれば、この時点でもう始まっているというノアの解釈は正しかった。

　そしてノアは走る。確実に誘っているかのように空を駆けていく魔術を見据えながら。




「──ああいうのが、あの人達の強さの所以ゆえんってやつなのかね」

　その様子を見ていたセルトは、迷うことなく二人が誘いに乗ったのを見て思わず呟つぶやく。

　恐れることなく。警戒していながらも、勝てると思っているから向かってくる。

　双方の想いに多少の差異はあれど、共通しているのは絶対的な自信の表れだった。

「羨うらやましいとか思ったりもするのかしら？」

「馬鹿言え。一切そう思わなかったからこそ俺はこうなってる訳だ」

　そうはなりたくないと思ったからこそ、その対極の道を選んだセルトが自嘲気味に笑う。

　難題に臆おくせず突き進む者が勇者らしいと言うならば、確かに自分は相応ふさわしくないだろう。

　憧れを抱かせるとは、人の心を打つとはつまりはそういうこと。それこそが勇者の証あかし。

「皆、セルトのやっていることの大変さと苦労を知らないから」

「やってみなきゃ分からんが、やってみようって奴もなかなかいないのが現実だな」

　悔しいが凄い。実際敵かなう気がしない。自分には辿たどり着けない領域の魔術を扱っている。

　この勇傑祭をきっかけにそう思い始めている生徒達もちらほら出始めてはいるものの。

　それをやってみたいと思う者は未いまだにほぼいなかった。それは深層心理では、それが正道でないことを知っているから。そして、セルトはそれを正しい感情だと思っている。

　長い期間を地味な鍛錬に費やすこともあり。何よりその根底が勇者からは程遠い。

「だから面倒でも嬉うれしかったんだよ。セレナ先輩に魔術を教えてくれって言われるのは」

「そうね。あの人ぐらいだもの、セルトの魔術の凄さを本当に分かってくれるのは」

　とある理由からずっと断り続けてはいたものの、彼女こそ射程魔術の理解者の一人。

　セルトは観察を続けながらも、それも学園に来てよかったことの一つだと零こぼした。

「後は……こっちの方向に一つ。早いとこ鉢合わせしてくれねぇかなぁ」

　そして二人の位置を見て射角を調整しつつ再度魔力球を放出していく。

　今は『射線を見せて相手を動かす』という意味合いでのみ使っている魔力球。

「今回は魔力球を消さないのね。いつもなら魔力の無駄だって消しちゃうのに」

「あぁ。ぶっちゃけしんどいが、消さないことで切り札として取っておこうと思って」

　敢あえて射線を見せることで、相手の動きを操るというその魔力球の使い方。

　普段からクエストなどでもセルトがやっている手法だが、今回は様相が異なる。

　誘導の役目を果たした魔力球だが、その後は敢えて放置しておくことで意味を持たす。

　二人の誘導の為に撃った魔力球は既に十を超えている。その全てを残しておき、更にどの方向に撃ったのかも記憶しておくというとんでもない負担を頭と魔力に強いてでも。

「必ず使う場面が来る。どんな状況でも、これは誰にも察知が出来ないからな」

「見るのを楽しみにしてる」

　虚空に撃った捨て石の魔力球をもう一度使う。それが思考の死角になると信じて。

　決してまともな勝負にはしない。勝負というのはいつだって入念な準備が物を言う。

　それを黙って見守っている二人は、セルトの策に対して疑いの一つも持っていなかった。

「ってことでそろそろ出番だぞ、お前ら」

　戦術面は全面的にセルトに任せている二人だったが、もうすぐ仕事が与えられる。

　魔術の射線だけでは誘導に限界が。最終的には前線で動く駒が必要になって来る。

「任せて。セルトだけに負担は掛けられない」

「まぁ、うん。結局移動の時半分ほど担いでもらったからもういいんだけどさ」

「本当に反省なさい!?　あんなのもう二度と御免だから!!」

　なんとも情けないことにセルトは結局、フューラに担いでもらっていたらしい。

　普通出来ることは出来ない、やらない。出来ることは規格外。そのアンバランスさ。

「反省は全部終わってからな。んじゃ、行ってこい」

「絶対反省させるからね、セルト!!」

「つまり、勝つってこと」

　各々言いたいことだけ言って、フューラとレリアはセルトが事前に指定したポイントへと走り出していく。その後ろ姿は昨日よりも遥はるかに頼もしく見えていた。

「さて。四人の動きに異状無し、万が一の為に周りの哨しよう戒かいでもしておくか」

　セルトの目的は昨日と同じくノアとガレイが一騎打ちになるような状況を作ること。

　一人ずつ倒すよりも二人一気に倒す。最高効率でありながら、万が一を封じる一手。

　昨日の時点で手ごたえはあった。確実に通用するし、汚いなどとは言ってられない。

　その為にも二人を何としてでも鉢合わさせる。それが前提であり、必ひつ須すだったのだが。

「……あ？　いやいや、流石に見間違いだろうよ……」

　辺りを見渡していたセルトの眼の端が捉とらえていたのは、制服を着ていない誰かの姿。

　そんなことは有り得ないだろうと目を擦こするが、視認出来る姿には変わりはなく。

　広大な王都を一人で。今は生徒以外は外に出てはいけない決まりだったが。

「レイラ……？　まさか、勝手に抜け出してレリアの応援とか抜かすつもりじゃ……」

　その場に似つかわしくないドレスを着て、拙つたない走り方でそこにいたのはレイラだった。

　学園の生徒じゃない人物が争いに巻き込まれるのは非常に危険であり、セルトはあまりのその身勝手さとマイペースっぷりに呆あきれを隠せていなかったがすぐに気付く。

　まず彼女が外に出るならあの顔を隠せるフード付きのローブを身に着けている筈だろう。

　そして何よりも。彼女の表情は、真剣そのもので決して和やかなものではなかった。

（!!　何かから逃げてるのか……？　王宮内に居りゃ、安全は保証されて……）

　とまで考えたところで、セルトはすぐさまその眼を王宮の方に向けた。

　最悪の予感。当たってほしくは無いと思いながらも、何となく外れる気はしておらず。

　王宮は何も変わりは無い。防護魔術で守られ、特に変わった様子は見られなかった。

　だが、確かにレイラは王宮から離れるように走っている。それで何も起きていないなど。

「……!?　嘘だろ、おい……!!」

　セルトは透視を用いて王宮内を覗のぞく。そこには信じ難い光景が広がっていた。

　王宮内にいれば安全が保証される。そんな考えは全て吹き飛んでしまう程の大惨事。

　視認出来たのは数週間前にセルトと死闘を繰り広げたディアボロとアスタの姿。

「そりゃそうだよな、てめぇの能力なら何も関係無いってことか……!!」

　空間を捻ねじ曲げたゲートで移動を行う彼等にとっては、誰にも気付かれること無く王宮内に侵入することなど容易であったことに気付いたセルトは大きく歯は噛がみをする。

　そして魔族に完全に支配されている王宮内を見て、セルトは冷や汗を浮かべていた。
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「チッ、つまらねぇ任務をする身にもなれってんだ……」

「殺すのは簡単ですが、目的がそうではないことをお忘れなく」

「分かってんよぉ!?　全く面倒臭い約定だクソが……」

　勇傑祭が始まってから暫しばらくして。具体的にはセルトが誘導を始めていた頃。

　ディアボロとアスタは空間歪わい曲きよくによって王宮内に侵入し、完全に王宮を占拠していた。

　暇を持て余しているディアボロは玉座に足を組んで座っている。アスタはその横に。

　しかし目的は果たされていない。魔王とギャラガが交わした約定によって、大きなダメージを人間界に与えることが出来ないという魔族側の縛りが生きていた。

「王女を攫さらうよりも王族を壊滅させるほうがよっぽど楽だろうがよぉ!?」

「人間達に報復をさせる理由作り、としてはそうなんですけどね。厄介な縛りです」

　そもそもの彼等の目的は『強い人間を魔界に寄越して魔王を満足させること』である。

　だからこそミリラクシアの王女を攫うことで、人間が魔界に進出し魔王を打ち倒すという正当な理由を作り出すというのが今回の王宮への襲撃の一番の理由だった。

　王女を攫うというまどろっこしい手段を採っているのも、偏ひとえに過去に結んだ約定の為。

　国王や皇后を殺してしまえば、ギャラガとの約定を破った形になってしまう。約定を守ってもらう為には約定を守る必要があることは、ディアボロもよく理解していたが。

「ぐ……お前らの思い通りにはさせないぞ、魔族──」

「──だぁ、うっせぇ!!　黙ってりゃ殺されずに済むんだから大人しくしてろやぁ!?」

　しかしディアボロの気はそこまで長くはない。騒いだ衛兵を軽く吹き飛ばし。

　いつ殺されるかも分からないその状況に、王宮内の人間は誰もが恐怖を抱えていた。

「ったく、フォルネの奴は何処で何やってんだぁ!?　王都には連れてきただろうがぁ!?」

「曰いわく、『万が一に備えて、私は私で楽しんでくるよ』とのことでしたが」

「馬鹿がよぉ!?　マジで戻ってきたら殺してやるからなぁ!?」

　今回の計画の首謀者のあまりのマイペースっぷりに怒りを高めているディアボロ。

　この状態はアスタ以外には触れない。そんなところに一体の魔族がやって来た。

　怒りで身体を震わせているディアボロを見て、その魔族はアスタの方に向き直る。

「……アスタ様!!　ご報告があるのですが」

「何ですか？　手短にお願いします」

「目的の王女なのですが、王宮の何処にも見当たりません!!」

　その部下の魔族の報告を聞いて、ディアボロの身体が更に震え始める。

　もうこれ以上ここに居るのは不味まずいと判断した魔族は一目散に逃げ出した。

「……とのことですが、どうしましょう？」

「何人まで殺していいかとか、聞いてねぇかアスタァ……!?」

「おー恐ろしい。私共々魔王様に殺される羽目になるのでお控えくださいね」

　そろそろ怒りは臨界点。それを宥なだめるアスタがいなければとっくに皆殺しになっている。

　やれやれとアスタは溜ため息いきを吐くと、大人しくしているグレイの下に向かって行く。

「国王さん。王女が何処にいるか知りませんか？」

「………………」

「だんまりですか。下手には殺されない立場、まさしくいいご身分と言えるでしょうね」

　何も答えないグレイを傷付けるでもなく、アスタは彼の目をじっと見て言葉を続けた。

「では聞き方を変えましょうか。王女は王宮の外に居ますか？」

「!!」

　突然の核心を突いた質問。グレイは全く表情を変えなかったが、目は嘘を言えない。

　グレイは魔族が王宮に入り込んだと分かったその瞬間に、レイラを外へ逃がしていた。

　満足のいく回答を得られたアスタは、グレイに催眠をかけて抵抗できないように眠らせる。

　もう用済み。無駄に騒がれても鬱うつ陶とうしいだけ、とアスタはディアボロの下に戻った。

「とのことなので、フォルネ様に全て任せてしまいましょうか」

「気に喰くわねぇが最適解だぁ……。あのクソ女ならやれんだろそれぐらい」

　恐らくフォルネは外にいる。逆にこの状況下で外に居ても問題無いのがフォルネのみ。

　王女の誘拐は彼女に任せて、ディアボロ達は王宮の支配をする完かん璧ぺきな計画。

「何せ、学園の馬鹿共はそれどころじゃあねぇからなぁ……!!」

　どうやら彼等はそれを狙っていたようで。何処から漏れたかも分からないその情報。

　絶対不可侵の王宮内で行われるは、それ故に本来誰も気付くことは無い筈はずの大事件。




　一方その頃。唯一王宮の外に逃げていたレイラはどうなっているのか。

「──こんなところで何をしているんですか、王女様!?」

「!!　学園の……生徒さん……ですよね？」

　王宮の危機をいち早く誰かに伝えようと王都を奔走していたレイラ。

　幸運なことに、女生徒の一人がレイラに話しかけてくる。レイラはすぐに駆け寄った。

「王宮が……王宮が沢山の魔族に襲われて……!!　すぐに助けを呼んで欲しいんです!!」

「それは大変ですね……。その事実を知っている人は他に居るんですか？」

　そんな危機的状況を聞いてもその女生徒にそこまでの驚きは無かった。

　それどころか無意味な質問までする。その違和感にレイラは気付いていない。

「いえ、まだ誰にも……。でも誰かに伝えられたので良かったです……」

　ほっと一息ついたレイラ。普段から運動をしていないのか息切れが激しい。

　とにかく自分の役目は果たせたと、胸を撫なで下ろしていたレイラだったが。

「では、それを話したのは私だけってことですね……!!」

「……？　は、はい……。だから、すぐに他の人達に──」

「実に素晴らしいです!!　貴方あなたのその献身的な姿勢には感動してしまいます!!」

　突如として女生徒はレイラの言葉を遮って大仰な動作で笑う。笑い狂っている。

　そこで何かがおかしいと気付いたレイラだったが、女生徒はレイラの口を塞ふさぐ。

「流石に気付いてしまいましたか？　実に不運でしたね、王女様!!　くふふふっ!!」

「!?」

　女生徒の顔が一瞬だけ歪ゆがむ。歪んだ後に、顔だけが別人に変わっていく。

　黄緑色の髪に黒い角が生えたその顔。明らかに人間ではないそれにレイラは息を呑のんだ。

　それはこの計画の首謀者。四幻魔の一角であるフォルネの顔だった。

「──おっと。これはよろしくないね、高揚の所せ為いで思わず変身も演技もおざなりだ」

　フォルネがそう零こぼすと、すぐに顔が先程の女生徒の顔に戻っていく。

　そしてフォルネがレイラに白色の毒霧を嗅かがせると、レイラはすぐに意識を失った。

「うん、実にいい仕事だ。騙だまされる人間の顔というのはいつ見ても滑こつ稽けいで美しい」

　彼女は意識を失ったレイラを抱えると、今度はまた違う生徒の身体に姿を変えた。

　後はレイラを連れてディアボロ達と合流するだけ。なんと完璧な計画か。

　広大な王都。王女を抱えて歩くにしても、そう他者に簡単に見つかりはしない。

　何より彼女は自由に姿を変えられる。本来の姿にさえならなければ問題無い。

　だからこの計画は成されるはずだった。彼等が内うち輪わ揉もめをしている限りは。
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　それら全てをセルトはきっちり見ていた。見られた側は見られたとは露ほどにも思わず。

　もうじき誘導が上手うまくいき、ガレイとノアは鉢合わせになる。二人が戦っている内に隙を見て二人同時に魔力球で撃ち抜く。つまり現在、優勝が懸かっている場面だった。

　全てを見て見ぬふりをすれば自分の身は安泰。退学回避の可能性が残る。

　本来なら迷う場面。以前までの彼だったら、優先度を履き違えたりはしなかった。

『──フューラ、レリア!!　すぐにあの二人の下に向かってくれ!!』

　即断即決。今すぐにでも鉢合わせすることになるノアとガレイの下に二人を向かわせる。

　時間との勝負。セルトはいつになく焦った様子で魔術による通話を飛ばしていた。

『!?　ど、どうしたのセルト!?　私達は戦わない予定じゃ……』

『……何か、あった？』

『詳しい話は後だ!!　頼む、今は何も考えずに指示に従ってくれ!!』

　二人が鉢合わせする予定の場所付近で様子を見るようにセルトが待機させていた二人は突然の予定変更に戸惑いを見せる。それでも構わず、セルトは大きく声を張り上げた。

『……分かったわ!!』

『了解』

　いつもとは全く違うセルトの様子に二人も迷うことなくその指示に従う。

　セルトが内容を伏せたのは時間の問題ともう一つ。この時点で動揺させたくないから。

　その事実を今聞いてしまえば、少なくともレリアはショックを受けてしまいその場で立ち止まってしまう。だからギリギリまで伏せておこうというセルトの判断だった。

　二人が向かっている間にもセルトは気を失っているレイラから目線を切らさない。

　セルトにも見えていた。レイラと共にいた生徒は学園の生徒ではなく、他の何者か。

　だから逃がさないように目線だけは切らさない。そしていつでも攻撃が出来るように。

「もう二度と、失わせてたまるかよ……!!」

　起きてしまったイレギュラー。わざと狙っているかのようなそのタイミング。

　幸いなことにレイラを攫おうとしている者がやろうとしていることは暗躍。

　そこまで派手な動きも、目立つような行動も出来ない。早く動くことも難しい。

　そしてフューラとレリアは、王宮から約三キロほど離れた場所で向かい合っていたノアとガレイの下に辿たどり着いた。今すぐにでも勝負を始めようとしていたが。

「ま、待ってください!!」

　フューラはその勝負に待ったをかけた。理由も分からないが、不意に言葉に出ていた。

　セルトからそういう指示は来ていない。だが、そうした方がいいと彼女は判断していた。

　フューラの言葉によって二人の動きは止まる。そして同時にフューラの方を見た。

「……ギャラガ様の娘？　何故お前まで俺達の邪魔をする？」

「真剣勝負に待ったをかけるとは、それ以上の用件があるということだろうか!?」

　ガレイはフューラを睨にらみ付け、ノアも呆あきれたような様子で言葉を投げかける。

　その圧力にフューラは怯ひるんだが、それでも目を逸そらさずに二人を見据える。

『……セルト。これでいいのよね？』

『よく止めてくれた。俺の言うことを二人に伝えてくれ』

　セルトは眼をレイラに向けたまま、フューラの通話に応じて策を講じ始める。

　完全にアドリブ。勇傑祭の前の十傑への交渉の時には行わなかったことを、今ここで。

　そしてセルトは言葉を紡いでいく。己が見たままを、その上で必要な話と交渉を。

「……ッ。……王宮が魔族に占拠されているので、お二人の協力を仰ぎたいです」

　フューラ自身も全く信じられないその言葉。それでも言われたことをそのまま。

「!?　……嘘。そんなこと、ある訳が……ない……!!」

　レリアも同時にそれを聞いて大きな動揺を見せていた。失っていた家族ともう一度やり直せる状況になるその矢先の最悪の事態にレリアは弱々しく膝ひざから崩れ落ちた。

　そしてその荒こう唐とう無む稽けいな話を聞いたノアとガレイは、一様にして目を剥むいていた。

「下らない嘘を吐くな……!!　ふざけるのも大概にしろよ……!?」

　当然ガレイは激げき昂こうする。そんなことが有り得る筈も無く、信じられる訳も無い。

　しかし、ノアは黙ってその話を聞いていた。目線でフューラに続きを促す。

『──俺は勝負の間に生じる隙を狙っていました。もし俺が本気で勝ちたいと考えていたなら、勝負を止めるメリットが全く無いことはお二人にも分かってもらえると思います』

「……なるほど、確かに。言い分は一理ある気がするな」

　狙っていた策を、唯一の勝ち筋だった状況を捨ててまで伝えたいことがある。

　ノアはその理屈を理解していた。セルトの魔術が罠わなであったことも分かっていたからだ。

『俺以外誰もその事実に気付けない程、用意周到な魔族の襲撃です。だからこそ恥を忍んでお二人に頼んでいます。どうか、聞き入れてはもらえないでしょうか……!?』

　セルトの言葉と共にフューラはその頭を深く深く下げる。それはあまりにも真剣で。

　肩が震えている。セルトの声色から既に嘘でも何でも無い事は分かっていた。

「お願いします……!!　お願い、します……!!」

　そしてレリアも分かっていた。今すぐにでも泣きたい気持ちを抑えて懇願する。

　その二人の姿は、演技である可能性など微み塵じんも感じられない程に必死だった。

「俺は彼等を疑えない!!　本当であることを信じようと思う!!」

　頭を下げた二人の背中をポンと叩たたくと、ノアはセルトの願いを聞き入れると決意した。

　しかしガレイの顔にはまだ迷いが。自分が積み上げてきたものを壊したくなかった。

「……もし本当に王宮が危機に陥っているのなら、今すぐにでも助けに行くべきなのは俺も分かっている。だがそれが公になれば勇傑祭どころではなくなってしまうだろう。まだ俺は優勝を諦あきらめていない……。勇傑祭には、俺の全てが懸かっているんだ……!!」

　天てん秤びんは揺れたまま。頭では分かっているが、感情がそれを是としてくれない。

　気持ちが分かるのかノアは何も言わない。この姿こそがガレイの本質。

「それを全て打開出来る策はあるか、セルト＝ハーレスティア……!?」

　しかし、危機を何とかしたいと思うのはクレシエンド学園の生徒として当然だった。

　フューラはガレイの言葉をセルトに伝える。少しの沈黙の後、口を開いた。

『……勇傑祭のフィールドには当然王宮内も含まれています。だからお二人には、勝負をする場所を王宮の中に変えてもらうだけで構いません。……どうでしょうか』

　フューラがその発言を伝えた瞬間にノアとガレイの表情が大きく変わった。

　もしもガレイが渋った時の為に考えていた提案。臆おく病びようが故に用意したその保険に。

「──ふははっ!!　要は勝負のついでに魔族を倒して来い、そういう話だな？」

「はははっ!!　なるほどなるほど、それはいい提案だ。素晴らしい!!」

　二人は大笑いしてすぐにセルトの意図を看破する。それは同じ次元にいる証拠。

　勇傑祭を継続しながらも王宮の危機を救う。そのどちらも出来る完璧な策だった。

『そしてもう一つ提案があります。お二人は王宮に向かっている間、どんな形でもいいので存分に目立ってください。その方が勇傑祭も盛り上がり王宮を救える確率も上がります』

「!!　了承した!!　俺達十傑を使おうというその度胸、感服に値する!!」

「貴様の言いなりになるのは癪しやくだが……乗らせてもらおうか」

　そして二人はセルトの返事を待たずにすぐさま翻って王宮の方へと同時に走っていく。

　礼は全てが終わってから。決着をつけるよりも前に、全ての魔族を討ち払ってみせる。

『……行ったわよ、セルト。これで、良かったんでしょ……？』

　二人が提案に乗ったことをフューラはセルトに伝える。それは或あるいは勝利宣言でもあり。

『泣きそうな声で言うなって、俺が選んだことだ』

　その時点でセルト達の優勝は無くなってしまう敗北宣言。きっと二人の勝負は王宮内で片が付き、セルトがそれを阻止する手立てはもう既に無くなっていた。

　つまりセルトの退学はほぼ決まった。決まることを覚悟でセルトは策を講じた。

　自分の身か、レリアの本当の家族か。そんなものは選ぶべくも無かった。

『セルト……ごめん。本当に、ごめんね……』

　レリアは色々な感情がごちゃ混ぜになり、涙を流しながらセルトに謝る。

　間違いなくレリアが謝ることではない。だが、それは自分の家族が巻き込んだ事象で。

『レリアの家族が一番大事だ。それが分からない程、俺は落ちぶれてない』

『でも……でも……!!』

『俺達には他にやるべきことがある。優勝なんて目じゃない、もっと大事なことがな』

　そしてセルトはレイラも別の魔族によって誘拐の危機に陥っていることを告げる。

　それを助けるのが自分達の役目だと、セルトはどこまでも冷静だった。

『最悪の状況ね……。じっとなんかしてられないわ!!』

『うん……うん……。絶対助ける……!!』

　既にショックを受けている暇はない。勇傑祭の最中に起きた、最悪の事件。

　もう二度と失わない、失わせたくない。三人の気持ちは一緒だった。




　　　　＊




「──どうだ、ガレイ!!　この方法なら存分に目立てると思わないか!?」

「……ふん。声を張り上げるのは苦手だが……それすらも貴様には負けない」

　王宮へとひた走る二人。どうやらセルトの案を受けて決めたことがあるようで。

　目的地は同じくして一いつ旦たん二手に分かれる。そして彼等は息を吸い込んで大声で叫んだ。

『俺の首が欲しければ王宮まで来い!!　全員まとめて受けて立ってやろう!!』

　特定の人物のみに向けたメッセージ。この俺を倒してみろという大きな宣言。

　そして続けざまにノアは自らの武装の幾つかを天高く放り投げ、ここに居るとアピール。

　ガレイも自身の扱える五属性の魔術を上空に向けて放出し、存在を誇示する。

　それはセルトが魔力球でやったような誘導を真似た、二人の咄とつ嗟さの行動だった。

　それを偶然近場で見聞きした一般生徒はすぐさま逆方向へと一目散に逃げていく。

　一位と二位の勝負。そんな災害に近いものに割り込めるような者は多くはいないが。

「あ～？　おいギール～、あいつら何やってんだろうな～？」

「あのアピール……私達に挽ばん回かいのチャンスをくれているのではありませんか？」

「うぜ～。まぁ、誘われたんなら行くっきゃないっしょ～」

　まずそれを視認したのはセレナとギール。彼女達もまた、セルトの魔術を見ていた。

　それを追えば誰かいるだろうと近くまで来ていたが、面白い状況になったと。

　そしてその直後に、彼等を追い越していくように空を駆けていく一筋の光も視認出来た。

　すぐにセルトもこの件に一枚噛かんでいると判断したセレナはニヤリと笑った。

「ってことでよろしくギール～。アタシは走りたくない～」

「ここに来るまでもそうだったでしょう。いつも通りですよ」

　ギールはその姿を半竜人にし、セレナを抱えるようにして空を飛行し始めた。

　目指すはノアとガレイが目指す先。昨日の借りを返すのも悪くは無いと。

「お？　お？　なんだなんだ、一番と二番とやれるのかー!?」

　そしてレオナもセルトの魔術に釣られていたが、もっと面白いものを見つけたと。

　それに追随するかのように奔走する。どうせならもっと強い相手と戦いたい、それが性さが。

「あれは……。アイ、どう思う？」

「どうもこうも無いですよ!!　向かわない理由はありません!!」

「言うと思ったよ。僕も同じ気持ちだ」

　その後ろにはセルトの方に向かっていたレオナを追ってきていたシャランとアイ。

　昨日のリベンジの気持ち、そしてそれがセルトへの助けにもなると信じて。

「ちょっ、アルヴァ!?　流石にボクはノア先輩とかとは戦いたくないんだけど!?」

「……じゃあお前はいい。俺は戦ってみたい」

「お、置いてかないでよ～!!　嫌だよ、絶対また負けるもん～!!」

　またその近くにはアルヴァとミル。こちらはシャランとアイを追っていたらしい。

　こちらもまた昨日のリベンジを胸に。そして更なる強者への挑戦を夢見て。

「ガレイ様!!　わ、私も連れて行ってください!!」

「当然だ。お前は俺の下に必ず来る、そう信じていたからな」

「はぁ～ん!!　ガレイ様に抱えられる……嬉うれし過ぎますわ～!!」

　そしてガレイをずっと捜していたフローリアが合流し、全員が王宮を目指し始める。

　誘導の為に撃っていた魔力球。その後放置していたことで多くの者の目に留まり。

　結果的に、十傑全員が王宮の付近に集まるという状況が作り上げられていた。

　それは魔力球を放置したことによる副産物。消えることなく空を駆けていった無限の射程を有するその魔術は、誰の目にも強烈な印象を残してその頭の中を支配していた。

　元々勇傑祭は十傑達の序列争いとしての側面が強い、というのは学園の常識。

　奇くしくもそんな状況になった、いつもとは違う王都全体を使った勇傑祭。

　彼等にとっては舞台が学園から王宮に変わっただけで、これが正道だった。

「つか、何で王宮～？　んなことしたら不敬でぶっ殺されね～？」

「何か意図があってのことでしょう。お二方はそこまで馬鹿ではありません」

「そうか～？　じゃあ、あいつらの所せ為いってことで派手にやったるか～」

　ギールに抱えられているセレナは、既に王宮前に辿たどり着いていたノアに向けて、挨あい拶さつ代がわりと言わんばかりに最大級の全属性魔術を一気に放出していく。

　いつもの全属性が纏まとまって弾はじけ飛ぶものではなく、一つ一つが独立した光線状に。

「では、私もやりましょうか」

　続くようにしてギールも息を大きく吸い込み、口から最大級の炎ブレスを放出。

　それぞれが破格の威力を持つ魔術と、魔術ではない純粋な炎は唸うなりを上げて。

「はははっ!!　やる気満々じゃないか、その意気や良し!!」

　実に頼もしい奴等だとノアは高らかに笑い、それらを何とか避けていく。

　ノアに向けたということは王宮にも向かっている。彼女達の攻撃は防護魔術によって守られている外壁に激しく当たっていき、いとも簡単にその外壁を粉砕した。

「中で待っているぞ!!　熱い勝負をしようじゃないか」

　ノアはセレナとギールが破壊してくれた外壁から意気揚々と中に入っていく。

　十傑の中で最も火力に優れた二人。二人が組めば壊せない壁など存在しなかった。

「……チッ、相変わらず馬鹿みたいな火力をしてやがるなあの二人は」

「お、王宮の壁を壊すだなんて!?　流石に良くないんじゃないですの～!?」

　少し遅れてやってきたガレイも続けて中へ。事情を知らないフローリアは困惑中。

　そして舞台は王都から王宮へ。雪崩なだれ込むかのように中に十傑達が集結していた。

「王宮に来いなんて言うから何が起きてるのかと思えば。そういうことだったんだね」

「え、え～!?　ど、どうして王宮の中に魔族がこんなにいるんですか!?」

「今回アタシ釣られ過ぎじゃね～？　一回頭の中見直すべきか～？」

「……面白い」

　ノアとガレイ以外の十傑達は中に入ってようやくその状況を確認することになる。

　すぐさま状況を把握する者、戸惑う者、嘆く者、楽しむ者、多々反応があるが。

「果たして十傑の中で誰が!!　一番強いのか今ここで決めようじゃないか!!」

　ノアの声が王宮内に響き渡る。あくまで今は勇傑祭、それを忘れること無かれと。

　それを聞いた十傑達はすぐさま己のやるべきことを理解する。理解が出来る。

「よく分かんないけど戦えばいいんだな!?　よっしゃー!!」

「もうなんかどうにでもなれって感じ!!　全員ぶっ飛ばしちゃうもんね!!」

「じゃあ、いっそのこと全員に強化魔術を掛けてあげますわ～」

「皆様どうか、神聖な王宮内で暴れ過ぎませんように」

　これが勇傑祭。十傑達が一堂に会して好きなように暴れ回っていく、本来あるべき姿。

　王宮に魔族が蔓延はびこるような緊急事態で。それを壊さなかったのは、彼の提案が全て。

　我わが儘ままにも近いその感情すら優先させた。それが或いは合理的な判断だったとしても。

「……感謝する。その上で、貴様ら全員より強いと証明しよう」

　ガレイは誰に聞かせるでもなく礼を。そして最高の場での最高の勝利を宣言した。

　全員とは十傑のみならず。十傑が中に入ってきたことで動揺している魔族も含めて。

　かくして始まるは十傑達の大立ち回り。果たして最後まで王宮は残っているのか。

　王宮を占拠している魔族など敵ではない。今の敵は志を共にしている化け物達。

「アイ!!　今日こそは負けないからね!!　絶対ボクが勝つんだから!!」

「いい度胸です!!　また返り討ちにしてあげますよ!!」

　アイとミルの戦いは、彼女達の性質上やはりとてもアンバランスで。室内であっても俊敏に動いていくアイに対してミルは一瞬の隙を狙って大おお槌つちを振り回していく。

　進行方向にいる魔族をアイが槍やりで貫けば、ミルの大槌も無差別に魔族を粉砕する。

「……昨日のリベンジだ、シャラン」

「うん。僕も、もう一度僕の方が上だと証明しようか」

　シャランとアルヴァの差し合いもまた、見事なまでの剣技を互いに繰り出していく。

　無謀にも手を出そうとした魔族は、二人の剣技の前に細切れになっていった。

「誰でもいいからぶっ潰つぶしたいぞー!!　あたしの連撃の雨に沈めー!!」

　闘争心が溢あふれまくっているレオナは目に入ってきた全てに勝負を挑んでいく。

　魔族は当然として、タイマンを張っている十傑達にもちょっかいを出していく。

　そこに分別は無い。ただただ彼女は、内に溢れる野性を解放しているだけ。

「よし、進めギール～。アタシの魔術の更なる進歩の為に～」

「普段からこれだけやる気を見せていれば、もう少し序列も上でしょうに」

　楽しそうにギールの背中におぶられながら、えげつない魔術を撒まき散らすセレナ。

　半竜人の姿になっているギールも続くようにして、魔族を蹴け散ちらしていく。

　この程度全く障害にもならない。彼等の目的は、一位と二位への下克上だった。

「ガレイ様、ノア君……。そして皆の為に私も頑張りますわ!!」

　フローリアは戦うことは無いが、戦場を自前の魔術で支配する為に奔走していく。

　魔族には状況に応じて弱体を、十傑達には平等になるように強化魔術を配っていた。

「昨日よりも更に!!　凄すごみを増しているな、ガレイ!!」

「それは貴様も同じだ。だが俺はその上をいってみせる!!」

　そしてノアとガレイは、玉座の間を目指しながらもレベルの違う戦いを繰り広げ。

　誰も立ち入れない領域。十傑で最も強いのは自分だとそれぞれが主張していく。

　王宮を占拠していた魔族達が殲せん滅めつされていくのには、そう多くの時間はかからず。

　最終的には十傑全員がディアボロとアスタがいる玉座の間に辿り着くのも同様だった。




　　　　＊




「──むぅ、王宮の方はもうだめかもしれないね。いやぁ、外に出ていて正解正解」

　気絶したレイラを担ぎ上げながら悠々と王都を歩いていたフォルネは呟つぶやく。

　十傑がこぞって王宮に向かって行ったのを確認した途端に彼女は進路を変えた。

　とにかくディアボロとアスタと合流出来ればそれでいい。それだけで王女の誘拐は完遂され、簡単に人間達が魔界に攻め込んでくる大義名分を作れてしまう。

　唯一の誤算はその王女が外に出ていたこと。王宮でディアボロ達に捕まっていれば話はすぐに済んだ筈はずだったが、世の中はそう上手うまくは行かないらしい。

「簡単に殺されてなければいいけどね。くふふっ、死ぬはずも無いか彼等が!!」

　我等は選ばれし四幻魔。そう簡単に人間に殺されては堪たまったものではない。

　後は彼等の合流を待つだけ。その間ずっと、人間に擬態していれば安全そのもの。

「!?　お、お前何やってんだ!?　王女様なんか抱えて……」

「……あぁ、そういえば。今は生徒同士は戦っているっていう設定だったね」

　しかし生徒の姿に擬態していても今は勇傑祭。歩いているところを他の生徒に見つかれば当然その光景を疑問に思われてしまう。フォルネはうっかりしていたと頭を小突く。

　その声に惹ひかれるようにして、複数人の生徒が集まって来るがフォルネは笑う。

　笑ったフォルネに対して生徒達は各々の戦い方で攻撃を仕掛けようとするが。

「下手に藪やぶをつつくものではないよ、蛮勇しか取り柄の無い学園の生徒達がさ」

「!?」

　瞬時に元の姿に戻ったフォルネの身体から無数の触手が生え、生徒達を襲う。

　一つ一つが自由意思を持っているかのように動くそれは、次々に生徒達を昏こん倒とうさせた。

　全員が倒れたのを確認すると、今度は生徒ではなく一般人にフォルネは擬態する。

　生徒の姿はこういうデメリットもあったのかと一人納得し、また悠々と歩く。

　そうしてディアボロ達に最初に連れてきてもらった地点へ移動しようとしていたが。

「……おやぁ？　完全に一般人の姿なのに、随分と容赦がない子がいるらしいね」

　突如としてフォルネの胴体は何処からか飛んできた魔力球に撃ち抜かれた風穴が空く。

　何の躊躇ためらいも無い一射。自分が敵だと思われて撃たれたその確証のある攻撃。

　恐らく何処かで見られていた、とすぐに理解したフォルネはその口角を吊つり上げた。

「あはははははっ!!　そうかそうか、度々見かけていた魔術の正体がこれかな!?」

　フォルネは楽しそうな高笑いを上げると、一いつ旦たん身体を本来の姿に戻した。

　撃ち抜かれた胴体は既に再生している。これも彼女の変身能力の一環だった。

　飛んできた方向から射線を割り出す。角度的に建物の上から撃たれたのは間違いない。

　異常な長射程魔術を扱う人間が学園にいることを知っていたフォルネは一旦身を隠す。

　だからこそ一足先に学園内に侵入し、それが誰なのかも既に確認済みであり。

　計画に対しての用意はいつだって周到に。ともすれば、同じ四幻魔の一角であるディアボロを返り討ちにした『クソ生意気なガキ』と相対することもあるだろうと考えて。

　だから観察していた。どの人物であれば、彼の動揺を誘えそうなのかを。

「この姿ならどうかな？　確か彼はこの子とは仲が良かったよねぇ？」

　そして再び姿を現したのは、銀色の髪を長く伸ばして黒い髪飾りを着けた少女。

　抱えていた筈のレイラも今は手放している。つまりそこは判断する要素にはならない。

　セルトには見慣れているそれは、何処からどう見てもフューラにしか見えなかったが。

「……あいつには他の仕事を任せてる。だから、そこに一人でいるとしたら偽者だ」

　フォルネから約一キロ程離れた高台にいたセルトは、そのやり方に苦言を呈していた。

　セルトは一切の手心を加えずに、全く動揺することも無しに魔力球を撃ち続ける。

　チームのメンバーであり、恐らくレリア以外で最も心を許している友人であっても。

「ふぅん……。変身してるって頭では分かってても、普通は感情が否定して少しは躊ちゆう躇ちよするものなんだけどなぁ。どうやら彼はそういうタイプではないみたいだねぇ……」

　勇傑祭が始まる前から、セルトがこのガワと仲良くしていたのをフォルネは見ている。

　それでも全くもって手を抜かないその姿勢。万が一を考えていないのか、それとも。

　堪らずフォルネはまた建物の陰に身を隠す。この距離で射程を押し付けられればこうもなるというものだが、フォルネが考えていたのはセルトへの攪かく乱らんだけだった。

　攪乱をしながら段々と近付いていく。少しでも躊躇が生まれればこっちのもの。

　暫しばらくして出てきたのは、全く同じ姿をした多数の影。歩き方や佇たたずまいまで全てが同じ。

　橙だいだい色いろの髪を長く伸ばし、純白のドレスに身を包んでいるレイラに彼女は化けている。

「!!　相変わらず性格が悪いな、魔族ってのは」

　どれかが本物のレイラなのは間違いない。しかし他も完全にレイラの姿になっている。

　恐らくだが、本物の方のレイラはフォルネに無理矢理動かされているのだろう。

　そしてフォルネとレイラ以外の姿は全てがフォルネの能力による幻影だった。

（これならどうかな？　守るべき者の姿でも、彼は混乱せずに撃てるのかな？）

　全ての影が一糸乱れぬ動きで。多数に増やされたレイラは完全にシンクロしている。

　大いに迷え。その迷いは動揺に変わり、取るべき行動を著しく阻害していく。

　フォルネが殺してきた人間の殆ほとんどがそうだった。それは感情を利用した最低の方策。

　戦いにおいて最も重要なのは感情。感情を揺さぶれば本来の実力を発揮出来はしない。

（──って、えぇ!?　それは流石に人の心が無さ過ぎやしないか!?）

　しかしセルトのやることは変わらない。自慢の射程魔術でただ魔族を撃ち抜く。

　見分けがつかないのなら全てに。意趣返しと言わんばかりに同速度の多数の魔力球を。

「ほら、反応しちゃうだろ？　予想外だったんだから」

　セルトから見て右端にいたレイラの顔が一瞬だけ強こわ張ばったのをセルトは見逃さない。

　そうしてそれに向かった魔力球はそのまま、他の魔力球の射線を大きく曲げていく。

「くっ……!?　避けるしかないなぁ、これは……!!」

　流石に何度も攻撃を喰くらっていたら変身に割くだけの魔力が持たないと判断したフォルネは、なんとか伏せてその魔力球を躱かわしたがその衝撃は実に大きく。

　そこで集中が切れたのか、本物のレイラはその場に倒れ伏し、他の幻影は消え去った。

「馬鹿じゃないのか……!?　私が反応しなかったら一体どうするつもりで……」

「とかなんとか思ってるだろ、どうせ。その時はどれにも当てねぇよ」

　信じられないという表情を浮かべているフォルネをセルトは鼻で笑う。

　その程度のコントロールぐらい出来なくして、射程魔術を扱っていい筈が無い。

　そしてレイラを回収させない為に、レイラを避けて密度の高い弾幕を張っていく。

「あぁ、もう!!　流石にウザったいなぁ!?」

　元の姿に戻ったフォルネは、その弾幕に対して身体から生やした無数の触手で応戦する。

　触手を鞭むちのように扱い弾幕を全て弾はじく。大量の魔力球を前にしても対策自体はあった。

　生えている触手は伸縮自在だが、流石に長射程に対応出来るほど長くは伸ばせない。

　つまりは防戦一方にしかなっておらず、対応するのが精一杯なその状況に。

『──フューラ、レリア』

『任せて』

『了解』

　フォルネが弾幕に手こずっているタイミングでセルトは待機させていた二人を動かす。

　まずはレイラの安全を確保。レイラを手放したその行動をセルトは見逃さない。

「ッ!?　させないよ、そんなことは!!」

　僅わずかな隙を突いてレイラの回収をしようとしてきた二人に、フォルネは更に身体から触手を伸ばしていく。高密度の触手の嵐が襲って来るが、二人は全く怯ひるむことは無く。

「出来るから、セルトは私達を頼ってくれるのよ!!」

「貴方あなただけは絶対に許さない」

　的確にレリアが防護壁を張って触手の攻撃を防ぎ、フューラもレリアが防ぎ切れなかったものを自分達に届くよりも前にレイピアで斬り落としていた。

「おいおい、いいのか？　こっちに集中しなくてさ」

　王女を優先させれば自らの身が危ない。弾幕に集中すれば王女を奪還されてしまう。

　段々と追い込まれていくその状況に、フォルネは大きく歯は噛がみしていた。

「ムカつくなぁ……!!　この私が追い詰められる状況になるなんて……!!」

　フォルネは弾幕に対応しながらも、頭の中で何を最も優先すべきかを考えていた。

　王女の回収は後で適当に国王や衛兵にでも変身して行えばいい為、優先度は低い。

　そして逃げるという選択肢は王女の回収を前提としたもの。つまりこれも除外される。

（どんな方法であってもあの人間を殺す。やっぱりそれしかないねぇ……!!）

　結局は目下の障害になっているセルトを殺せばいいと思考をシンプルにしたフォルネ。

　フューラとレリアに割いていた意識を減らして、今は生き残ることに徹していた。

『セルト!!　レイラ様は取り返したわ!!』

『よくやった。後は俺に任せろ』

　まずはレイラを奪還。その後は二人を逃がし、レイラの安全を確保させるのが最優先。

　二人を追わせない為にセルトは魔力球を途切れさすことなく撃ちこんでいく。

　だからここからは、再度セルトとフォルネの一騎打ちの展開が待っている。

「……くふふ、あはははっ!!　私がここまでコケにされたのは久し振りだよ……!!」

　撃ち込まれる弾幕に対応しながらフォルネは、口元を手で押さえながら尚なおも笑っている。

　せっかく攫さらった王女をここまで簡単に奪い返されるなどとは、露ほどにも思っていなかった。

　もう出し惜しみをしているような状況ではない。身体と魔力面に多大な負担を強いる為になるべく使いたくなかった、奥の手すら使わなければならないという屈辱を噛かみ締めて。フォルネは眼を大きく大きく見開き、禍まが々まがしい魔力を多大に集中させた。

「さぁ、私の眼を見ろ……一瞬でいい」

（!!　あれは、魔力を纏まとった眼──）

　眼への魔力集中。セルトとやっていることは似ているがその本質は全く異なる。

　そしてセルトはフォルネの眼を見てしまった。瞬間、セルトの脳裏に浮かんだもの。

「──ッ……!?　なっ……んで、今更魔族に怯えた記憶を思い出してんだよ……!?」

「ふぅん、実にいい記憶じゃないか。幼い少女を魔族から庇かばったその雄姿……!!　君がどれだけ恐ろしい想いをしていたのかが、手に取るように分かってしまうねぇ……!!」

　それはセルトの最大のトラウマ。不意に想起されたその記憶にセルトは膝ひざを突いた。

　既に乗り越えた筈のそれだが、あまりにも唐突に鮮明に思い返された為に衝撃は大きく。

　フォルネが行使した能力は、目を合わせた対象のトラウマを強制的に頭の中に呼び起こすことで、フォルネ自身もその記憶を覗のぞき見ることが出来るというもの。

　トラウマを刺激し、そのトラウマに関係する存在も見ることが出来る一石二鳥。

　多大な魔力を消費するので一度しか使えないが、この状況なら一度で十分。

「がはっ……ごほっ……!!　クソッ、震え、止まれよ……!?」

　それを払ふつ拭しよくする為に、今までに膨大な努力を積み重ねてきたはずなのにも拘かかわらず。

　それでも心こころに沁しみついているのがトラウマというもの。セルトへのダメージは甚大で。

　頭の中では魔族に殺されそうになっていたその時の状況が何度も何度も蘇よみがえっていく。

　それでもかろうじてフォルネへの目線を切らさない。切らしてはならない。

「さぁて、仕上げと行こうか!!　確実に、愚かな人間に正しい絶望を与える為に!!」

　そしてフォルネの身体は歪ゆがんでいく。その姿を更なる動揺を呼び起こさせる存在に。

　髪の色は艶つややかな空色に。服は当時から彼女が着ていた小さな白いワンピース。

　顔はあどけないながらも美しさが際立っている。だが、その表情には全く彩りが無く。

　頭には純白の二又のリボンを着けた、セルトが身を挺ていして守り切った幼いその姿は。

「!?　レリ、ア…………？」

　フォルネはその少女を元々知っていた。知っていたからこそ、変身も容易だった。

　約十二年前。このミリラクシアでは、王女が魔族に誘拐される事件が起きた。

「まさか、あの時の少女と君が知り合いだとは!!　運命とはかくも恐ろしいねぇ!!」

　王女を誘拐したが、途中のイレギュラーで王女を失った。そんな大失敗の過去話。

　その首謀者こそフォルネ。つまり今回の計画は彼女のリベンジでもあった。




「……………………」

　トラウマを呼び起こし、そのトラウマに関係する存在に変身することで更なる刺激を。

　そのやり口はフォルネが最も得意としていたものだった。この能力を行使して心が壊れなかった相手など今の今まで一人もおらず。だからフォルネは今回も同じ手法を取った。

　フォルネはセルトを自分の間合いに入れる為にレリアの姿のまま奔走する。

　間合いにさえ入れてしまえばどうにでもなる。その為に講じた策は成功していた。

「前は俺の方が性格悪いとか言ったけど、訂正してやるよ……」

　そのやり口にセルトは軽口を叩たたく。突いた膝を再び起こし、ゆっくりと立ち上がる。

　魔力球は放出しない。放出が出来ない。かつて強大なトラウマを負ってでも守った存在を撃ち抜くなど。明らかに偽者だと分かっていてもセルトには出来る筈はずが無かった。

　しかし、身体の震えは止まっていた。それ以上の感情が呼び起こされたから。

（染みついた恐怖は消えてない。でも俺は今、自分でも驚くぐらいに──）

　フォルネは、セルトのトラウマを呼び起こした時点ですぐに攻勢に移るべきだった。

　だが、再三に亘わたりセルトの掌てのひらで踊らされていたことはフォルネ自身の苛いら立だちを呼んで。

　だからこそ完膚なきまでに、更なる絶望を与えてからセルトを殺そうとしたのだが。

「──殺す」

　強大なトラウマを塗り潰つぶしてしまう程の怒り。それがセルトの中に渦巻いていた。

　フォルネはセルトの逆げき鱗りんに触れていた。彼とて怒ることぐらいは何度でもある。

　だがしかし、ここまでの殺意に駆られるような静かな怒りは初めての経験だった。

（ッ……!?　何だこの寒気……？　私が、恐怖している……？）

　動揺を誘えて完全に策が成功していたと思っていたフォルネは急激に悪寒を覚えた。

　現に魔術は全く飛んでこない。彼の下へはゆっくりながらも着実に近付いている。

　だが、近付けば近付くほどに。『何かがやばい』と本能が危険信号を出していた。

「……いや、何かの間違いさ!!　私は四幻魔の一角、絶望と恐怖を与えるのは私の役目!!」

　フォルネはその恐怖を幼い少女に変身したが故の感受性の高さと意志薄弱と断定する。

　有り得る筈も無い。崇高な悪魔である自分が、人間に対して恐怖を感じるなど。

（見失うな。湧いた好機も、用意してきた全ても。怒りと恐怖に頭を支配されるな）

　言いようもない怒りによって逆に冷静になれたセルトはフォルネの姿を見据える。

　セルトは待っていた。フォルネが本来の姿に戻るそのタイミングを、ギリギリまで。

　事前に用意していた秘策はここで使う。それを思い付ける程度には恐怖は消えて。

　何の準備も無しに敵の間合いに入ることは、セルトにとっては自殺行為にも等しい。

　それでもセルトは動かない。フォルネが攻撃を仕掛けてくるその絶好の好機を待つ。

「なぁ、魔族。今、どんな気持ちでその姿になってんだ……？」

　セルトは小さな身体でこちらに向かってくるその姿を見て思わずそんな言葉を零こぼす。

　憐あわれみと怒りが混じっているような、セルトが今まで見せたことも無い表情。

　かつてレリアの全てを奪った存在が、あろうことか彼女の姿に成り代わって。

　もう一度レリアから家族を奪おうとしている。それがセルトには我慢ならなかった。

「どうせ、何も分かってないんだろ？　むしろ、そうであってくれ……」

　生粋の魔族であるフォルネは知らない。家族の重要性や、それが持っている意味を。

　知っていてそれを選び取ったのなら、セルトの理性はもう無くなっていただろう。

　だから何も知らないでいい。何も知らないまま、その意味を知ることもなく。

　そうしてセルトは一いつ旦たんフォルネから目線を切る。見ていたのは、異なる二方向。

　セルトが有するは『∞むげんの射程』。何もただ放出するだけが彼の魔術ではなかった。

　未いまだ空を駆け続けているそれを。既に視認出来ていたセルトが考えていたことは一つ。

　位置を調整し、自分がここに居ると知らせる為に一旦虚空へと魔力球を飛ばした。

「くふふっ!!　撃つ気力はあっても狙いが付かないんじゃ仕方ないよねぇ!!」

　それを視認したフォルネは、身体に負担をかけて一気に速度を上げる。もう少しで本来の姿になれば触手と毒によって一瞬で蹂じゆう躙りん出来る場所まで移動出来るのは分かっていた。

　あれだけの射程を有する魔術。近接戦闘には恐らく不向きだとフォルネは判断。

　もし避けられてももう一度レリアの姿になればいい。それぐらいの魔力の余裕はあった。

　そもそも彼は今こちらを見ていない。仕掛けるのであれば、ここしか無かった。

「結局人間は脆もろくて弱い!!　感情に支配されている愚かな生き物でしかないのさ!!」

　元の姿に戻ったフォルネは、瞬時に翼を広げて、一気に自分の間合いまで移動した。

　この距離ならもう魔術の放出は間に合わないだろうと、触手を身体から生やしていく。

　触れるだけで即死級の毒を纏まとわせた無数の触手。これなら一瞬で勝負を決められる。

「さぁ、どうかな!?　君は今、どんな表情をしている──」

　既に勝ちを確信していたフォルネ。この攻撃の前に沈まなかった敵など存在しない。

　そうしてフォルネは絶望に彩られているであろうセルトの表情を見ようとしたが。




「──こんな表情してるよ。愚かな魔族を憐れん憫びんする顔だ」




　セルトは笑っているフォルネの顔を見ながら、勢いよく両腕を振って交差させた。

　直後。優に光速を超えていそうな超速度で複数の魔力球がフォルネの身体を駆け抜けた。

　あまりにも速度と威力が乗っかったそれは、フォルネの身体をいとも簡単に吹き飛ばす。

　その結果、触手もセルトに届く直前で朽ちていく。タイミング的にはまさに紙一重。

「なっ……!?　一体、いつ、魔術の、放出を……!?」

　魔力球はセルトから放出されたものではなく、完全に虚空から現れたように見えた。

　確実に魔力球が来た方向に撃つ素振りも、撃ったような素振りも全く無かった。

　少なくともフォルネはそれを見ていない。だからこそ、完全に思考の死角からの一撃。

「あぁ……知らないよな。学園が誇る最強の二人を誘導する為に使った魔力球だ」

　ノアとガレイを鉢合わさせる為に放っていた魔力球を、セルトはその後消していなかった。

　放置して飛び続けていた魔力球をこちらに引き寄せただけ。それが用意していた秘策。

　それだけの距離を経ていればその速度は神の領域。後はタイミングを合わせるだけ。

　フォルネからすれば突然現れたように見えた魔力球は、『∞の射程』を有するが故に。

　それは避けようがない一撃。残し続けていた布石を、セルトは一つも無駄にしない。

（やばい……!!　流石に首以外の再生まで出来る変身の魔力はもう残ってないぞ!!　これはなんとしてでもディアボロ君とアスタ君に拾ってもらわなければ……）

　しかし、ディアボロと同じように首だけになってもフォルネはまだ生きている。

　生存するには今すぐにでも魔界まで戻る必要があるが、彼女にその力は無い。

　だからもう死んだと偽って声は出さずに、フォルネはゆっくりと目を閉じたが。

「──馬鹿が。お前だけは絶対逃がさない、って決めてるんだよ」

「!?」

　そうなってもフォルネが生きているかもしれないことを、セルトは分かっていた。

　彼女を逃がしてはいけない理由がある。僅わずかの隙も無く完全に殺し切る為に。

　もし生かしておけば彼女の有する能力が厄介極まるのが、一つ目の理由。

「教えてやるよ。お前が選んだのは、最高だったし最低な選択肢だった」

　そしてもう一つの理由は、レリアの気持ちを踏みにじったことに対する怒りだった。

　居場所を教える為に放った魔力球。それすら無駄にせず、セルトはそれを引き寄せる。

　首だけになって落ちていくフォルネに目がけて。魔力球は寸分の狂いも無く到達する。

「う、嘘だ……!!　私が、死ぬなんてそんなの……!?」

「受け取れ。俺からの冥めい途どの土産だ」

「……い、嫌だぁぁぁぁぁぁ!!」

　そして首だけになったフォルネを、無惨にも魔力球が撃ち抜き見事に消し飛ばした。

　もうフォルネを構成していた要素の一つすら残っていない、完全なる消滅。

　膨大にある選択肢から選び取ったのは、セルトを怒らせてしまう最悪のジョーカーで。

　セルトはフォルネが消し飛んだことを確認すると、ゆっくりとその場に腰を下ろす。
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　後少しでも魔力球の到達が遅れていれば、確実に死んでいたことすらセルトは忘れて。

　怒りが収まったその瞬間に、冷や汗や身体の震えがもう一度戻ってきていた。

『──聞こえてる、セルト!?　聞こえてたら返事ちょうだい!!』

　そこでフューラからの通話が飛んでくる。というよりもずっと飛んではきていた。

　それが全く聞こえないぐらいに自分の感情が増幅していたことに気付き、短く笑う。

『……あぁ、聞こえてる。こっちは終わったよ』

『そう、良かった……!!　レイラ様は気絶してるだけで、ちゃんと生きてるわ!!』

　レイラの無事を聞いてセルトは安あん堵どの息を零す。そして屋根の上に身体を投げ出した。

　遥はるか彼方かなたに飛んで行った魔力球をまた引き寄せるという荒業。疲れない訳が無かった。

　そして呼び起こされたトラウマを抑える為に、セルトは大きく息を吸って深呼吸した。

「ははっ、まだまだ甘いな俺も……」

　乗り越えた筈のトラウマを刺激された程度で戦意を失いかけるなど言語道断。

　精神力についてはまだまだ足りていないと、未熟な自己への反省は怠らないが。

　勇傑祭、王宮の危機、王女の誘拐未遂。そしてレリアにとってかけがえのないものを。

　自分の身以外の全てを守り切ったセルトは、それでもどこか満足気であった。




　　　　＊




「──どうやら、フォルネ様は完全に死んでしまわれたみたいですね。合掌」

「……はっ、あのクソ女には相応ふさわしい末路だろうよ」

　王都から離れた郊外。セルトとフォルネの戦いを見ていたディアボロとアスタ。

　これにて計画は完全に頓とん挫ざ。しかし単に手伝っていた側の二人には大きな落胆は無く。

　助太刀に入らなかったのは、これ以上粘っても意味が無いと判断してのことだった。

「これで仮に私達まで死んでいたら、どうなるかなど火を見るよりも明らかでしょう？」

「……チッ。確かにいい判断だった、アスタ」

　王宮を占拠していたディアボロとアスタだったが、集結した十傑を前に早々に退避。

　十傑達の総攻撃はゲートを展開したディアボロとアスタには僅かに届かなかった。

　一人か二人程度であったなら、制圧出来たかもしれないが流石に多勢に無勢。

　フォルネが失敗していたのなら王宮を占拠する意味も無いと判断していた。

「そもそもこのクソみたいな世界じゃ本調子で戦えないしなぁ……!?」

「言い訳乙。……と言いたいところですが、それもまた真実です」

　魔族とは魔界の生き物である。人間界に進出してきている魔族の出身も当然そう。

　つまりは彼等のホームで戦えば結果は変わって来る。人間界の空気は彼等には合わない。

　とはいえ言い訳なのもまた事実。アスタの下した撤退という判断は最適解だった。

「彼には本当に参りますね。邪魔されるのもこれでもう二度目ですか」

　アスタは遠い目をしながら、計画を看破しフォルネを殺したセルトに感嘆する。

　彼がこの学園にいる限り、徒いたずらに手を出すのは得策では無いとまで思っていた。

「チッ……生意気なクソガキから、『馬鹿』に格上げしてやるかぁ？」

「格下げじゃないですかね、それ。あぁ、でも誉め言葉ではありますか」

　ディアボロは学園の生徒、ひいてはその中でも強い者を『馬鹿』と呼称している。

　その一端は、かつて魔界に乗り込んできた勇者が『馬鹿強かった』ことに起因しており。

　それは魔王を楽しませられる者の候補としてその実力を認めている証明でもあった。

「どうですかね？　計画は大失敗という感じでも無いとは思いますけど」

「全くもって成功でもねぇがな。……ギリ殺されねぇぐらいだろ」

「なんとも嫌な響き。取り敢あえず今のうちに魔王様への言い訳でも考えておきますか」

　勿もち論ろんのこと大成功は、王女の誘拐に成功し人間達が魔界に侵攻するきっかけを作ること。

　理由を作らなければそう簡単に人間は魔界には来ない。だから手を打つ必要があった。

　ギャラガ以上の強い人間と戦ってみたい、それが魔界の王である魔王の望みであり。

　敗北したギャラガとの約束。それが成されるまで人間界と魔界は膠こう着ちやく状態を維持すると。

　魔王からギャラガに向けたメッセージ。それが今回伝わったのかは定かでは無いが。

　自分を満足させられる最強は育っているのか。少なくともその確認は出来そうだった。

「フォルネ様の死は、逆に有効的に働くかもしれませんね。三幻魔になりましたけど」

「っても、あのクソ魔王ももういい加減限界だ。もってあと一年ってとこだろ」

　残された時間はもう多くはなく、ギャラガとの約束は未だ果されてはいない。

　その先に待っているのは破滅だけ。だから、精々もっともっと強くなれと。

「この世界を壊すのは惜しいですね。私は意外と好きなんですよ、人間も人間界も」

「クソ魔王と同じようなこと言いやがって……。俺は大嫌いだがな」

　それでもディアボロは魔王の部下。指示には基本従うし、意思も尊重する。

　空間を歪ゆがませて。確認を取ってこられるディアボロとアスタは、本当に貴重な駒だった。

「では、帰りましょうか。私達の世界に」

「あぁ。もう二度と来たくねぇわ、こんな世界にはなぁ……!!」

　アスタは魔界へと通じるゲートを開くと、ディアボロに手を伸ばす。

　ディアボロはその手を取ることは無く、急ぎ足でゲートへと入っていった。




　　　　＊




「──ラ……!!　レイラ……!!　起きて、レイラ……ッ!!」

「……う、ん……？　レリア……お姉……様……？」

　フォルネによって意識を失わされていたレイラを、必死に呼ぶ声が響く。

　深い眠りに落ちていたのか、何度も何度も呼ぶ声に彼女はようやく目を開ける。

　目に入ってきたレリアを見て、レイラは不思議そうな表情を浮かべている。

「はっ!?　そうでした、王宮が凄すごく大変なことになっているんです!!　早くしないと皆さんが危ない……って、確か私は見覚えのない生徒さんに状況を伝えた筈はずで……」

　そして全く状況が把握出来ていないのか、一人で自問自答をし始めた。

　完全に頭が混乱している。確か、生徒に声をかけられたところは覚えているのだが。

「!!　そうでした、私気絶して……!!　い、一体何がどうなったんですか～!?」

　そして自分の身に起きたことを思い出したが、結局何が起きたかはさっぱり分からない。

　攫さらわれそうになった事実も。自分が操られていたことも、何も分からなかったが。

「大丈夫……もう大丈夫……!!　セルトが、助けてくれたから……!!」

「セルト様が……？」

　慌てているレイラをレリアはそっと抱き締め、もう何も心配することは無いと伝える。

　レリアの抱擁と言葉で落ち着いたのか、レイラはぎゅっとレリアを抱き締め返した。

「そう、でしたか……。また、セルト様に助けられてしまいましたね」

「うん、うん……。やっぱりセルトは、凄いでしょ……？」

「はい。本当に、本当に素晴らしいお方だと思います」

　そして二人で同時に安堵の涙を流す。彼がいなければこの光景は見られなかった。

　フューラはその様子を傍で見守っていたが、不意に後ろから肩を叩たたかれた。

「セルト!!　貴方あなたも無事で良かったわ……」

「おう……。マジで紙一重だったし、最悪の気分だから泣きそうだよ」

　なんとか心を落ち着かせていたセルトは、疲れた身体に鞭むちを打ってその場に現れた。

　セルトはレリアとレイラが二人して無事を喜びあっているのを見て、微笑を浮かべる。

「よう、レイラ。無事だったようで安心した……てぇっ!?」

　そう声をかけると、双子らしくほぼ同じ動きで二人はセルトに跳び付いた。

　女性二人の勢いにも完全に負け、セルトの身体は地面に倒れてしまった。

「セルト……!!　本当に、本当に、ありがとう……!!」

「セルト様のお陰で今、私は生きています……。感謝してもし切れません～!!」

　そして再び二人で大泣きし始める。あふれ出る涙は止とどまることを知らなかった。

　普段感情を表に出さないレリアも、その逆のレイラも同じように号泣で。

「分かったから離れてくれ……。このままだと意識を失いそうだ……」

　もうセルトの体力は女性二人の重みにも負ける。背中を叩いてあやすが聞こえておらず。

　そろそろ本当にやばいな、となったタイミングでフューラが助け舟を出してくれた。

「ほら、いい加減にしないとセルトが死ぬわ。一いつ旦たん落ち着きなさいって」

　丁寧にその身体をゆっくり抱え上げて、ゆっくり下ろす。それを二回繰り返す。

　そして呆あきれたようにしながらも、セルトの手を引っ張ってなんとか立ち上がらせた。

「貴方って本当凄いわね。貴方がいなければ、この国は終わってたもの」

「偶たま々たまだ。それを言ったらレイラが外に出てなけりゃ詰んでたよ」

「相変わらず素直じゃないんだから。私が何度でも言うわ、誇りなさい？」

　続けて、自分の生まれ育った国を守ってくれてありがとうと礼を言うフューラ。

　そして少しだけ寂しそうな笑みを浮かべていたのを見て、セルトはフューラを小突いた。

「だから泣きそうな顔止めろっての。お前にまで泣かれたら収拾がつかん」

「ッ!!　そんなの分かってるわよ……。分かってるけど……」

　それがとどめになったのか、フューラもポロポロと大粒の涙を零こぼし始める。

　嬉うれしさと安あん堵ど感かんから来るものではなく、純粋に心から悲しいと思っている涙だった。

　誤るべきではなかった選択。その二者択一の正解を迷いなく選び取ったセルト。

「泣きたいのはこっちだっての……。この先どうすりゃいいんだ俺は……ん？」

　学園の衣食住を当てにしていたので、きっと明日からは路頭に迷うことになる。

　当然そう思っていたのだが、不意に両手を掴つかまれる。勿もち論ろん掴んだのは双子の姉妹。

「……セルトも、一緒に王宮に来ればいい。それで全部解決」

「!!　そうですよ～!!　恩人のセルト様なら、皆さん大歓迎ですから～!!」

　王族特有の飛びぬけた提案。それを聞いたセルトはぽかんと口を開けてしまう。

　自分の願望を臆おく面めんもなく口に出せてしまう。或あるいは天然なのか、マイペースなのか。

「……。あははははっ!!　すげぇありがたい誘いだな、うん。あー笑った」

　そして暫しばらくフリーズした後、腹を抱えて笑い始めた。なんとも呆れた強欲さだ、と。

　レリアに行くなと言えなかった自分と比べて、実に強い意志を持っていた。

「断る。王宮の暮らしって堅苦しくて面倒そうだし、多分三日で飽きるわ」

「そ、そんな～!?　とはいえ少し分かるのがなんとも辛つらいところです～!!」

「断るのね……。普通は断らないと思うけど……」

　だがセルトはにべも無くそれを真っ向から拒否。ここは自分の気持ちに正直に。

　レリアを手放したくないのなら自分もなど。そんな選択肢は思いつきもしなかった。

「ふふっ……セルトらしい」

「まぁ、マジでどこも行くとこが無かったら考えるよ」

「セルト様なら、いつでも大歓迎ですからね～!!」

　ここまで豪華な誘いは他には無い。そしてそれを断るような人間もそうはいない。

　セルトのモットーは平穏に面倒を避けて。それとは外れている暮らしはもっての外。

　今の学園生活に関しても、セルトが掲げる理想とはかけ離れているのが現実だが。

　それならまだそれなりに刺激がある学園の方がマシだと、セルトは笑っていた。

「んじゃ、レイラを王宮に送り届けるか。どうせあっちも問題無いだろうし」

　勇傑祭の最中。レイラを無事に王宮まで帰すことで初めて事件は全て解決となる。

　三人は大きく頷うなずいてセルトの後を追っていく。涙の痕あとをその頬に残しながら。








エピローグ　かくして彼等はまた日常へ






「──本当に良くやってくれたな、二人共!!　心から感謝しよう!!」

　勇傑祭の後日。再び学園の上層部に呼び出されていたのは十傑の一位と二位。

　一方は満面の笑みで。もう一方はまだ納得がいっていないのか不機嫌そうだった。

「圧倒的な強さで優勝したノア＝アークベル!!　そしてそれに勝るとも劣らなかった準優勝のガレイ＝ヴィンセント!!　どちらも素晴らしい活躍だったな!!」

　勇傑祭の結果はご覧の通り。二日目のポイントがほぼ無いに等しいセルト達は十位以下に落ち込む結果となり、学園の上層部の目もく論ろ見みは完全に上手うまく行っていた。

　ノアとガレイのポイントの差は極僅わずか。どちらが優勝してもおかしくはなかった。

「これでようやくあの目障りな編入生を追い出せる!!　実にご苦労だったな!!」

　上層部は二人にはささやかな礼として大量の金が入った袋と書状を手渡してくる。

「いらん!!　気持ちだけ受け取っておこう!!」

　しかしノアは受け取りを拒否。そんなものの為にやった訳ではないと強情だった。

　ではガレイに、と渡そうとするがガレイはそれを思い切り手で弾はじき飛ばした。

「……。貴様らにとって『あるべき勇者の姿』とは何だ？　答えろ」

「……？　そんなもの決まっているだろう。かつてのギャラガ様のような存在を勇者と言うのだ。この学園はそんな彼のような勇者を育てる学園、それに何か異論でも──」

「──つまりそれは『身を挺ていして他者を守り、多くの人間を救う者』ということだな？」

　ガレイは男性の言葉を遮って、勇者としてのギャラガがそうであることを確認する。

　何を当たり前のことを、と言うような目線を向けられるとガレイは嘲あざけるように笑った。

「くくっ……。貴様らのその節穴さこそ、目障りだと思うがな」

「はははっ!!　確かにそうだな!!　本質というものが全く見えていない!!」

　そしてノアもすぐにガレイの言いたいことを理解し、嫌みの無い笑顔を向ける。

　二人の言いたいことの意味が分からない上層部は、ただただ疑問符を頭上に浮かべていた。

　馬鹿にも分かるように説明してやろう、とガレイは真っ直ぐに彼等を見据える。

「ならばセルト＝ハーレスティアは退学に値しない、と俺達は言っているんだ」

「!?」

　元々セルトの退学に乗り気だったガレイのまさかの叛はん逆ぎやくに、驚きを隠せないでいる。

　そして言っている意味も分からない。急にガレイが心変わりしたその理由も。

「彼が勇者らしくない、と言うのなら!!　この学園の誰もが相応ふさわしくないな!!」

　ノアも追撃するかのように言葉を重ねる。元々ノアはセルトの退学に乗り気では無かったが、今回の勇傑祭でセルトがこの学園に相応しい人材だと確信していた。

　自らの優勝を捨ててまで王宮の危機を自分達に伝えてきた。そして誰もが納得するような提案を持ち掛けて、勇傑祭の継続を守ってくれたその姿勢はガレイすら動かした。

「貴様らの理論で言えば俺の方が退学だな。勇者の素質だけは、俺は大きく負けていた」

　ノアとの勝負にこだわり、王宮の危機を救うのを一瞬でも躊躇ためらった自分よりも。

　本当に優先するべきは何か。それをセルトの方がよく知っていたのを理解していた。

「だ、だが!!　優勝出来なければ退学というのはもう決定事項で──」

「──では、その決定を塗り替えてみせようか」

　扉の方から突如として聞こえてきた声にその場にいた全員が振り向く。

　そこに立っていたのは、この国で最も偉い人物。ミリラクシアという国の王。

「こ、国王様!?　何故このような場所に……!?」

「あー、俺が通したんだ。何かお前らに話したいことがあるらしいぞ？」

　その後ろからひょこっと顔を出したのはギャラガ。なんだか眠そうな顔をしている。

　グレイは中を一いち瞥べつすると、上層部で一番偉い男性の前に立ちゆっくりと口を開いた。

「用件は一つだけだ。セルト＝ハーレスティア君の退学を取り消してもらいたい」

　グレイが目を覚ました時には全てが終わっていた。事の顛てん末まつはその後全て聞いた。

　王宮の奪還はセルトの指示で十傑が行ったこと。そしてセルトがレイラを救ったこと。

「な、何故国王様程の人物が、彼を庇かばうのですかな!?」

「知らないのも無理はない。だが、彼に大恩があることを理解してほしい」

　グレイは王宮が魔族に占拠されていたこと、王女が魔族に攫われていたこと、それに気付いたセルトが秘密裏にそれを救い出したこと、全てを包み隠さず話した。

　国王の言葉を疑うことなど出来ない。話を聞く度に血の気が失うせていっていた。

「この程度の恩返ししか出来ないのが歯は痒がゆいが。この用件は是が非でも通してもらう」

　よもや拒否はしないだろうと。使うべき時に権力というものを使っていく。

　そうでなくても、気迫の籠こもったグレイの目を見れば抗あらがえる筈も無かったが。

「は、はい!!　通しますとも、彼の退学は取り消します!!」

「そうか。無理を通してもらってすまないな」

　グレイは軽く頭を下げて礼を。一国の王であっても、下げるべき頭は持っていた。

　そして上層部は恐縮しまくっている。学園を置かせてもらっている立場であるからだ。

　用が終わったグレイはそのままさっさと踵きびすを返して扉の方に向かって行く。

「わ、わざわざその為だけにこちらにいらっしゃったのですか!?」

「その為だけ、だと？　私にとっては何よりも重要な案件だ。……失礼する」

　どこまでもセルトを軽く見る上層部に不快感を覚えながら、グレイはその場を後にする。

　この国の最高権力者でさえ庇うその存在。もう何が何だか分からなくなっていた。

「……ッ、ギャラガ様は魔族の襲撃についてご存じだったのでしょうか!?」

「俺が知らねぇ訳ないだろ？　でも、あいつらに全部任せた方が今後の為になるって思ってな。そんで結果は大成功、セルトの存在の必要性ってのが改めてよく分かったよ」

　ケラケラと笑いながら、上層部の言いたいことを理解してすぐに答えを返すギャラガ。

　ギャラガほどの人物が魔族の襲撃に気付かない筈はずもない。だが、選んだのは静観。

　当然無理そうだったら出張っていたが、セルトがすぐに気付いて動いたから自分が動く必要が無かった。何よりもそんな状況になったことがギャラガには嬉しかった。

「これでもう俺が出張る必要も無いって証明されたじゃねぇか。危機にいち早く気付く奴がいて、それに協力してくれる勇気ある味方がいる。これこそ俺が目指していた究極の形だ。……あいつとの約束を果たせる時はもう近いよ、多分な」

　ギャラガは満足気にそう言うと、グレイの後を追うようにその場を去っていく。

　どうやらギャラガの思惑もいい方向に進んでいることが彼の表情からよく分かった。

　国王と学園の創始者、そして学園のトップ二人。その反対を押し切ってセルトを退学に出来るような権力も理由も。既に上層部には跡形も無くなっていた。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつとしている彼等を横目に、ノアとガレイも用は済んだと踵を返した。

「まさかガレイが彼を庇うとはな!!　正直意外だった!!」

「……ふん。あいつに勝ち逃げされるのが気に喰くわなかっただけだ」

「違いない!!　また機会があれば、是非とも戦いたいものだな!!」

　イレギュラーが起きたことで消化不良となってしまった彼との勝負の再戦を。

　それを彼等は頂点と次席で待ち続ける。そして当然、負けるなどとは露ほどにも思わず。

　勇者を目指す学園で最前線を走り続ける彼等が認めたセルトの『勇者の素質』。

「次こそは絶対に負けない。首を洗って待っていろ、ノア」

「勿もち論ろんだとも!!　また熱い勝負をしよう、ガレイ!!」

　一方はその背中をどこまでも追い続け、もう一方は追うべき背中を見せながら。

　未いまだ続くは因縁という名のライバル関係。彼等のそれには何ら変わりなかった。




　　　　＊




「──来ねぇなぁ、退学通知。もしかして忘れてんのかね？」

　昼下がりのクレシエンド学園。勇傑祭の熱が冷めやらぬ中、黄昏たそがれるセルトが。

　確実に最後になるだろうとセルトは機能性に溢あふれた制服に袖そでを通していた。

　いつものテラスのいつもの席、そこで最後の勧告が来るのを待っていたのだが。

「……別に、このまま来なければそれでいいじゃない」

「そりゃそうだけどさ。約束は約束だろ、一方的に取り付けられたとはいえ」

　条件未達成なら退学という約束。それをセルトはこちらから破るつもりはなかった。

　当然よっぽどのことがなければあちらも撤回はしない。だから諦あきらめてはいた。

「で。これからどうすんだ、フューラは。多分チームは余裕で組めるだろ？」

「だーかーら!!　貴方あなた達以外と組む気がしないって言ったじゃない!!　本当は貴方達と一番上を目指したかったけど、この際一人でもなんとかやってみせるわよ!!」

　フューラの身を案じたセルトの発言に彼女は半分怒り混じりに反論する。

　一人でもやってみせると言うその姿を見て、セルトは思わず苦笑してしまう。

「つまり十傑目指すってことか？　じゃないとチームを組む決まりはあるし」

「うっ……でもそう思うぐらい貴方達が大事なの!!　それぐらい分かりなさいよ!?」

「嬉うれしいけど逆ギレはするなよ……疲れた身体に響く……」

　それが現実的に厳しいことぐらいはフューラも知っているがそれでも意志は固く。

　それだけフューラにとって自分達が大事になっているというのは素直にありがたかった。

　そしてその場にレリアはいない。それも彼女との約束、それは確かに果たされていたが。




「──こっち。私達はいつもここで雑談している」

「いいですね～。お友達との語り合い、私の憧あこがれです～」

「……そうか。見つけられてよかった、もう居なくなられていたら困るからな」

　セルトとフューラが揃そろって呆ほうけていたその場所に、現れたのは三人の家族。

　母親は病弱の為に不在だったが、きっちり伝言は預かってきていた。

「!!　レリア……と」

「国王様にレイラ様!?　ど、どうして学園に……」

　レリアが主導し、自分達が普段学園で過ごしている場所に二人を案内してきていた。

　そしてレリアは学園の制服を着ている。それも含めてセルトとフューラは目を剥むいた。

「セルト君。昨日も言わせてもらったが、改めて礼を。本当に感謝する」

「は、はぁ……どうも」

　昨日の内にレイラを王宮に送り届けた後に、礼は散々受け取ったとセルトは恐縮する。

　そのままレリアは要望通り王宮に残ったが、その後に話したことがあった。

　このままでいいのか。このまま自分達が無事なだけで、それで良い訳がないと。

「君の退学は学園に掛け合って取り消してもらった。それがせめてもの恩返しだ」

　さらっととんでもないことを言ったグレイに、セルトとフューラは口を開けて驚く。

　その二人の驚きようを見て、レリアとレイラは同時にクスッと微笑んだ。

　数秒フリーズした後。フューラは満面の笑みを浮かべ、セルトは申し訳なさそうにした。

「あ、ありがとうございます!!　彼の為に、そんなことまでしてくれるなんて……!!」

「てめ、俺の台詞せりふだそれは!!　その、ありがとうございます……国王様」

　どうりで幾ら待っても勧告が来ない訳だ、とセルトは苦笑いを零こぼしている。

　レリアの家族を守った結果、最終的に自分も守ってもらえるとは露ほどにも思っておらず。

「私だけではない。ノア君やガレイ君も、セルト君を庇ってくれていた」

「!!　あの二人が……。後でお礼を言っておかないとですね……」

　ノアはともかく、ガレイまで自分の為に掛け合ってくれたのは少し想像しづらかったが。

　少なくとも自分のあの時の行動が多くの人間の心を動かしていたのは意外でもあり。

　認められる為に行動した訳では決して無いが、セルトの表情は実に嬉しそうだった。

「それと……もう一つ。これはレリアから伝えた方がいい」

「？」

　グレイがわざわざ学園まで足を運んだ理由は、セルトの退学を取り消してもらう為。

　だがそれだけでは無かったようで、グレイはレリアに前に出るように促した。

「……あの、ね。昨日、グレイとフレアとレイラに、話したの。私の素直な気持ちを」

　話しづらいのか、レリアは声を詰まらせながらセルトとフューラに言葉を伝える。

　自分が最終的には本当の家族を選んだこと。家族が無事で本当に良かったことを。

　全て包み隠さず話した。それを皆は喜んでくれたが、同時にこうも言われた。

「そうしたらグレイが、『セルト君の傍に居ることを絶対条件として、今後についてはレリアの意思で決めてもいい。セルト君なら、安心して娘を任せられるから』って……」

「!!　それって……」

　一度は、もう二度と失いたくないと家族を切り捨てない決意をしたレリア。

　しかし、失わない為に本当に重要なことは何なのか。それをもう一度よく考えていた。

「本当に大事な人を、今度はレリアが守れるように精一杯頑張りなさいって、フレアにもそう言われて……。レイラもね、泣きながらだけど同じようなことを言ってくれた」

「うっ、うぐっ……。せめて休日には遊びに来てもらう約束をしましたから～!!」

　レイラはまた泣き始めるが、グレイが呆あきれたように背中をポンと叩たたく。

　自分達の存在を揺るがすような事件を受けて、再度レリアが出した結論は。

「だから、やっぱり私は二人と一緒にいたい。いさせてほしい。……今更だけど」

　真っ直ぐ目を見据えてレリアは二人にそう宣言する。前言撤回させてほしいと。

　レリアは最終的にはバツが悪そうに目を伏せる。だがすぐにフューラが抱き着いてきた。

「断る理由なんて無いわよ!!　嬉し過ぎる報告が二連発だもの!!」

「ありがとう、フューラ……」

　レリアは心底喜んでいるフューラを見て柔らかな微笑みを浮かべる。

　そして直後に、優しい手がすっと伸びてきてレリアの頭を愛しそうに撫なでた。

「……良かったよ。本当は、行ってほしくなかった」

「!!　……嬉しい、セルト……っ!!」

　ここでようやく言えた本音。それを聞いたレリアは目に涙を一杯溜ためながら頷うなずく。

　守って良かった。守ったことで得られたものがあった。自分は間違っていなかった。

　レリアにだけでなく、セルトにも失いたくないものがあったことをやっと言えた。

「条件を覆すつもりはないってグレイ……お父さんは言ってたけど」

「……いずれ王族として生きていく為にも、学園で切せつ磋さ琢たく磨ますることはレリア自身の成長に繋つながると思うからな。君達と学園に通うぐらいは、許してもいいだろうと」

「変に素直じゃないのも、やっぱり私に似てるかも」

　グレイは取って付けたような理由を付け足すが、レリアはそれに対してクスッと笑う。

　レリアのことを一番に考えてくれていることは、もう言わないでも伝わっている。

「お父様～!!　やっぱり私も学園に通いたいです～!!」

「我わが儘ままを言うな、レイラ……。お前には実力が全く足りてない」

「そんな～!!　じゃあ、これからはもーっと魔術の鍛錬一生懸命頑張りますから～!!」

　容認するのは筋の通ったものだけ。レイラの我儘はグレイにすぐに却下される。

　そんな父と妹を見てレリアは微笑を浮かべる。それはセルトのお陰で見られている景色。

「家族の繋がりは、ここにあるって……もう分かったから」

　レリアは胸に手を当ててそんな言葉を零す。触れると温かくなる心が、その証あかし。

　本当の家族、そしてとてもとても大事な想い人と友人を、今度は自分が守る為に。

　レリアは学園で戦い続けることを決意した。それこそレリアが見つけ出した答え。

「あぁ。良かったな、レリア」

「うん。ありがとう、セルト」

　二人の間にこれ以上の言葉はいらなかった。それだけで気持ちが全てが伝わる。

　レリアは家族の繋がりを残したままセルトの傍に。それがどれだけ幸福なことか。




「じゃあ、早速クエストに行きましょ!!　今ある幸せを存分に噛かみ締めないと!!」

「いい提案。私はもっと、誰かを守れる強さが欲しい」

　また三人で何かが出来ることも幸せで。フューラとレリアは気合が入っている。

　今手元にあるものがいつ無くなるかは分からない。分からないからこそ、今を楽しむ。

　その提案は全て善意からくるもの。だが、セルトは当然それに対して渋い顔をする。

「……いやいや。今日ぐらいは休みだろ、普通に考えて……」

「ほら、セルト!!　さっさと行くわよ!!」

「セルト。行こう」

「……やっぱ退学でも良かったかもだわ、うん」

　有無を言わせず腕を引っ張られ、一番の功労者は文句を垂れながらも大きく拒否はせず。

　その様子を見てグレイとレイラは微笑む。これこそが彼等のあるべき姿で。

「一体いつになったら平穏に暮らせるんだろうな、俺は」

　などと口にしながらもセルトはどこか満足気な顔つきで今を楽しんでいる。

　彼が望むものはたった一つ。平穏で安寧な生活を送れる、そんな世界を得ること。

　これも一つの形。平穏で安寧で、ちょっとだけ騒がしくて忙せわしない日常だった。








あとがき






　家族の大切さというものは言葉では表し難いですが、少なくとも家族への感謝の言葉を口に出すのは忘れないようにしています。何せいい歳して実家住みですからね、えぇ。




　ご無ぶ沙さ汰たしております、小こ路みち　燦あきらです。

　一巻に引き続き、二巻を購入して頂いて誠にありがとうございます。二巻を刊行することが出来たのも読者の皆様の応援のお陰です。嬉うれしくて嬉しくて常に震えております。




　さて、二巻の大きなテーマは前述の通り『家族』であったように思います。

　血が繋つながっているかどうか、そうでなくても生涯を長く共にしてきたかなど。それぞれの形があるように、『家族』というものへの価値観は個々人で変わってくるものでしょう。

　ただ、最も重要なのは自分の気持ちであり、必ずしも家族を重要視する必要は無いのもまた事実。家族が一番身近な他人と言われることもあるのは、実に言い得て妙ですね。




　そんな捉とらえ方の難しい『家族』というものについてのエピソードを一つご紹介します。

　基本的に私は執筆している間は部屋着（ジャージかスウェット着用）なのですが、毎週決まった曜日の夕方に頼んでいる食品の配達サービスの方が来訪してくるのです。

　実家で暮らしている以上、その時間帯に家にいるのは私のみ。つまりは必然的に私が対応するのが筋であり、当然その時間帯には一いつ旦たん休憩を取ってインターホンを待ちます。

　毎週のそれ自体は特に苦でも何でも無いのですが、最近とあることに気付きました。




「もしや、配達のお兄さんにここの息子さんは働いていないと思われているのでは？」




　これは大変です。家族へのイメージダウンにも繋がりかねない大事件が勃ぼつ発ぱつですよ。

　リモートワークが普及してきたとはいえ、多くの人はオフィスカジュアルな服装をしていることでしょう。基本ジャージかスウェットってお前、それはダメだろうよと。

　何か弁解でもしたいのですが、特に親しくも無い相手にそんなこと急に言われても困るだけなのは目に見えています。これ以上の醜態を晒さらす訳にはいかないでしょう。

　ジャージかスウェット着用が不味まずいのなら、答えは一つ。生まれたままの姿で勝負です。

　という訳で今度からは一糸纏まとわずの、磨き抜かれた生の肉体を披露したいと思います。

　はい、逮捕される前に何とか服を買いたいですね。一刻も早く忘れてください。

　覚えていてほしいのは新キャラも盛り沢山だった二巻、お楽しみ頂けていたら幸いです。




　それでは気を取り直して正装で謝辞を。今回も最高で神がかり的なイラストを描いて頂いた福ふくきつね様、本当にありがとうございます！　毎回イラスト見る度に泣いてます！

　特に今回は新規のキャラが多くて負担をかけてしまい、もう何度感謝してもし切れません……。福きつね様の描く魅力的なキャラにはいつも勇気と希望を頂いております。

　常に寄り添うように的確な指摘とアドバイスをくれた担当編集者様無しでは、二巻の刊行はきっと不可能でした。再び最大限の感謝と、これからもよろしくお願いいたします。ならびにこの本の刊行に携わってくださった皆様に、心からの感謝を申しあげます。

　そして最後に。この作品を手に取って読んで頂いた全ての読者様、本当にありがとうございました！　今後とも、是非ともよろしくお願いできれば幸いです。

　∞むげん射程の名に恥じることのない、限界以上の精進と躍進を皆様にまた約束をいたします。





小路　燦
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